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お買い上げの製品について、上記 URL 「お客様のページ」でお客様登録を 
お願いします。 

この「お客様のページ」は、お客様とのコ S ュニケーシヨンを目的とした 
ウェブサイトです。新規登録されたお客様には ID ■ パスワードを発行させて 
いたださ、新製品のカタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジン 
の購読など各種ヴービスをご利用いただけます。 
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はじめに 


このたびは、(イオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありびとラ 
ございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の 
r ま全上のごま意」はおずお読み < ださい。 

なお、「取扱説明書」および r ま全上のごを意」は「保証書」、「修理窓□'ご相談窓口 
のご案内」と一緒に必ず保菅してください。 


まを上のご注意 付属の r 哀を上のごを意 J をお読みくだをい 


ま全に正しくお使いいただくために 


給表示について 

この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正し 
くお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への 
損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしてい 
まず。その表示と意巧は次のよラになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みくださし、。 


絵表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む）しなければな5 
ない內容であることを示しています。 

図の中に具体的なま意内容(左図の場含は 
感電を意)び描かれています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取0扱 
いをすると、人び死亡または重傷を 
負ラ可能性び想定される内容を示し 
ています。 



&記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の 
場をは分解禁止)が描かれています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取0扱 
いをすると、人び傷害を負ラ可能性 
び想定される内容および物的損害の 
みの発生び想定される内容を示して 
います。 



♦記号は行動を強制したり指示する内容を 
示しています。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場含は 
電源プラグをコンセントか5抜け）び描か 
れています。 


A 警告 


[異常時の処置] 


を 

プラグを巧け 


♦ 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状 
態のまま使用すると火災•感電の原因となります。すぐ 
に機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコ 
ンセントか5抜いてください。煙び出なくなるのを確認 
して販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理 
は危険ですか5絶対おやめください。 



を 

プラグを巧け 


♦ 万一内部に水や異物等び入った場含は、まず機器本体の 
電源スイッチを切0、電源プラグをコンセントから抜い 
て販売店にご連絡<ださい。そのまま使巧すると火災- 
感電の原因となります。 



€ 

プラグを巧け 


♦万一本機を落としたり、カバーを破損した場合は、機器 
本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
5抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると 
乂災-感電の原因となります。 

















付属品を確認する 


はじめに 



リモコン 


A 




か 

- ♦ 






単3おアルカリ乾電池 
( LR 6) X 4 



電源コード 



オートセットアップ用 
マイクスタンド 


• 取扱説明書(本書） • 修理窓□-ごホ目談窓□のご案内 

• 安全上のご注意 • 保証書 


設置について 



放熱性を十分に確保してください。異常凳熱は故障や事故の 
原因となりまず。 

• 本機の上に物を置いたり、巧やシートなどを被せた状態 
でのご使巧は絶対にお止めください。 

• ラック等に設置する場合は、上部に2 0 cm し: LL 空間をあ 
けて < ださい。 



20cm む上離ず 


本機 


リモコンの準備 


リモコンに電池を入れる 



感メモ 

• 電池を交換するとさは、なるベ<曰分じ(巧に交換することをおすすめ 
します。日分削巧に交換しないと、各種 U モコン設定（畔 P.82 〜 94) び 
解除される可能性びあります。設定び解除されてしまった場合は、再 
度設定し直してください。 

. U モコンの操作範囲び極端に狭くなってをたら、電池を交換してくだ 
さい （4 本とを新しい単3形アルカリ乾電池をお使いください)。 


電池の残りびかない目安です 


•ミ。ムタ四 






電池を誤って使用すると、液漏れした0破裂するを険性びあ0ます。の点について特にご注意くだ、 
さい。 

• 新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使巧しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向きを電池ケースの表示どおりに正しく入れてください。 

• 乾電池には同じ形状のわのでわ電圧の異なるわのびあります。種類の違5乾電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地ち自治体の指示(条例）に従って処理してください。 


3 
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はじめに 


特長 


高音質-多機能な本機 VSA - AX 已 i のをな特長をまとめました。 r 本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や操作 
を楽しんでいただけます。 

本書の掲載ページ 

1 ) し LINK 端子を搭載 P25 

DVD オーデイオや SA 仁□の高音質マルチチヤンネ _ hv HUNK 対応機器の接続」 

ル再生びケーブル 1 本で手軽に楽しめます。 1 =^/ノ P.59 

aUNK 入力の設定」 


2 ) MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
(サラウンド）の設定を自動化しました。レコーディ K 
ングスタジオの現場で行われる調整技術を家庭内で実 L _ j /> 
現するため、音場を正確に測定し、チャンネル間の空 
間情報の歪みを補正します。 


P.36 

「Auto Settin 呂 
(サラウンドの自動設定)」 

P.49 

[Acoustic Cal EQ 

(視聴環境の周波数特性の補正)」 


3。ミあ5ゆるデジタル音声フォーマット 
一 に巧応 


9目 kHz /24 b けの高音質己.1 ch フオーマット 


「 DTS 目目/24」、目 S デジタル標準音声 rMPEG -2 
AAC」、「Dolby Digital EXJ'rDolby Pro Lo 旨 ic II 」、 
rOTS ESJ など現存するあ 6 ゆるデジタルサウンド 
フオーマツト再生に対応したデコーダーを搭載してい 



ます。 


P.64 

「9目 kHz /24 bh : フォーマット 
ディスクの再生について」 

P.97 

「サウンド フォーマッ トについて」 


4 ) その他のまな特長 

• フ□ントス ピーカーの Bi - Amp 対応： 

スピーカーびノ（イワイヤ対応であれば、ノくイアンプ接 
続によ0高品位な再生び楽し奴ます。 



• 高品質 スピーカー端テ： 

よりよい音質のための新設計スピーカー5箭テを使用し 
ています。 


P.30 

「フ □ン トス ピーカーの 
Bi - Amp 接続」 

P.35 

[SurrBack System (サラウンド 
バックシステムの設定)」 


• 省エネルギー設計： 

待機時消費電力日. 8 W の省電力設計です。 


MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration system ) とな 

パイオニアのアンプとしての設計思想であるマルチチャンネルステレオフォニック思想を深化させる上で、実 
際の制作現場の巧術をへのヒアリングを国内外問わず、徹底的に行ってをました。その中か5、特に映画制作 
のスタンダードを確立したルーカスフィルム社と、音楽レコーディング業界の最高峰エアースタジオ社 （□ ンド 
ン）の技術陣営との巧話か5、特にこれまで現実げ困難であったアコースティックな環境補正を行ラために、「一 
般家庭でも簡単かつ高精度にスタジオと同等の調整を行えること」を目標として、当社研究所で4年の歳月をか 
けて開発したのび、 MCACC(Multi Channel ACoustic Calibration system ) です。この機能により、本機 
ではスタジオ環境に近似した高精度な音場の自動解析処理と最適補正を可能としました。 







ホ 


ホームシアター乂 P 3 ガイド 

サラウンドサウンドを楽しむ一般的な機器の組み合わせ（テレビ、 DVD プレーヤー、マルチチヤンネル用 ム 
スピーカーと本機 VSA-AX 田）を例にあげて、それ S の接続、設定か5再生までの基本手順を説明しまず 。，亏 

入門ガイドは!•ソ下の3ステップでずずみまず。 'f 

(Stepl) 接続する 「テレビ/ DVD プレーヤーの接続」「スピーカーの接続」巧 

' '、 ガ 

み ep& 設定する 「サラウンドの自動設定」 イ 

(steps') 再生する r 接続した機器の再生」 


(し stepl 接続する 

機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 

テレビ/ DVD プレーヤーの接続 

ドルビーデジタルや DTS のマルチチャンネル音青を再生するために、 

音声はデジタル接続します。 


ビデオ(コンポジット)コード 

(□ VD プレーヤーからの映像を 
本磯を経由してテレビへ送る） 






m 禮; 

圈圈圏國圏圏圏。 


广 

^ — m 


參 


Y 


DVD プレーヤー 
(□ V - S 7 已 7 A など） 


斧で P?。, 形^广よ^だがコンポジ'ットロ-ド J, 

j 一 A 

鄉響…1レ 

固因^。 sT^eo (DVD プレーヤーからの 

^- 》 映像を本機へ送る) 

1 \ 

1 ^デジタルと 


■同軸ケーブル （ DVD プレーヤーからのデジタル音声を本機へ送る） 



嫁メモ 

• お持ちの DVD プレーヤーのデジタル出力び光端子のみの場をは、光ケーブルでの接続ととちにデジタル入力の 
設定び必要です。（畔 P.57) 

. 同軸ケーブルには、ビデオ（コンポジット）コードを使用でさます。 

. ビデオコードは、コンポジットの他に S ビデオやコンポーネントなどの接続もでさます。 





















ホームシアター入門ガイド 


■ 


スピーカーの接続 

7 本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。お持ちのスピーカーに合わせて（サラウンドバック、センター 
ス ピーカーびない場をでわ） 接続してサラウンドサウンドび楽しめます。 



センター サラウンドバック 

スピーカーに)へ スピーカー 

ち ( SBR )/ 左 ( SBL ) へ 


^ メモ 

. 各機器の接続び終わった5、電源コードをコンセントへ差し込みます。（与 P .32) 
• スピーカーの配置につい口ま P .28 〜29をご覧ください。 



Cstep 2 設定する _ 

サラウンドの自動設定 (Auto Setting ) 








ホームシアター 乂巧ガイ 


-む STANDBY/ON 
-且 OFFuON 



2本機とテレビの電源を入れる 

本体の[日 FF / 日 N ] ボタンを押してから [6 STANDBY / 
日 N ] ボタンを押します。 

^ メモ 

サブウーファーを接続しているとをは、測定のためサ 
ブウーファーの電源を入れてポ U ユームレべルを適度 
に上げておいてください。 


SYSTEM - 
SETUP 


IVCR21 |[VIDEOl| |[ CD || [U な! Ull I 
^ T^jJ | njNEH | 

dWER LOUDNESS TONE EFFECT CH【L 

<?> 

SIGHALSL. Wn SASSTREBLE r*-j_ 

VKOXL HI'BT 410 ' ■— 了 DISC 

CD CD 

« DIRECT KCESS SEARCH KK 
SVSTEN SETUP GUIDE 


3 テレビに本機のメニユー画面を表示させる 

AMP ボタンを巧してか 5 SYSTEM SETUP ボタンを巧 
しまず。 

藏メモ 

SYSTEM SETUP ボタンを巧しにあとに、テレビに 
メニユー画面び表おされるよ5テレビ側の入力切換を 
合わせてください。 


扣 I 化:吐 wn S, 曲 .n 化 E「+] 

<5> <5> 

WRSEL HI-BT +10 — nsc 

<Tp 

1 w—KKW SmCH "K 
SVSTUSO^ X GUIDE 


AT 

.ENTER 


团 A«EL- OUNHEL-f 

『wj IL ■ J II>*T1 


4 オートセットアップを開始ずる 

政下の画面に従って進めます。 

メニユー操作は▲▼で力ーソルを移動して、<0) 
( ENTER ボタン)で決定しまず。 

に ta け]を選んで ENTER ボタンを巧すと、測定を開始 
します。 

^ メモ 

正確な測定のため、測定のとさは!;(下のよラにしてく 
ださい。 

• 騒音をたてない 

• 各スピーカーと測定用マイクの間をさえぎ5な 
い場所に立つ 


五 

注意 


測定中は大きな音でテスト I -ーンび出力され 
ます。近隣住宅や小さなお子様などへのご配慮 
をお願いします。 


ホ—ムシアタ—入門ガイド 













ホームシアター入門ガイド 


1 Check!! 1 

Front 

[YES] 

Center 

[YES] 

Surround 

[YES] 

SurrBack 

[YES。] 

SubwooTer 

[YES] 

► [gm 

[Retry] 


[ERR-»Fix SP.J 1 

1 [Return to Menu] 1 


5 スピーカーあり/なしの確認をずる 

2分〜已分後に左のに heck !!」 画面び表示されます。 

[日 K ] を選んで ENTER ボタンを押すと、測定を再開しま 
す。 

感メモ 

もしオートセットアップの途中でエラー画面び出る 
などうまくいかなかったときは 、 「Auto Settin 畳(サ 
ラウンドの自動設定)」（马 P .36) をご確認ください。 



S 占 HUS 比 DNR BM&ITiEJlf r +-1 

VIDEOSEL H-BFT *10 *■-」 卫拟 

<7> CD <! T > CD 

• MKI は iSS 出 fCHKOE 

SYSTEM snip GUK 

—JtSSi A 

oYb 1 ヒ IVI 

SETUP 

鑛 2 


1 speaker Systems Check I 

Front 

[SMALL ] 

Center 

[SMALL ] 

Surround 

[SMALL ] 

SurrBack 

[SMALLX2 ] 

Subwoofer 

[YES ] 

> [ unsi ] 

[Exit ] 



6 才ートセットアップを終了する 

左の画面び表おされた5、オートセットアップは完了 
です 。 SYSTEM SETUP ボタンを押して、メニ;!一操 
作を終了します。 


{^ Step 3 再生する 
接続した機器の再生 


DVD/LD 



© © © © 



；»WD.'L0| ITV.SATj 1 , 抑 ’ 1 

MULTI CONTROL 
|ycn2l HVIDE^ [| CD ] 

fTsn on Puneri 

い CON^ 

cia 


曲 MW 

お B TIT ぶ 

3^5 


m r-H 

B57 ^ BS9 .... 

ILW ] (fk » ?li J " 一 J 

CHAML- / CM, 化 + 

囚 S 产阿 

TVVOL £3 

"CH 


口 


INPUT 

VOLUME 


ディスプレイ- V MASTER VOLUME 



MULTI 」0 G 


1 DVD プレーヤーの電源を入れる 

2 入カフアンクシヨンを切り換える 

U モコンの MULTI CONTR 日 L ボタンで DVD / LD を選 
ぶ。または U モコンの INPUT ボタン、本体の MULTI 
」0 G を使って DVD / LD を選びます。 

3 DVD を再生ずる 
4 音量を調節ずる 

リモコンの V 日 LU ME ボタンまたは本体の MASTER 
V 日 LUME を使って、 -80 服慮ル)か!5十12づ巨慮 
大)で調節でをます。 
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これで入門ガイドは終了でず。 

もし本機の接続、設定、操作で困ったときは、「故障かな？と思った日」（与 P .103) もご覧くださし、。 








フ□ント八ネル 


各部のち敬 


① 


(D 


③ 


硬⑤ ⑥ 




0 STANDBY 胤 

/! 气 OOF '- 讯 

1 口 


1 

口 

a 



⑦ 


⑩⑩⑩ 



广 J00 coma 1 soul ntn a" wco wnu. ^mscTcuifva — 

II sTur eeiuM iel£ct MunjNa hooe HUMiHr uxocn sel£ct t« safer - - vuno 

I 0| I O ol 0000000 0—0—00 

ftHCHEs TowecCTiraoc sen* ^ - ^ 

SPEAK£lt3 TQfC BJISaTTCfilf - * VC 

#00 0-0-0 • 图 © ® ® ® 1 


① MULTI JOG (マルチジョグ） 

通常は入カソースを選おしまず。本体の SET UP ボタ 
ンまたは U モコンの SYSTEM SETUP ボタンを押し 
たときはシステムセットアップの設定項目を選おしま 
す。また、 MOVIE や MUS になどの U スニングモード 
の選択にわ使用します。 

③ リスニングモードボタン （与 P .65,66) 
MOVIE ボタン 

U スニングモードをムービーモードにします。 

MUSIC ボタン 

U スニング f ー ドを S ユージック f ー ドにします。 

STEREO / D 旧 ECT ボタン 

U スニングモードをステレオモードまたはダイレク 
トモードにします。 

③ 皿 OFF - ON ボタン(主電觀 

このボタンび OFF (皿)の巧態ではフ□ントバネルおよ 
び I 」モコンでの操作びでさません。 

OSTANDBY/ON ボタン 

本機の電源を入れた0、スタンバイモードにしまず。 

④ ENTER ボタン 

システムセットアップの設定項目の巧定や U スニン 
グモード ( MOVIE 、 MUSIC ) をま定するときに巧し 
ます。 

⑥ STANDBY インジケーター 

スタンバイモード時に点打します。 

⑧リモコン受光部いち記参勵 

1」モコン信号はここで受信されます。 

⑦ ディスプレイ （与 R 13) 



⑨ UJNK インジケーター 

i.LIN K ケーブルで接続されている i 丄 I N K 対応機器び 

還ばれているとさに点なしまず。 

⑨ MCACC インジケーター （与 R 72) 

Acoustic Cal EQ び ON のときに点口します。また、 

音場補正の自動測定中ち点なします。 

⑩ MULTI CH IN ボタン （吟 R 76) 

U アバネルの MULTI CH IN 端テに接続した機器をち 

生ずるときに巧します。 

⑩ ACOUSTIC EQ ボタン （吟 P .72) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を0 N /0 FF 

します。 

⑩ MASTER VOLUME 

本機の音量を調節しまず。 

y モコンの操作節 P 

. リモコンと本機との間に障害物びあったり、リ 
モコン受光部との角度び悪いと操作びできない 
場含びあ0ます。 

. リモコン受光部に直射日光や壁光ななどの強い 
光び当たると誤動作することびありまず。 

• 赤外線を発射する機器のおくで本機を使巧した 
り、赤外線を利巧したほかの U モコン装置を使巧 
した0すると、本機げ誤動作することびありま 
す。逆にこの U モコンを操作ずると、他の機器を 
誤動作させることちあります。 

本機を U モコンで操作する 
ときは、 U モコンをフロ 
ントパネルのリモコン 
信号受光部に 
向けて< 

ださい。 



ホ—ムシアタ—入門ガイドを部の名称 












各部のち敬 


フ□ントパネルドア内部 



① MULTI JOG CONTROL 
SET UP ボタン 

システムセットアップモードにします。 

RETURN ボタン 

システムセットアップモードのときに]つ前の手順 
におします。 

③ SIGNAL SELECT ボタン （吟 R 64) 

入力信号の種類(□に ITAL/ANAL 日 G など)を切り換 
えるとさ押します。 

③ HI-BIT HI - SAMPUNG ボタン （吟 R 75) 

才ーディオスケーラー機能を日 N/OFF します。 

④ SB CH MODE ボタン （吟 R 70) 

サラウンドバックチャンネルの日 N / 日 FF/AUT 日を 
選択します。またサラウンドバックスピーカーを 
N 0 (無し)で設定しているときは、バーチャルサラ 
ウンドバック機能の日 N / 日 FF/AUT 日を選択しま 
す。 

⑤ MIDN に HT ボタン （吟 R 73) 

ミッドナイト U スニング機能を日 N / 日 FF します。 

⑥ LOUDNESS ボタン （吟 R 74) 

ラウドネス機能を日 N/OFF します。 

③ VIDEO SELECT ボタン （吟 R 80) 

音楽を聞をなげ5他のファンクシヨンのビデオ映像 
を見るときに押します。 

® DIGITAL NR ボタン （吟 R 73) 

デジタルノイズ U ダクシヨンを日 N/OFF します。 


感 EFFECT/CH に VEL (吟 R 43, 68, 69, 75) 
SELECT ボタン 

サウンドディレイ機能、サラウンドモードのエフェク 
トレべルや出カレベルを調整するスピーカーを選択す 
るとさ押します。 

+/—ボタン 

サウンドディレイ値や U スニングモードの効果、ス 
ピーカー出カレベルなどを調整します。 

⑩ MUTING ボタン 

音を一時的に消すときに押します。ちラー度巧す 
と、ミュートは解除されます。 

⑩ PHONES (へッドホン)端子 

へッドホンを差し込む端テです。へッドホンを使用す 
ると、スピーカーから音声は再生されません。 

⑩ SPEAKERS ボタン い R 71) 

スピーカーシステムの A と巨、日 FF を切0換えます。 

⑩ TONE ボタン （与 R 74) 

BASS/TREBLE ボタン 
+/—ボタン 

トーンコント□ール機能を設定ずるとをに押しまず。 

® SETUP M に端子 （吟 R 8,36) 

オートセットアップを行ラ際、オートセットアップ 
用マイクを差し込みます。 

© VIDEO INPUT 端子 （吟 P .22) 

VIDE 日フアンクシヨン巧の接続端テです。（光デジ 
タル接続ち可能です） 
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各部のち茄 


ディスプレイ 


① 


② 


③ ④⑥⑥ 


SIGN AL 11 PRO LOGIC II 
■ 王ル ' ；□□ DIGITAL 
□□ RF : DTS ES EX 
DIGITAL : MPEG 
ANALOG STEREO _ _ 


SB CH 


__I 厂 DSP -I 
ON MOVIE -I 
OFF MUSIC 


B 

旧 


ra Q o 

口 ES ； sp^ab 


MIDNIGHT TONE DNR 


dB 


Hi-BIT/ I 
r SAMPLING 




を 


感 DSP インジケーター 


® ⑩®感 

① SIGNAL SELECT インジケーター 
(与 R 64) 

現在選択されている機器の入力信号の種類び点なし 
ます。 

③ デジタルフォーマットインジケーター 
い R 9 卜 99) 

PRO LOGIC II : □□プ□□ジック N 処理をしてし、ると 
さに点灯。 

Neo :6: Neo : 6処理をしているときに点灯。 

□□D に ITAL : ドルビーデジタル信号を入力している 
ときに点灯。 

DTS : DTS 信号を入力しているときに点灯。 

ES : ES 信号を入力しているとをに点灯。 

EX : EX 信号を入力しているとをに点灯。 

MPEG : MPEG -2 AAC 信号を入力しているときに点 
灯。 

STEREO : 再生出力びフ□ント 2 ch (設定によっては 
サブウーファーも含む)のみの場含と、ヘッドホン挿 
入時に点灯。 

⑤ LOUDNESS インジケーター 

ラウ ドネス機能が日 N のときに点巧。 

④ MIDN に HT インジケーター 

ミッドナイト U スニング機能び日 N のときに点灯。 

⑤ TONE インジケーター 

I -ーンコント□ール機能び日 N のとをに点灯。 

⑥ DNR インジケーター 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能が日 N のときに点灯。 

③ VOLUME (音量レベル)表示部 

音量レベルを表示します。- dB び最ルレべルを 

表し、+12 d 目び最大レベルを表します。 

® Hi - BIT/SAMPLING インジケーター 

才ーディ オスケーラー機能び日 N のとさに点灯。 


MOVIE : U スニングモードで M 日 VIE を選択している 
とさに点な。 

MUSIC : U スニングモードで MUS にを選択している 
とさに点な。 

广 DSP-I 


: MOVIE 、 MUS にモードでパイオニアオ U ジナルヴ 
ラウンドモードを選おしているとさに点な。 

⑩スピーカーインジケーター（吟 R 71) 

⑩プ□グラムフォーマットインジケーター 

□□□に ITAL や DTS 信号等げ入力された時、そのソー 
スに含まれるチャンネルの情報を点なします。 

L : 左フ n ントチャンネル 
C : センターチャンネル 
R : ちフ n ントチャンネル 
LS : 左サラウンドチャンネル 
S : サラウンドチャンネル(モノラル） 

RS : ちサラウンドチャンネル 

LFE : Low Frequency Effect (超低音の効果音)チャ 

ンネル 

〇：実際に LFE 信号び入ってさたとさに点なします。 

「目.1 ch 再生検出信号」の入ったソースび再生される 
と 「 LS 」「 S 」「 RS 」 の3つのインジケーターび点灯しま 
す。 

⑩ SB CH インジケーター（与 R 70) 

サラウンドバックチャンネ J レの状態を表します。 
AUTO : サラウンドバックチャンネルまたはバーチャ 
ルサラウンドバック機能び AUT 日のときに点灯。 

ON : サラウンドバックチャンネルまたはバーチャル 
サラウンドバック機能び日 N のときに点灯。 

0 R =: サラウンドバックチャンネルまたはバーチャル 
サラウンドバック機能び日 FF のときに点灯。 


を部の名称 
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各部のを祿 


③ OSOURCE 電源ボタン 

ソース機器の電源を日 N/OFF します。 

が TV 電源ボタン 

テレビの電源を日 N / 日 FF します。 

⑤ MULTI CONTROL 他機器操作ボタン 

U モコンで他機器を操作するとを、または本機の入力を切 
0換えるとを押します。 

④ 数字ボタン 

U モコンの操作モードにしたびってさまざまな目的に使用 
します。 U モコンびアンプ操作モードの場合はそれぞれの 
ボタンなん处下の働さをします。 

DIMMER ボタン （吟 R 81) 

本体のディスプレイの明るさを調整するとき押します。 

LOUDNESS ボタン （吟 R 74) 

ラウドネス機能を日 N / 日 FF します。 

TONE ボタン （与 P .74) 

BASS/TREBLE ボタン 

I -ーンコント□ールを設定するときに巧します。 


@ (TV 0 のみ)、® VIDEO SEL ボタン（吟 R 80) 

音楽を聞さなび5他のファンクシヨンのビデオ映像を見る 
とさに押します。 


DNR ホタン （与 R 73) 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能を日 N / OFF します。 


©( SOURCE © のみ） 
®〜®、 @ 


+ /— ホタン 

ヴウンドディレイ値や U スニングモードの効果、スピー 
カー出カレベル、 I -ーンコント□ールなどを調整します。 

(^ R 86) SIGNAL SEL ボタン （吟 R 64) 

入力信号の種類(□に ITAL / ANALOG など)を切り換えると 
さ押します。 


EFFECT/CH SEL ボタン （吟 R 43, 68, 69, 75) 

サウンドディレイ機能、サラウンドモードのエフェクトレ 
ベルや出カレベルを調整するスピーカーを選択するとき巧 
します。 



^古 uun レ t iv SYS EM "ド 

(© 01 © 0 
fl 际 D,L 。 [fros の 1 rei f か CO 州 111 


①リモコンディスプレイ 

さまざまな情報を表示します。 

りミ巧：⑥ ▲/▼/◄/►/ ENTER ボタンを使用するときに点 
'なします 。 REMOTE SETUP のときにどのボタンで選 
お、決定するかを表示します。 

么タ リモコンコードの送受信を知5せます。 

因皿： U モートセットアップのときに点灯します。 

□:電池の残りびかなくなったとさに点なします。 


本磯に付属しているリモコンのボタンとその機能について説明します。ここでは本機の操作に関する機能についてのみ 
記載します。 ソース 機器や モニター TV を操作する場含の使用例は「他機器のリモコン操作」（畔 P .86) をご覧ください。 


1；(下のボタンは MULTI CONTROL 
ボタンに応じて用途が変わります 


政下のボタンはどの MULTI C 日 NTR 日 L ボ 
タンび選ばれていても 、 TV C 日 NT に設定 
された機器を操作することびできます 
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HI-BIT ボタン （吟 R75) 

才ーディオスケーラー機能を ON / OFF しまず。 

⑥ SYSTEM SETUP/MENU ボタン 

システムセットアップモードにします。リモコンが 
□ VD / LD の操作モードのとさはメニュー画面を表示 
します。 

⑥ ▲/▼/◄/►/ENTER ボタン 

各種設定、メニュー画面で項目を選択したり、巧定 
するときに押しまず。 

⑦ AUDIO ボタン 

I 」モコンび DVD / L □の操作 モー ドのときに、デ ィス 
クに記録されている音青を逞択しまず。 

⑧ ソース機器操作ボタン 

③他機器操作ボタンで逞おした他の機器を操作する 
とさに巧します。 

⑨ TV CONTROL ボタン 

テレビを操作するボタンです。 

③他機器操作ボタンの TV CO NT に登録された機器 
をいつでち操作することびでさます。 

INPUT ボタン 

テレビの入力を切0換えます。 

TV VOL(+/-) ボタン 

テレビの音量を調節しまず。 

TV CH(+/-) ボタン 

テレビのチャンネルを切0換えます。 

⑩ リスニングモードボタン （吟 R65, 66) 
MOVIE ボタン 

1」スニングモードをムービーモードにしまず。 

MUSIC ボタン 

IJ ス ニング モー ドを5 ュージ ック モー ドにします。 

和ーボタン 

MOVIE や MUS になどの U スニングモードを選択し 
ます。 

ENTER ボタン 

M 0 VI E や MUS になどの U スニングモードをま定し 
まず。 

STEREO/D 旧 ECT ボタン 

I 」スニングモードをステレオモードまたはダイレク 
トモードにします。 

⑩ SB CH MODE ボタン （吟 R70) 

サラウンドバックチャンネルの ON / OFF / AUTO を 
還おしまず。まにサラウンドバックスピーカーを 
N 0(無し）で設定しているときは、バーチャルサラウ 
ンドバック機能の 0 N /0 FF / AUT 0 を逞巧しまず。 


各部のち茄 

⑩ SYSTEM OFF ボタン （吟 P.90) 

あ5かじめ設定したコマンドと、すべてのバイオニ 
ア機器の電源を切るとさ巧しまず。 

⑩ 0AMP 電源ボタン 

本機の電源を0 N または0 FF (スタン(イ状態）にず 
るとさ巧します。 

@ MULTI OPERATION ボタン （吟 P.90) 

マルチオペレーションを実行するときに巧します。 

©AMP ボタン 

I 」モコンをアンプ操作モードにします。 

⑩ TOP MENU/GUIDE ボタン （吟 P.86) 

I 」モコンび DVD / L □の操作モードのとさはトップメ 
ニュー画面を表示します。また、 I 」モコンび T V / 
SAT の操作モードのとさは BS デジタル放送のま組 
表を表术します。 

⑩ RETURN/EXIT ボタン 

本機のシステムセットアップや DVD のメニュー画面 
の操作などで1つ前の手順に戻した0、解除した0 
します。 

® INPUT ボタン 

入カソースを選択します。 USB 、 PHONO . i.LINK 
に接続した入カソースも選べます。 

® V0LUME(+/—) ボタン 

本機の音量を調節するとさ押します。 

® MIDN に HT ボタン （吟 P.73) 

ミッドナイトリスニング機能を日 N / OFF します。 

@ MULTI CH INPUT ボタン （吟 R76) 

MULTI CH IN 端テに接続した機器を再生するときに 
押します。 

變 MUTE ボタン 

音を一時的に消すとさに押します。もラー度押す 
と、ミュートは解除されます。 

©ACOUSTIC EQ ボタン （吟 R72) 

「視聴環境の周波数特性の補正」での設定を日 N/O FF 
します。 

@ REMOTE SETUP ボタン （吟 R82 〜 95) 

U モコンの各種設定に使用します。 


を部のを称 
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デジタル入力 
端モい P .24) 

端テに表おされた 
機器と違ラ機器を 
接続するとさは入 
力設定び必要でず。 

(与 P .57) 

USB デジタル 
入力端モ片 P .77) 

USB ケーブルで 
PC と接続します。 


PCM/ 

□OD に ITAL/ 


爆战 

參齡 


imm 參 ® 織善 #:!, 

Tmm mm ：： 0Qzmm. 

s 參參 胃參參口 

e :" 參傷)®)參酱齡©) ^沪 - 參駿。 

誤瑜參參參參參參。 


VIDEO StVIDEO I 


アナ□グ音声入出力 
端子 （■=> P .23) 


AV 機器入出力端モ 
(马 P .19 〜 22) 


MULTI CH INPUT 
端モ （畔 P .20, 21) 


接続つ一 F / クーブ J レにごし、て{コード/ケーブルはずべて別売0でず。 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジツトフオーマット 
の映像信号を伝送します。 



■ S ビデオケーブル 

映像信号の Y と C の2つの信号(色 
差信号)か5な0、コンポジットよ 
りを高品位な映像品質を楽しむの 
に適しています。 



■ D 端モケーブル 


映像色差信号とフォーマツト識別制 
御信号を、]つのコネクタで接続で 
さるケーブルです。コンポーネント 


映像ケーブル 
と同等の映像 
品質を楽しめ 
ます。 


D VIDEO 

- 0-1 


■コンポーネント映像ケーブル 

映像信号の丫、 Cb / Pb 、 Cr / Pr の3つ 
の信号(色差信号)からな0、 S ビデオ 
ケーブルよ0ち高品位な映像品質を楽 
しむのに適しています。（ビデオコー 
ド3本での接続も巧能です） 


ぶ 


■オーディオコード 

オーディオ機器の接続に使用します。 



グ 

























各部のち茄 


speakers! _ 

回 n FRONT L I CENTER I n SURROUND 


ご注意； lAC OUTLET 

テレビやモニターは 
接続しないで < ださい。 
—連動100 WL ソ下 


ご使巧前に取扱説明書を 

r 用途設定変更可能 1 

SURROUND BACK / 回 
R L 促 ngle ) 


© 


© 



スピーカー端子ド P . 2 7 ) 

フ□ン トスピーカーの目 i-Amp 接続用 （■^ P . SO ) 
別ェ U ア での ステレオ再生（畔 P .30) 


^ メモ 

本機リアパネルの S 端子には S 2 VIDE 日と書かれていま 
すび、 S 、 S 1、 S 2と書かれた機器すべてと接続び可能で 
す。また同様に本機の D 端テには D 4 VIDE 日と書かれて 
いますび、 D 1 、 D 2 、 D 3、 D 4 と書かれた機器すべてと接 
続げ可能です。 


m 

m 

m 


MONITOR OUT 
Y 


I 口 I 

圈 



COMPONENT VIDEO 入出力端モ （与 P .19, 21) 


AC OUTLET 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさは 


AC IN 

入力設定び必要です。（与 P .58) 

〇 

(- => P .32) 




0 


A 

ミ主意 


必ず一番最後に接 
続して < ださし、。 


lACIN 


■同軸ケーブル/光ファイバーケーブル 

デジタル機器の接続に使用します。 




’气 


同卽ケーブル 
(またはビデオコード） 



光フ アイ }(—ケーブル 


接続の隙は端テの向きを合わせてください。誤った向きで 
む0やり挿入すると、端テび変形し、ケーブルを抜いても 
シャッターび開5な<なることがあ0ます。 

長さは 3 m しソ下のものを使用してくださし、。 

プラグにホコ U び付着したとさは、柔5かい巧で拭いてか 
5接続してください。 


■AV コード 

オーディオコードとビデオコードの 


一体化したちの。 



■し LINK ケーブル 



ケーブルに表示されている今を下側にし、 
本体に表記されている▲と合わせてまつず 
ぐ挿入してください。斜めから無理に挿入 
すると端子び故障する恐れびあります。 


本機は最大転送速度び40日 Mbps の 
ため、 S 400対応で長さ3.日处下 
の4ピン i .LIN K ケーブルを使用して 
<ださい。 

※推奨ケーブル：オーディオテクニカ製 
冉 T-DVC44/] .0(長さ]. Om) 

冉 T-DVC44/] .己（長さ1.己 m) 

冉 T-DVC44/2.0( 長さ2.0 m) 

冉 T-DV 仁 44/3.0( 長さ3.0 m) 
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を部のを称 

























各機器の接続 


映像機器の接続について 


映像機器を本機と接続する場合は、 ソース 機器と モニター TV の接続 コー ドに必ず同じタイプの コー ド/ケーブルを ご 使 
巧 < ださい。 

例えば DVD プレーヤーと本機を S ビデオコードで接続した場を、モニター TV をコンポジットコードで接続しても映像 
は出力されません。 

本機の映像入力と映像出力の関係は政下の表のよラになります。詳細は下の接続例をご賣<ださい。 



コンポジット 

S 

コンポーネント 

D 

コンポジット 

〇 

X 

X 

X 

S 

X 

〇 

X 

X 

コンポーネント 

X 

X 

〇 

X 

D 

X 

X 

X 

〇 


IN 

OUT 

〇 

X 


ソース機器の接続コード/ケーブル 
モニター TV の接続 コー ド/ケーブル 
映儘び出力されます 
映儘び出力されません 


例1 ) ソース機器をコンポジットまたは S ビデオコードで接続する場合 

ソース機器一本機ーモニター TV と接続するコード/ケーブルは必ず同じ種類のコードで統一してください。 

例えば、 DVD プレーヤーを S ビデオコードで接続した場を、モニター TV をコンポジットコードで接続してち映像は出 
力されません。 



例 2) ソース機器の映像出力端子が機器によって異なる場合 

下記の組合わせで考えます。 


ソース 機器 A 

コンポーネントまたは 
D 端テヶープルで接続 
したい機器 




^ メモ 

録画機器用の映像出力端モ ( OUT ) の信号はモニター出力と同じです。 
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(AUDIO) 


CD-R 

r 淵 E 參 

續'邸 r 爆 

雜齡獲 

國 s 。 矿蠻濟 


國 


テレビやモニターは 
««しなし1でぐだごし、， 



%^ゾモ 

コンポーネント端テや D 端テで接続 
するとさは、日 VD プレーヤー側で 
コンポーネントビデオの出力設定び 
必要な場含びあ 0 ます。 


各機器の接続 


TV (モニター)の接続 


「峡像機器の接続について」（与 P .18) をご覧になり、どのち法で接続するかを選巧してください。 

各接続コード/ヶーブルや画質については階続コード/ヶーブルについて」（马 P .16,17) をご覧ください。 
本機のメニュー画面 (OSD 画面)は、下記の接続のときに表示できます。 


-1 — 障盟 I Ss 

I I，〜 r に D* 

I HONTTOn OUT ： 

I GO I ザ. 

IN iioNiTonoun 


證肥 i S 馨雜 

獲 酷 广樓雜 


參爆を雜獄 il ； 

:的山爆爆 I 爆爆?‘。象© 

因 旧 i 团 因 VIDEO S2-VIDE0 | 





續瀑 ™ 狼嫁 1^ 勇も!變 

I !もが 

三** m 尽 


成メモ 

TV (モニター)の 1 つの入力に S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数接続すると映像が乱れ 
たりミちく写る ことび あります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧くださし、。 


お 

続 


DVD プレーヤーのち続 


「映像機器の接続について」（马 P .18) をご賣になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続]-ド/ケーブルや画質については愼続]-ド/ケーブルについて」（畔 P .16,17) をご賣ください。 

コンポーネント端子や□端子で接続するとさに、端テ脇の表記とは異なる端テを使用する場合は、「コンポーネントビデ 
才入力の設定」び必要です（畔 P .58) 。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は「デジタル入力の設定」び必要 
です（畔 P .57)。 




PCM 専用端テ 
は使用しないで 
ください。 


屬 

I VIDEO S-VIDEO I 


OUTPUT ‘ 



1 


DVD プレーヤー 


-i 


P 


MONTI 

參 む〜 

參 C’ 〜 

Of) OUT 

D4 VIDEO 

i 

續'。;化 

扣 。。 

り"田 

D4 VIDEO 

i 

醒’ 


园 面 8 
肉 Y ^ ^ 

0^0 

因患 因 

目， 。參藝灌 
暦™,爆瀑濟參濟爆變象 

■ コこ ：：：： i L :: - 二 - こ： ク 
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各機器の接続 


已 .1 チャンネル 
アナ□グ出力端子付き 
DVD/SACD 


CENTER IWOOFER 







FRONT 

OUTPUT 


I 苗 


一 




□□ RF 出力 
(AC-3> 
(LDffl) _ 


翁 c " 


PCM 専用端テ 
は使用しないで 
ください。 



^ メモ 

. RF 端テの接続は同軸ケーブルで行います。 

. RF 端子に接続した機器を再生するときは、 S に NAL SELECT ボタンで入力信号を □□ RF に切り換えてく 
ださい RF は [ XIRF 端テび割り当て5れている入カフアンクシヨンを選んでいるときのみ選択することび 
でをます）。 


DVD 才ーデイオ/ SACD プレーヤーの接続 


DVD / SACD プレーヤーに已 . Ich アナ□グ出力端テげある場合は、本機の MULTI CH INPUT 端テと接続して DVD 
オーディオ/ SACD 再生を行うことびでをます。 DVD オーディオまたは SACD を再生するには入カモードの切り換え 
び必要です。詳しくは 「 DVD オーディオ/ SACD (マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .76) をご覧ください。 


DVD/LD コンパチブルプレーヤーまたは LD プレーヤーの接続 


DVD / LD プレーヤーまたは LD プレーヤーに □□ RF 出力端子びある場をは、 □□ RF 端テも接続します。これは、ドル 
ビーデジタル LD ソフトの再生に必要です。また、 LD のアナ□グオーディオ信号はデジタル出力されませんのでアナ 
n グオーディオ接続も行ってください。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとをに、下図と異なる場をは r デジタル入力の設定」び必要 
です（畔 P .57)。 


^ メモ 

DVD / SACD プレーヤー側の設定で、已 . Ich アナ□グ出力を日 N に設定しないと音が出ません。詳しくは DVD / 
SACD プレーヤーの取扱説明書をご覧 < ださい。 


- 


!麗 


嚷獲参翁廢爆衝爆嚷 

雜瀑藥獲感藥參 
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I 滲續藥へ' 

圓感爆.*1 
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各機器の接続 


BS / CS チユーナーのち続 




fS 1 ホザ 

ちち サラウンドセンター 1/3 IV * 


4チャンネル出力 


― 鑛微 M m.m-m 
嚇輔^ご磯龜 。 ®rr 


A イビジョンテレビ 
( MUSE デコーダー） 


義メモ 

サラウンドの接続（《•）は1 P 一 2 P の分岐コード(モノラルーステレオ）をお使いください。 

(八イビジョンテレビ ( MUSE デコーダー)側にサラウンドち/左の出力げある場含は、通常のステレオオーデ 
オコードをお使いください。） 


本機 U アパネルの MULTI CH IN 端テに、オーディオコード(別売)で接続します。 

この端テに接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切0換えび必要です。詳しくは 「 DV □オーディオ / SACD 
(マルチチャンネル入力)の再生」（马 P .76) をご覧ください。 



衛星チューナー 


「映像機器の接続について」（畔 P .18) をご覧にな0、どの方法で接続するかを選おしてくださし、。 

各接続コード/ケーブルや画質については愼続コード/ケーブルについて」（畔 P .16,17) をご覧ください。 

コンポーネント端子や□端テで接続するときに、端子脇の表記とは異なる端テを使用する場合は、「コンポーネントビ 
デオ入力の設定」び必要です（畔 P .58) 。 

同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するとをに、下図と異なる場合は r デジタル入力の設定」び必要 
です（畔 P .57)。 


i 团 ii 团 ill 团 || 囚 

#©©© 0 © 








































各機器の接続 


ビデオデツキや DVD レコーダーのち続 


r 映像機器の接続について」（畔 P .18) をご覧になり、どの方まで接続するかを選択してください。 

各接続]-ド/ヶーブルや画質については r 接続]-ド/ヶーブルについて」（畔 p .16,17) をご賣ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するとをに、端テ脇の表記とは異なる端子を使巧する場合は、「コンポーネントビデ 
才入力の設定」び必要です（畔 P .58)。 

録画をすることを前提とする場含は、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S 2 のどち5かに統一して接 
続する必要びあ0ます。また音声信号についてちアナ n グ接続する必要びあ0ます。 


感メモ 

接続図の中のビデオデッキ 
に）は、ビデオデッキ （1) と 
同様に接続して < ださい。 


ビデオデッキが) 
(または DVR ) 


ビデオデッキ (2) 


■ - . - CONT 

(AUDIO)' 

圓，。@ 

8400 の9/争'. 


励励!励励 

I I ~ I (CD-BTAPEl) 町 Mn ' OUT! OUTl 

-WtOUii — 


' I 爆獲 


#1 mm 

瀑偕， 



A 


OUTPUT 

INPUT ' 

矿。 

爆。 

イ S5、S-VIDEO 

© 

。獲 

™© 


馨)が 'ij 馨)簿磯磯…齡 

# S ® 馨 ) 1參寒)。…雜’鐵 


雜 畳を.^， 參續 

國簿 


Cup 、 お I 


若 


旧的' 




-COHPONEHT VIDEO—■ 


翁"',‘。。 
滲。, 。. 

N : 

4 VIDEO 

巧 

麵 

ss 巧 巧 


剛 

m 8 

戀戀 


1 


S 戀戀 

0 

^iQrjw ^lOgy. 

戀戀 

戀戀 


ごま,； I AC OUTLET] 
テレビやモニターは 
IW* しな u でください： 

似下 


1—ain 100WW 


柏を ESgg 巧 a 
SURROUND BACK 

L 间 n、gle) 


丽 
: K IB 


A 


■前面 （「 VIDEO 」 人力）の接続 
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各機器の接続 




DIGITAL _ ‘ IN 1; 

: I 结器 s 品し岡网圆圆 

(CO-R.TAPEI) (TV«AT) i 0UT2 OUTI 







レコードプレーヤーに 
アース端テが付いてい 
る場合は、必ずふ端子 
に接続してください。 


マルチチャンネルアナ□グ出力端子(日.1 ch または 7. 1 ch ) を持つが部デコーダーとの接続には、本機の MULTI CH 
INPUT 端テを使用します。この端子に接続した機器の音声を再生するには、入カモードの切り換えび必要です。詳し 
くは 「 DVD オーデイオ/ SACD (マルチチャンネル入力）の再生」（畔 P .76) をご賣ください。 


已 .1(7.1 )ch 
アナ□グ出力端子付き 
外部デ コーター 



WOOFER CENTER 


SURROUND FRONT 1 
OUTPUT OUTPUT 


田 eiTAL n 

: | 至離 l ia 品レ网同圆圆 

(AUDIO) I I — * (C0-ATAPE1I (TV'SAT) Ol/TS Ol/Tl 

I ‘ こ® ® 

阔< : Je 遍參 _ — 參©'"線觀 
-直參參:變歡;:參 © " t 感觀 


サラウンドバック ch がモノラル 
の出力 (6.1 ch 出力)の場合は、 
SURROUND BACK L ( Single ) 
端子に接続してください。 


國擺 , D :； f 參參參齡 


デジタル出力のある CD プレーヤーや MD レコーダーでは、さ5に r デジタル機器の接続」（畔 P .24) ちでさます。 


A fl FROM 

弟 '. >♦■■：■,>> " 

T-L 

•夕 

• i' 

CENTER 

> い 

R SUflR 

:叫 

OUNO L 

0 

- ^ 

e 戀: 

、 

參 

變# 

0 


ふ端テはアナ□グプレーヤー等を接続した 
場合の雑音の低減を図るためのものです。 


カセットデッキを設置する場所によっては、再生し 
たとをに雑音などび発生する場合びあります。これ 
はアンプのトランスによる U — ケージフラックス 
(漏れ磁束)の影響によるものです。このようなとき 
には、設置する場所を変えるか、アンプか5離して 
設置してください。 


立 

ま意 


工場出荷時の設定のままで PH 日 N 日/ LINE 端^ 
テにレコードプレーヤーじ(かを接続しないでく 
ださい。大音量を出力し、スピーカー等を破壊 
する恐れげあります。 PH 日 N 日/ LINEiS テにレ 
コードプレーヤー政外の機器またはイコライヴ 
内蔵レコードプレーヤーを接続する際は、 
「 PH 日 N 日 / LINE Setup 」 （呼 P .62) で PH 日 NO / 
LINE 端テを LINE に設定してください。 


アナ□グ音声機器のち続 


外部 デコーダーの アナ□グ接続 


苦，觀 * 

* 

-i llr 

參な c . 

# • 


















寒)獲を確)◎沪みが•み。"画 

面 E VIDEO S 2- VIDE 0 




(^R21)^ _ A _ 


A 


目タイプ 



DVD プレーヤー 


A タイプ I 


US 目ケースレ 


日 

□ 

' \ 


a 



PC 

(吟 P.77) 


(吟 M9) 


感メモ 

どのデジタル入力端子をどの機器に使用するかは自由に変更する 
ことびでをます。ただし、工場出荷時の設定(ち図）と異なる接続 
を行う場合はに间 tal-ln Select (デジタル入力の設定)」（畔 P .57) 
にて設定の変更を行ってください。 

. Digital - 田〜区]には [ TUNE 刊、 [ PHONO / LINE ]. [ VIDEO ]、 
[ USB ] を選ぶことびでをません。 

. naRFIN には [ TUNER ]、 [ PHONO / UNE ]、[ VIDEO ]、[ CD ]、 
[ CD - R ]. [ MD ]、[ US 目]を選ぶことびできません。 


デジタル入力端テ 


1 —、 ~ 
(AUDIO) 

画’ 

D 

- CONTROL - 

0® 

巧》 角） 

圆圆 

田一臣 （CWtITAPEI) (TVISAT) 

lilWtmjROUT; 

同 < 


HOMTOROUTI 

1凹 

imm 

##,：,#© 

moieiTAL/ 

£mm 

mm - m -© 


rmm 

續獲,:，，獲‘© 


'£mm 


齡 
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各機器の接続 


デジタル音声機器の接続 


ドルビ'—デジタルや DTS ソフトを再生ずるには、デジタル接続が必要でず。接続は同卽ケーブルまたは光ファイバーケー 
プルで行いまず （1 つの機器に巧してどち!5か一方のみで接続しまず)。 

藏メモ 

PCM / EX 1 D に ITAL / DTS / MPEG 日 UT 端子はデジタル入力された信号を出力しますので、デジタル録音をするに 
は光デジタル入力を持つデジタル録音機器と接続してくださし、。 




し LINK 対応機器 
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各機器の接続 


i 丄 INK 巧応機おのち続 

LLINK について 


LLINK とは、デジタル音青などのデータ転送や接続した機器に巧して操作などち行えるシ U アル転送ち式のデジタル 
インターフェース IEEE 1 394の呼称で、 IEEE 1394 は、米国電子電気技術協尝 ( IEEE ) によって標準化された国際標 
準規格です。 

本機は LLINK AUDI 日 ( A & M プ n トコル）に対応しているので、本機と i 丄 INK 対応機器とを i . LINK ケーブルで接続する 
と、 DVD オーディオや SACD などのマルチチヤンネル音青ち)、]本のケーブルだけでデジタルでやり取りすることび 
でをます。また複数の LLINK 対応機器をつないだとさは、他の機器をかしてつないでも、操作やデータのやりとりび 
でをます。このため接続順序は、あまり気にする必要ありません。 

また本機で i 丄 INK 接続した SACD や CD の再生を行なうとき、接続した再生機器び P 日 LS * または同様のレートコント 
□ール機能に対応していれば、デジタル音声部分はジッターレスにて伝送することびできます。 

* PQLS (レートコント□-ル） 

PQLSCPrecision Quartz L 日 ck System ) とは、本機の高精度な水晶発振器を使用することで、ジッターのな 
い状態にてデジタル/アナ n グ変換を巧ラことびできる i 丄 INK インターフェース上のデジタルオーディオの伝送 
技術です。この技術を動作させるには、本機と PQLS または同様のレートコント□ール機能に対応したプレー 
ヤーとび、 LLINK 接続されている必要びあります。 

著作権保護システム _ 

LLINK 接続を通して DVD オーディオ、 SACD 、 DVD (コピー自由なディスクは除く）の音声を再生するには、プレー 
ヤーとアンプの双方が DTCP ( D 间 tal Transmission Content Protection ) とよばれる菅作権保護システムに対応し 
ている必要びあります。 DTCP はデータの暗号化と相手機器の認証か5なるコピープ n テクシヨン技術です。本機は 
DTCP に対応しています。お手持ちのプレーヤーについてはプレーヤーの取扱説明書をご覧くださし、。 


i 丄 INK 対応機器の接続 


接続には、 S 4 日0対応の4ピン i 丄 INK ケーブルを使用してください（畔 P .17)。 

i.LINK AUDI 日インターフェースでは、映像信号は伝送されないため、ビデオ機器と接続する場含は映像信号の接続 
も必要になります。「映像機器の接続について」（马 P .18) をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 
またコンポーネント端テや□端テで接続したときには、「コンポーネントビデオ入力の設定」び必要です（畔 P .58)。 （す 
でにその機器の映像信号び本機と接続されている場含は兼用することがでをます。） 

接続後、 aUNK 入力の設定」（畔 P .59) を行ってください。その際、機器か5の映像信号を接続した端子と同じ入力 
フアンクシヨンに i.LINK 対応機 


器を割り当てて < ださし、。 

必要に応じて再生機器側の出力 


1 : 

DIGITAL H 
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'' i~'i ( C 0* TAPE 1| (TVJSAfl 0 UT 2 OUT ! 

設定を行なってください。詳し 
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を参照してくださし、。 



i . LINK 対応機器 


細 '##1 ， 
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この機器の i . LINK インターフエースは、攻下の規格に基づいて設計されています。 

1 ) IEEE Std 1 394 a -2 日日 0. Standard for a High Performance Serial Bus 

2) Audio and Music Data Transmission Protocol 2.0 

この規格の AM 824 sequence adaptation layers の中の、 lEC 目日日已 8 bitstream 、 DVD - Audio、SACD 
に対応しています。 

V _ J 
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各機器の接続 


i 丄 INK ネツトワーク 


下図のようにして複数の i.LINK 機器を接続することびできます。 


デイジー.チェーン型(数珠つなざ)で接続の場含は、最大17台まで接続できます。 



し LINK 端子が3個似上ある機器の場含、途中か!5分岐してツリー型に接続すること 
ちできまず。ツリー型で接続の場ちは、最大63台まで接続できます。 



接続が輪(ループ)にな!5ないよラに接続ずる。 

デジタル信号は、接続したすべての LLINK ケーブルに流れます。信号を出力した機器に同じ信号び戻5ないよラ、輪 
にならないよラにつないでください。接続び輪(環状）になることを「ループ」と呼びます。 



游メモ 

.LLINK の伝送 フォー マットには、本機のような HUNK AUDI 日 （A&M プ□トコル)」、巨 S デジタルのような 
「MPEG-2TS」、DVD レコーターやデジタルビデオのような 「DV」 といった種類びあります。 i.LINKAUDI 日!处 
がの機器やパソコン周辺機器を本機と接続したとさには、正常にデータ転送びできません。また、誤動作する 
場合をあります。 

.LLINK 対応機器の再生中は、他の機器の i.LINK ケーブルをかしたり、新しい機器を接続したり、電源のオン/才 
フは行わないでください。 

.LLINK 対応機器の中には、電源びスタンバイ状態やオフになっていると、データを中継できない機器びありま 
す。接続する LLINK 対応機器の取扱説明書ちご賣ください。本機はスタンバイ状態のとを、 LLINK のデータを 
中継でさません。 

.LLINK 対応機器には、その機器げ対応している最大データ転送速度び i 丄 INK 端テの周辺に表記されています。 
i.LINK の最大データ転送速固ま、約1日日/2日0/4日 0Mbps* び定義されており、2日日 Mbps のものは S2 日日、 
4日 0Mbps のものは S4 日日と表記されます。本機の LLINK 最大データ転送速度は、400 Mbps です。 S10 日や 
S2 日0の機器をつないだ場含や、機器の仕様により、実際の転送速度び40日 Mbps より遅くなる場合びありま 
す。できるだけ、最大データ転送速度び同じ機器どラしを並べて接続してください。 

* Mbps (メガビーピーエス）とは、 「Me 畳 a bits per second」 の略で、 ] 秒間に通信できるデータの容量を 
示しています。4日 0Mbps では、1秒間に40日メガビットのデータを転送します。 

• LLINK 機能は、すべてのし LINK 対応機器間での接続動作を保証するわのではありません。 i 丄 INK 対応機器間で 
データやコント n —ル信号びや0とりできるかどラかは、それぞれの機器の機能によって異なります。 
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各機器の接続 


獲)靈 お!# 






UTF のように各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウーファーを 
接続することをおすすめします。 


フ□ント 
スピーカー 左 (L) 



スピーカー ((：：)[[◎ ◎ 


フ □ント ◎ 

スピーカーち ( R ) クろ^ 


サラウンド 
スピーカーを (LS) 


サラウンド 
スピーカー ち (RS) 



音声入力へ 


(センタースピー 
力一として使用 
する場合） 


サラウンドバック 
スピーカー 左 (SBL) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


アンプ巧蔵 
サブウーフ ア¬ 





サラウンドバックび 
] 本のときは L 端子に 
つないで < ださい。 


サブウーフアーには別の接続方法をあります。詳しくは 
サブウーファーの取扱説明書をご覧<ださい。 

( THX サブウーファーをご使用の方は THX 入力端子ま 
たは THX フイルタポジションをご使巧ください） 


^ メモ 

また、政下のようなときはサラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ巨として使用することもできます。 

. 方インの U スニングルームがの場所(キッチンなど)でも聴きたいとき。（この場含はステレオ再生になります） 
. フ□ントスピーカーを目 i - Amp で使いたいとを。 

サラウンドバックスピーカーをスピーカー端テ巨として使用するときは「スピーカーの応用接続」（畔 P.30) をご覧く 
ださい。 


去 

ま意 


公称インピーダンスが目£2〜1白^のスピーカーをご使用ください。 

本機ではスピーカーインピーダンスを変更することげできます。エ場出荷時は8〇〜16^2ですび、お手 
持ちのスピーカーび目 Q 政上 8 Q 未満の場をは設定を変更してください。変更のしかたは、「スピーカーイ 
ンピーダンスの切0換え」（次ページ)をご賣ください。 

スピーカーと本機の©および©端子どラしを正し < 接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テからはみ出していなし、こ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることげあります。 



スピーカーの接続 


續獲獲@獲。 



參渗參國 ' 














各機器の接続 


スピーカーインピーダンスの切り換え 


スピーカーインピーダンスの設定は、6 0政上8 0未満の設定と8 Q 〜1目 n の設定の2通りあります。お手持ちのスピー 
カーび目 nULLSn 未満の場合はし处下の手順で設定を変更してくださし、（工場出荷時は〜1目础こ設定されています。） 


1,2 



2 


1本機をスタンバイげ態にずる。 

スタンバイインジケーターび点灯します。 


2 


© 



(I) STANDBY/ON 


SPEAKERS ボタンを巧しなび6 
STANDB 丫ボタンを巧ず。 

スピーカーインピーダンスが変更さ 
れます。 

再度、設定を変更したいときは手順1 
か5や0直してくださし、。 



スピーカーインピーダンスび 8 Q 〜1目 n の場合 


スピーカーインピーダンスび目如ツ上 sn 未満の場合 


スピーカーの 配置に ついて 


スピーカーの配置はマルチチャンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

一般家庭における各スピーカーの配置の例は UTF の通りです。 L 处下の図を参考にしなび5 U スニングルームにをわせ 
たスピーカーの配置をお試しください。 


成メモ 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動が伝わ0音質び変わってしまったりします。また、柔5かすざる 
棚の上などを音質に影響びあ0ますので、専用スタンドやコンク U —トブ□ックなどの使用をおすすめします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか S の角度 



センター ( C ) を使用する場合は広め 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをおすすめし 
ます。（上図の範囲） 


奥行を 



センター ( C ) はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ□ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよりち前方だ 
と音場感を損ねます。 


スピーカーの向を 



中抜け感を防ぐためにをか内振り 
に。ただし、あま0内振0にしすざ 
ると拡がり感などを損ねます。 
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サラウンド & サラウンドパック 


各機器の巧続 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンドスピーカー ( LS / RS ) は 
ちの位置よ0上方目 0 cm 〜1 m でや 
や下振りにします。 DVD オーディ 
才用の配置と両立したいとさは媛 
方寄りに配置します。 SL と SR び真 
正面で向さ含わないよラに多少左 
ちに振った0してみてください。 


サブウーファー 


サラウンドバックスピーカー ( SB / SBL / S 巨 R ) も耳の位置より上方目 0 cm 〜 

1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場合は SBL と S 巨 R を隣接 
させ U スニングポジションか5等距離に設置簡定)すると THX モード 
(畔 P.65, 66) の効果が最大限発揮されます。 


接 


特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し合いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振によ0低音び極端に増強される場合がありますのでごま意ください。 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パヮード 
わ、ノタ— サブウーファー 

スピーカーに） 


フ□ント 
スピーカーち (R) 



フ□ントスピーカーはテレビか5等距離になるよラにし 
ます。センタースピーカーはモニター TV 画面に近い方び 
セ U フなどび自然に聞こえます。ただし、テレビび色ず 
れ等を起こすのを防止するた奴、防磁型のスピーカーを 
使用してください。防磁型でない場合は、テレビか5離 
して設置してください。 


スピーカー左 (L) 


サラウンド 
スピーカーち (RS) 


サラウンドバック 
スピーカーち (SBR) 


A 

ま意 


センタースピーカーをテレビの上側 
に置くとさは、適切な方まで固定して 
ください。固定しないと地震などの外 
部の振動によ0、スピーカーび落下し 
てケガをした0、スピーカーを破損す 
る原因となります。 


サラウンド 
スピーカーち (LS) 


サラウンドパック 
スピーカー左 (S 己 L) 
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各機器の接続 


スピーカーの応用ち続 


リアパネルの SURROUND 目 ACKiS テは、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカー 
の高音賢化や、 別エリアでのステレオ再生に使巧できます。 


フ□ントスピーカーの Bi - Amp 接続 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 巧生が可能です。ただし、 
スピーカーシステムは最大已 . Ich までとなります。 


ご < 
お ! 

rSPEAKERSl [ 

史用前に巧のお巧 S を 
贾みぐださ U 。 

用巧設を S ち巧巧 1 
IRROUNDBACK/ 旧 1 

R 峭 ngle) 

藝感® 

1 

幽 e 

み @ 

9 變 

FRONT L 

S 感 1 

CENTER 

(數 

倘 

D SURROUND 

® 獲! 1 

@樓 1 



f 


-サラウンドバックシステムの設定 （畔 P .35) 

「Front Bi - Amp 」 を選択してください。 

サラウンドバックかは自動脚こ「無し」に固定さ 


バイワイヤリング対応 
フ□ン トス ピーカー 
裏面 （ L ) 


觀 


® ___ # L 。 


スピーカー端子囚の 
フ□ントとスピー 
力一端子回か5は同 
じ音び出力されます 
ので、 Hi / Lo は A / 巨の 
どち5とでち接続で 
さます。 


れ、最大己. Ich のシステムになります。 


-スピーカーシステム A / B の切り換え （吟 P .71) 
A + 巨 （ SP ^ A 巨）な;通常再生が^貢！となります。 

このシステムではサラウンドバック ch 用の回路 
をスピーカー端テ回に使巧しますので、サラウ 
ンドバック ch のプ U アウト端子は端テ回と同じ 
出力になります。 


^ メモ 

ネットワークび着脱できるスピーカーの場 
含、ネットワークびかれたままだと効果び 
得5れませんのでごを意ください。 


フ□ントスピーカーの目 i - Amp 接続をするとさはア 
ンプへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されて 
いる Hi 丄〇のシヨート金具は必ずはずしてくださし、。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書わご覧ください。 


团 -wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「Normal System 」 または 「Second 
Zone 」 でシステムを組む場合は、目 i - 
Amp ではなく Bi - wi 「 e 接続にします。 

スピーカー端モ回に、バイワイヤ U 
ング対応スピーカーの Hi と L 日の2本 ] 本はバナナプラグを 

を並列に接続してください。 巧いると便利です 

V _ 




Second Zone (別エリアでのステレオ再生)接続 


寝室やキッチンなど、^インの U スニングルームとは別の場所のステレオ再生が巧能です。 

-サラウンドバックシステムの設定（畔 P .35) 



|"Seconcj Zone 」 を選択してくださし、。 


-スピーカーシステム A / B の切り換え （畔 P .71) 

巨または A + 巨を選択してください。 
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各機器の接続 


他のパワーアンプの接続 


他のアンプをパワーアンプとして本機と組み合わせることびできます。各プリアウト端テか5出力される音はスピー 
力ーシステムによって変わります。 詳しくは「スピーカーシステム A / 巨の切り換え」（畔 P .71) をご賣ください。 



^ メモ 

この接続を巧った場合、個々のアンプの能力やボリューム位置などにより音場補正を正確に行ラことげできない 
場をびあ0ます。 


コントロール入力/出カコードのち続 


コント□ール入力/出力端子の付いた複数のパイオニア製品を、本機の U モコン受光部を使って集中コント n —ルする 
ことびでさます。リモコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受け5れないところに設置した機器わリモコン 
操作び巧能となります。 



藏メモ 

. 本機の CONTROL IN 端テにコン|- 
n —ルコードを接続すると、リモ 
コンを本機に向けて直接操作する 
ことはでさません （ U モコン信号受 
光部び機能しな< なります)。 

• 接続には市販のモノラル S ニプラ 
グ付きコード(抵抗なし）をお使い 
<ださい。 

. コント n —ル端子の接続をする場 
合は、必ず音声ケーブルまたは映 
儘ケーブルの接続ちして<ださ 
し、。光デジタル接続だけでは、シ 
ステムコント n —ルは正しく動作 
しません。 


本機のリモコン 
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各機器の接続 


電源コードのち続 


すべての接続び終了した5、電源〕ードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続しまず。 


電源コードのつなぎかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをおすすめします。下図のよラに 
電源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広いち（アース側）にをわせて差し込んで < ださい。 




本機の電源コードは着脱式になっていまずが、付属しているコード(電流容量1已 A 、 
インソケットち式) 1 U がの電源コードはご使用にな目ないでくだをい。 

本機の AC INLET のアース端テは本機のシヤーシに接続されていません。 


機器側 3 P プラグ 


^ メモ 

. 旅行などで長期間本機を使巧しない場合は、必ず電源コンセントか5電源コードを抜いておいてください。た 
だし、]ヶ月程度電源コンセントか5電源コードを巧いた状態またはま電源を日 FF にしておくと本機で設定し 
た各種設定び IJ セツトされますのでごを意ください。 



6 101圖圆圆圆 I 戀 I 轉 1^^ 


モ備コンセント (AC OUTLET ) の接続 

[連動100 WWT ] 

本 磯の電源スイッチの 日 N/STAN 目丫(日 FF ) の切換に連動して、接続した機器の電源を 日 N / 日 FF できます。 
接続した機器の消費電力び1 日 0 W を超えないようにしてください。 



消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよ' 
ラな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、 I -ースター、ド 
ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れびあります。 

テレビは接続しないでください。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値よ0かな< 
てち、電源を入れたときに大をな電流び流れる場をびあり 
ます。 



連動100 WLU 下 
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サラウンドの設定 


サラウンドの設定にごいて 


本機の方ニュー画面の項目 「Surround Setup 」 を操作して視聴環境にをったサラウンド設定を巧います。 


音場補正の設定頂目の詳細と効ま 


し^下4つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンドの設定とは、この音場補正を行ラことをいいます。本機の 
オートセツトアップ機能を使ラと、これら4つの設定(音場補正)を自動で行ラことびでさます。 

スピーカー システムの設定 


これはソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく巧われないと、ヴウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音声び再生されなかった0、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び 
発生する場をびあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力の大ル、ク□スオーバー周波数などを設定し、 
上記の問題を回避します。 

スピーカー出カレベルの設定 


U スニングポジションでの各チャンネルの音量レベルを一定に合わせる設定です。「スピーカーまでの距離設定」と同 
様に、音の定位感や移動感を正確に再現することが目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランスの 
悪い音」になってしまいます。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。プ@ 
□のスタジオ•エンジニアは、 S キシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を巧い、バランスの微調整を施しま jgg 
す。本機では、 MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整びだれでも簡単に出来るよラになりました。 

スピーカーまでの距謎の設定 

実隙には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出•補正しています。マルチチャンネル再生でを 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定巧のマイクを使用して実測した場合は 、^ 
電気的な遅延現象(特にサブウーファーに多く見受け5れる）をも測定します。よって、^ジャー等を使った物理的な^ 
距離測定とは違ラ値び設定される場合わあ0ます。 

お政擇境の周液数特性の補正 (Acoustic Cal EQ ) 


「視聴環境の周波数特性の補正」とは、 U スニングポイントでの視聴環境 I -ータルの周波数特性化 TF 、 F 特)の補正を 
意味します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 U スニングポイントでは音色び違って聞こえま 
す。これは、設置場所-設置方法•壁面•内装、など様々な影響により実際の F 特び違ってしまラためです。 

本機の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、各チャンネ 
ルの音のつなび0び飛躍的に向上させ、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館な 
どにおいてはこの補正は絶対に欠かせないちのです。これびホームシアターとの大さな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最ち有効であるエンべ□ープ補正で式を採用し、この差を埋めることを巧 
能としました。 

全チャンネルをフラット特性にする 「ALL CH AD 」 UST 」 と、フ □ ントスピーカーの特性に合わせ込む 「FRONT 
AUGN 」 の3種類の補正カーブを用意しました。 

ALL CH ADJUST とは： すべてのチャンネルにおいて調整を行ラことびでをます。部屋の特性を含めて、サブウー 
ファーを除いたすべてのチャンネルの周波数特性をフラッ 卜に浦正します。 

FRONT ALIGN とは： フ□ント左/ち （ L / R )!； ■(外のチャンネルにおいて調整を行うことびできます。フ□ント左/ち 
( L / R ) とサブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性を、フ□ント ch の特性に含ねせます。 


感メモ 

一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使巧するたびに設定し直す必要はありません。ただ 
し、スピーカーシステムの構成や配置を変更したり、新しくスピーカーを追加したとさには、設定し直す必要び 
あります。また、設定内容は1ヶ月程度、ま電源を日 FF またはコンセントを抜いた状態にしておくとク U アされ 
ますのでごま意ください。 
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サラウンドの設定 

■操作を行う前には必ず本機の主電源ボタンを 0N(—) にしてくださし、。 


設定頂目の選択 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここか5各設定の操作にすすめます。 



メニュー操作は、リモコンの▲▼ボタンで項目を選び、 
ENTER ボタンで決定しまず。 


1 AMP 本機の電源を入れ、テレビの電源も入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるようにして 
おきます。 

2 [[ amT )] リモコンをアンプ操作モードにずる。 


3 SYSTEM SETUP 

_〜 


システムセットアップにずる。 

テレビ画面にセツトアップ^ニューび表示されま 
す。 



4 [1 .Surround Setup ] を選んで ENTER ボタ 

1養)ンでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 
「 Exit 」 を選んで、決定するとシステムセットアッ 
プを終了します。 

[SurrBack System] (畔 R 35) : 

サラウンドバックチヤンネルをノーマルサラウ 
ンド(目.1 ch または 7. 1 ch サラウンド)用で使用す 
るか、それ政がの用違で使用するかを設定しま 
す。 

[Auto Se 刊 in 良](畔 R 36) : 

自動で音場補正を巧います。 

[Normal] ('=>R 40) : 

サラウンド設定の基本となる3つの設定を手動で 
自由に設定することびできます。 

[Expert] ('=>P .45) : 

音場補正の設定をよ0さめ細かく設定すること 
びでさます。 


5 3已~44ぺージに記載されているサラウンドの設定のさ 

項目の手順に従って設定を巧う。 

この場合、各項目の手順2へお進みくださし、。 

藏メモ 

. システムセットアップのずべての項目は1つの項目を 
終了ずると、自動的に巧の項目び還択されます。 

. RETURN ボタンを巧すと1つ前の手順に戻ることび 
でをます。 
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サラウンドの設定 


SurrBack System (サラウンドバックシステムの設定) 


ここではサラウンドバックチヤンネルをどのように使巧するかを設定します。設定は 「Normal System 」 と 「Second 
Zone 」、[ Front 目 i - Amp 」 の 3 つの中か 5 選択します。サラウンドバックチヤンネルをノーマルサラウンドシステム 
(目. Ich または 7.1 ch サラウンド）として使用したいときは 「Normal System 」 を選択し、スピーカーシステム目として 
インのリスニングルーム外の場所で使用したいときは 「Second Zone 」 を選択します。また、フ□ントスピーカー 
をバイアンプとして使用したいときは 「Front Bi - Amp 」 を選択します（「スピーカーシステム A / 巨の切り換え」畔 P .71)。 
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SurrBack System 

[] 

[Second Zone ] 

[Front Bi-Amp ] 

»- [ Exit ] 


ここか 6 読む場合は、 U モコンのボタンを下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 


① 


AMP 


② sy™p 

、MENUJ 


1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の方ニュー画面になります。 

2 [SurrBack System ] を選んで決定ずる。 

「Normal System 」 と 「Second Zone」、[Front Bi - Amp 」 の 
選択画面び表示されます。詳しい説明は上記をご賣くださ 
い。 

3 [Normal System ] と [Second Zone]、[Front Bi - 茜 

Amp ] のいずれかを選んで決定ずる。 巧 

設定されたシステムび反転したまま [ Ex け]び自動で選択されま 
す。 


4 [ Exit ] を決定ずる。 

サラウンドバックシステムの設定を終了します。 
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サラウンドの設定 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、付属のオートセットアップ巧マイクを 
使い自動で高精度に測定、設定することびでさます。「ホームシ 
アター入門ガイド」 Step 2 のサラウンドの自動設定（畔 P ぶ）と同 
様の設定ですび、ここではよ0詳しく説明します。 

測定中はスピーカーか5テスト I -ーンげ出力され、その音を付属 
のオートセットアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目 
と全体の流れはち記の通0です。 


巧]期測定(測定設備のチ エック) 

①暗騒音馆 E 屋の騒音）の測定 
③マイク感度の診断 
感香 ch のスピーカー有0無し判定 


^ メモ 

付属のオートセットアップ用マイクを TV モニターの近 
<に置いてオートセットアツプを巧わないでください。 


本機の SETUP M にジャックに付属の 

オート セツ トアップ用マイクのコードを差し込みます, 


r 化,な SKML Mil ,。 / ん CKtnL —mmCHlM — 

I srru* I sajcr Mwua uocc ichokt lcumm /£kt — micT umaa 

Olo ol 0000 OfO O O 0-00 o 
爆 ■5"o'*5"^oo4 图 © ® ^ 


パヮード 

センタ— ヴブウー つ了- 

スピーカー ( C ) 


フ□ント 
スピーカーち ( R ) 



フ□ント 
スピーカーを ( L ) 



，1 - 

參 



サラウンド 
スピーカーを ( LS ) 



U スニングポジション 
(耳の位置)に設置します。 


> サラウンド 
スピーカーち ( RS ) 


サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 



オートセットアップ巧 
マイクスタンド 

オートセツトアップ巧 
マイク 


サラウンドパック 
スピーカーを ( SBL ) 


設置するとさは必ず付属のマイクスタンド 
を使い、水平な台の上にのせてください。 


スピーカーの有り無し判定結果の 
ユーヴー確認(または修正） 


システム全体の解析結果のチェック 
上記①〜③の測定/解析にかかる時間 

©合計3〜6分程度 


システム全体の解析測定 

® スピーカー システム 

(各 ch の低域再生能力を判定） 
感 スピーカーからの 距離 

(最適なディレイ値を解析） 
©スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを補正) 

③視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


Auto Setting (サラウンドの自動設定) 


1) 才ートセットアップ用マイクを接続する 








サラウンドの設定 


2) 自動測定を開始する 


。立み夕 ETama 〇 

•圍圍圍圍圍 


lUnCE TV SYSTEM AMP 


© © © © 
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3-8 


^ メモ 

• 設定の途中で静止画面を 3 分間放置すると自動的にシステム 
セットアップを終了します。 

• 自動測定中の静止画面(確認画面やエラー^ッセージなど)を3 
分間放置したり、 CANCEL を巧ったときはそれまでの内容は 
設定されません。 

• 測定中は静かにしてください。 

. スピーカーと U スニングポジションの間にある障害物を取り 
除いて < ださい。 

• 測定中は U スニングポジションか5離れて、各スピーカーの 
外側か5 U モコンで操作を巧ってくださし、。 


リモコンをアンプ操作モードにずる。 

U モコンびアンプ操作モードに切り換わりま 
す。 


3 


System Setup 


2. THX CINEMA Setup ] 

3. Input Assian ] 

4. Function Rename ] 

5. SACD Setup ] 

6. PHONO/LINE Setup] 


4 


1.Surround Setup 

[SurrBack System ] 


[Normal 
[Expert 
[Exit 



I 。 


o 



システムセットアップモードにずる。 

テレビ画面にセツトアップ;<ニューび表示さ 
れます。 


3 [1 .Surround Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

サラウンドセットアップにな0ます。 

4 [Auto Setting ] を選んで決定ずる。 

オートサラウンドセツトアップモードになり、自動測定の開 
始画面(注意事項)び表示されます。 



自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 

■付属のオートセットアップ用マイクを接続して、リスニ 
ングポジションに配置してくださし、。 

-サブウーファーを接続している場合は電源を入れてボ 
U ユームレべルを適度に上げておいてください。 



手順己にて ENTER ボタンを押し、才ートサラウン 
ドセットアップを開始すると数秒後にテスト I -ーン 
び大さな音で出力されます。日 dB になってか5マス 
夕ーボ U ユームを下げることでテスト I ンの音を 
ルさくすることちでさますび、正しく設定されない 
場合びあります。ルさなお子様びおくにいる場含な 
どはごま意ください。 




設 
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サラウンドの設定 


5 


自動のにボリューム 
を OdB に設定 


測定画面へ 


確認画面へ 


6 


確認画面へ 
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5 [ Star 口を選んでミ夫定ずる。 

オートサラウンドセットアップび開始されます。まずは巧期測 
定(測定設備チェック）でず。この自動測定は数十秒で終わ0ま 
すので、手順巨の画面になるまでしば5くお待ちください。 
「Ambient Noise 」 ：暗騒音(部屋の騒音)の測定をします 
「 Microphone 」 ：マイクの感度を診断します 
「Speaker Level 」 ：各スピーカーの有り無し判定をします 

0 スピーカー有り無し判定結果の確認画面になりまず。 

判定結果び合っている場台は roK 」 を選んで決定ずる。 

次の自動設定び始まります。手順7へお進みください。 

判定結果が間違っていて、ちラー度自動測定を試ず場合は 
[ Retry ] を選んで決定しまず。 

手順巳へ戻りまず。 

判定結果び間違っていて、手動で設定し直ず場合は 
忙 RR 一円 X SP .] を選んでミ夫定しまず。 

設定び間違っているチャンネルを ▲ ▼ ポタンで選び ENTER ボタ 
ンで決定し、 ▲ ▼ ボタンで正しい設定に直した後に ENTER ボタ 
ンで決定します。 

すべてのチャンネルを正しく設定した5▲▼ポタンで[日口を 
選んで ENTER ボタンで決定します。 


7 補正用測定が開始されまず。 

Speaker Systems 」 ；各スピーカーの低域再生能力判定 
に peaker Distance 」 ：最適なディレイ値を解析 
に hannel Level 」 ：各 ch の出カバランスを補正 
「Acoustic Cal EQJ :出力音声の音色を統一 
これ5の自動設定には接続しているスピーカーの数によって2 
〜已分程度かかりますので、手順8の画面になるまでしばらく 
お待ちください。 

3 [Speaker Systems Check 」 の画面び表示された6 
自動測定は終了でず。 

次ページ r 測定結果を確認する」にお進みください。 


^ メモ 

設定の途中で日 SD 画面に何むソッセージげ表示された場合は r 自動設定における日 SD 画面の^ッセージの意味 
(畔 P. 108 ) をご賣くださし、。 


冷メモ 

判定結果で [ ERR ] が表示された場合は、接続を間違えて 
いる可能性びあります。 [ Retry ] しても結果び同じよう 
な場合は一度電源を切0、スピーカーの接続を確認して 
<ださい。また、途中で測定エラーによる警告び表示さ 
れている場含びありますので、そのとさは画面の指示に 
したびって < ださい。 
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サラウンドの設定 


Left 

63Hz 
125Hz 
250Hz 
4 kHz 
11.3 kHz 
TRIM 
► ll" ぶ " 1 
[Exit 1 


63Hz 
125Hz 
250Hz 
4 kHz 
11.3 kHz 
TRIM 
[Next ] 
り [^] 


Acoustic Cal EQ Check 
"ALL CH ADJUST" 


Acoustic Cal EQ Check 
"FRONT ALIGN" 
SURROUND 0 


二 RONT AUGN 補正 
ヴラウンド左チヤンネル 


ALL CH AD 」 UST 補正 
フ n ント左チヤンネル 


設 

巧 


^ 2種類の補正カーブ 
(ALL CH ADJUST 
0 ^ と FRONT AUGN ) に 
ついて測定結果び 
チヤンネルごとに順 
次表示されます。 


• 最後の画面になると、力ーソルが自動的に [ Exit ] を指します。そこで ENTER ボタンを巧ずと 、 Surround Setup 
画面に戻ります。 

^ メモ 

. サブウーファーまでの距離の設定結果は、他のスピーカーに比べて部屋の環境の影響を受けやすい上に 
サブウーファー本体び持つ回路の影響で、距離びやや遠くなることがあります。しかし、ここで設定さ 
れた距離は、それらの影響を含めた最適な測定結果ですので、距離を修正する必要はありません。 

. 上記の各測定項目について、詳しくは「音場補正の設定項目の詳細と効果」（畔 P.33) をご覧ください。 


2 [ Exit ] を選んでミ夫定ずる。 

Surround Setup が終了し 、 System Setup 画面に戻ります。 

3 もう一度忙 xit ] を選んで巧定ずる。 

System Setup び終了し、通常動作に戻りまず。 

政上で才ートセットアップは終了です。アコースティックキャリブレーション EQ び自動的に ALL CH ADJUST で 
日 N になり、 MCACC インジケーターが点灯します。 


3) 測定結まをお認する 


[ Next ] を選んでミ夫定しなが5、測定された内容を攻下の順に確認ずる。 

• 途中で確認画面を終了するときは ▲ ▼ ボタンで [ Exit ] を選び ENTER ポタンを押します。 


スピーカーシステム 
(各スピーカーの低域再生能力判定） 


スピーカーまでの距離 
(最適なディレイ値を解析） 


スピーカーの出カレベル 
(各 ch の出カバランスを補正） 


Speaker Systems Check ' 


Speaker Distance Check 



Left 

[ 2.7m 

Front [ SMALL ] 


Center 

[ 2.4m 

Center [ SMALL ] 


Right 

[ 2.4m 

Surround [ SMALL ] 


Surround 因 

[1.1m 

SurrBack [ SMALLx2 ] 


SurrBack 回 

[1.2m 

Subwoofer [YES ] 


SurrBack O 

[1.6m 



Surround 0 

[1.8m 

► [[2133]] 

[Exit ] 


Subwoofer 

► [ES33] 

[Exit 1 

[ 3.3m 


Channel Level Check 




Left 



+1.5 化 ] 

Center 



+1.5 化 ] 

Right 



+2.0 化 ] 

Surround 

巧 


-3.5 化 ] 

SurrBack 

巧 


•1.5 化 ] 

SurrBack 

0 


+3.0 化 ] 

Surround 

0 


+2.0 化 ] 

Subwoofer 


+5.0 化 ] 




視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 


"T 5 〇 5 5 〇 
- . 

- 2 4 5 0 0 

+ --*■ + 


5 〇 5 5 〇 

_ . 

- 2 4 5 0 0 

t - + + 
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サラウンドの設定 


Normal (聴感によるサラウンドの設定) 


「Auto Settin 呂(サラウンド自動設定)」（畔 P .8,36) で才ートセットアップを巧った場合は、ここでの設定は必要ありませ 
ん /。 

ここでは、サラウンド設定の基本となる 「Speaker Settin 呂（スピーカーシステムの設定)」、に hannel Level (スピ ー 
カー出カレベルの設定 )」、 [Speaker Distance (スピーカーまでの距離の設定)」を手動で設定します。それぞれの詳 
細は「音場補正の設定項目の詳細と効果」 （ c => P .33) をご賣ください。 



1-3 


1-3 


圈 sl I 
□ □」 □ い 




) [〇 〇1〇 b 〇 〇 〇 
參了 5て心こ "6 • 


System Setup 
►rlBiillJMlI.l.iHJJI.I 

[ 2.THX CINEMA Setup 
[3. Input Assign 
[4. Function Rename 
[5. SACD Setup 
[6. PHONO/LINE Setup 
[Exit 


1.Surround Setup 

[SurrBack System ] 
[Auto Setting ] 


ここか 6 読む場合は、 U モコンのボタンを1<ソ下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 


[Expert 
[Exit 


〇 

〇 3 

〇 


(Cmp]1 


(2) SYSTEM SETUP 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Normal ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの基本設定の;<ニュー画面になります。 

「 Exit 」 を選んで、決定するとサラウンドの基本設定を終了しま 
す。 

^ N 

[Speaker Settin 邑](畔 P . 41 ) : 

スピーカーの有り/無し、低域再生能力の大/かを設定しま 
す。 

に hannel Level ] (畔 P .43) : 

一\ U スニングポジションでの各チヤンネルの音量レベルを一定 
A に含わせるように設定します。 

J [Speaker Distance ] ('=^ P .44) : 

— I 」スニングポジションか6スピーカーまでの距離を設定しま 
、ず。 


41~44ぺージに記載されているサラウンドの基本設定 
のを項目の手順に従って設定を巧5。 

この場合、各項目の手順3へお進みくださし、。 










サラウンドの設定 


Speaker Setting ( スピーカーシステムの設定 ) 


接続したスピーカーについて、この設定を行います。どのチャンネルのスピーカーび接続されているか、さ5に各ス 
ピーカーの低域再生能力の大ルを設定することで、再生するソースの全音域を最適なチャンネルへ配分するための設定 
です。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正しく設定してください。 




THX スピーカーを 使用して 
いるときはすべて [ SMALL ] 
に設定されます。 



ここか5読む場合は、リモコンのボタンをむ下の順番で 
巧してか5手順1へお進みください。 




SYSTEM SETUP 



1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の六ニュー画面になります。 


2 [ Normal ] を選んでミ夫定ずる。 

3 [Speaker Setting ] を選んで決定ずる。 

スピーカーシステムの設定になります。 

4 設定ずるスピーカーを選んで決定ずる。 


5 手順4で選んだ スピーカーについて 設定し、決定ずる。 

スピーカーごとに下を選べます。各項目の意巧と設定ち法に^ 
ついては次ページの説明をご覧ください。 ™ 


Front 

(フ□ント） 

に MALL]* 1 [LARGE] 

Center 

(センター） 

に MALL] [LARGE] [NO] 

Surround 

(サラウンド） 

に MALL] が [LARGE] [NO]*3 

Suit 巨 ack 
(サラウンドバック） 

[SMALLX2][SMALLX1] 

[LARGEX2] [LARGEX 1][N0] 

Subwoofer 
(サブウーファー） 

[YES] [PLUS] *4 [NO] 


^ メモ 

去1 F 「 日 nt 口□ント)を [ SMALL ] に設定すると、その 
他のスピーカーで [ LARGE ] は選べません。 

去2 Suit 日 und (サラウンド)をに MALL ] に設定する 
と、 SurrBack (サラウンドバック)で [ LARGEX 3 
[ LARGEX 1] は選べません。 

*3 Suit 日 und (サラウンド)を [NO] に設定すると、 

Suit 目 ack (サラウンドバック)はトー]表示され、 
選択することはでをません。 

去 4すべての スピーカーをに MALL ] に設定すると、 サ 
ブウーファーで [ PLUS ][ N 日]は選べません。 

6 それぞれのスピーカーに手順4-已を繰り返ず。 


7 [ Exit ] を還んでミ央定ずる。 

スピーカーシステムの設定を終了します。 

43ぺージのに hannel Level ] に進みます。この場合、43ぺ一 
ジ手順3へお造みください。 
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サラウンドの設定 


スピーカーシステム各頃目の設定方ま 


項目 

sn * 中 
巧疋 

備考 

ス 

ピ 

1 

力 

1 

'~、s 

フサ 

アブ 

1 ヴ 

1U 1 
か 

SMALL 

低音域を他の [ LARGE ] スピーカーまたはヴ 
ブウーファーから出力する場合。 

めやすとしてコーンサイズ(振動板の直径)び 

1 2 cm 未満のスピーカー。 

LARGE 

低音域を再生する能力びある場合。 

めやすとしてコーンサイズ(振動板の直径)び 
12 cm な上のスピーカー。 

SMALL/LARGE X 1 

サラウンドバックスピーカーを1本接続してい 
る場合。 


SMALL/LARGE X 2 

サラウンドバックスピーカーを2本接続してい 
る場合。 


NO 

接続していない場合。 

そのスピーカーからは出力されません。 

ヴ 

ブ 

ヴ 

1 

フ 

ア 

1 

YES 

接続している場合。 

LFE 成分と [ SMALL ] 設定した他チャンネル 
の低域成分が出力されます。 

NO 

接続しない場合。（低域成分は他の [ LARGE ] 
スピーカーから出力されます。） 

サブウーファーからは出力されません。すべ 
てのスピーカーを [ SMALL ] 設定した場合 
[ N 0]は設定できません。 

PLUS 

LFE 成分と他チャンネルの低域成分を出力さ 
せる場含。 

LFE 成分と Front / Center チャンネルの低域 
成分が出力されます。 


サブウーファーの [ PLUS ] はオートセットアップ（畔 P.8,36) では設定されません。お好みに応じて設定してください。 


スピーカーシステム 組み合わせ表 


於下の組み合わせび設定可能です。 


フ□ント 

センター 

ヴラウンド 

サラウンドパック 

ヴプウーファー 

SMALL 

SMALL /NO 

SMALL 

SMALL X 1. 2 /NO 

YES 

NO 

NO 



LARGE 

LARGE X し 2 /SMALL X 1、 2 /NO 


LARGE 

LARGER SMALLX NO 

SMALL 

SMALL X 1、 2 /NO 

YES / NO/PLUS 



NO 

NO 



太字：工場出荷時の設定与 THX スピーカーを使用の場合は工場出荷時の設定にしてください。 


サブウー■ファーの再生する音域が分 _ 

フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生する音域成分は!^处下のようにな0ます。 


ホ 



フ□ント/センター 
スピーカー 
SMALL 
LARGE 
LARGE 
LARGE 


LFE = 超低域音靑成分 

LFE とは音声信号に含まれる超低域成分です。この成分 
が入力されるとディスプレイのインジケーターび点巧し 
ます。この成分は常に含まれているとはかざりません。 


_^ C _ 

ク□スオーパー周波数(工場出荷時： 8日 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください(兮 P.46) 


*2 [ PLUS ] 設定の場合はヴプウーファーから LFE 成分 
に加え Front / Center の低域成分も出力されます。 


. 2 ch 再生で低域をサブウーファーからも出力したい場合は、フ□ント [ LARGE ]、 サブウーファー [ PLUS ] に設 
定することをおすすめします。 

. マルチチャンネル再生で、よりサブウーファーから低音を再生したい場含はサブウーファー [ PLUS ] に設定する 
ことをおすすめします。 

. サブウーファー [ PLUS ] に設定した場合、サブウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の巧ち消しをいが 
発生し十分な低音の効果び発揮されないことびあります。このよラな場合は、まずスピーカーの設置場所や向 
きを変えてみてください。それでも解消されない場合は実際に音を出しなび5サブウーファーを [ YES ] にした 
り、フ□ントを [ SMALL ] にしてみて比較し、最適な設定にしてください。 











サラウンドの設定 


Channel Level 


3 


4 


5 

Manual 
の場合 


8 


AUTO 
の場合 



Normal 

[Speaker Settina ] 



[Speaker Distance ] 
[Exit ] 


Channel Level 


► Left 

Center 

[+1^0^ 

Right 

[+2. OdB] 

Surround 巧 

[-3. 5dB] 

SurrBack 巧 

[-1.5dB] 

SurrBack 0 

[+3. OdB] 

Surround O 

[+2. OdB] 

Subwoofer 

[Exit] 

[+10. OdB] 


u ス ニン グポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルび一定に揃うように調整します。実隙に出力されるテ 
スト!-ーンをちで確かめなび5手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場をは、音圧レベル 
を C ウェイト/ス□ーモードで7已 d 目 SPU こ調整してくださし、。 


風唆巧與 

VM0 SEL HI-BT +10 ' ■—田扣 

CD CD 
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1-8 


ここか6読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 

① _ ⑩ SYSTEMS 口 UP 

' 、 (fMENU^ 


|[ amp JI 呼 

[1 .Surround Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


) [ Norman を選んで巧定ずる。 

3 に hannel Level ] を選んで決定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定にな0ます。 

4 設定ち法を選んでミ夫定ずる。 

[Manual] :テスト!ンを再生するスピーカーを手動で切 D 
換えて調整しまず。この場合は手順己へお進みください。 
[Auto] :テスト! -- ンを再生するスピーカーび自動で切りお 
わります。この場合は手順巨へお進みください。 


犀 

注意 


テストトーンは大きな音で再生をれまず。 
MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生をれまず。 


設 

巧 


5 調整ずるスピーカーを選んで決定ずる。 


6 チャンネルレベルを調整ずる。 

-1 日 d 目から 十] 日 d 目の 範囲内に おいて日.已 d 目 間隔で調整する 
ことびでさます。 

[Manual] の場含：手順己で選んだスピーカーのチャンネルレべ 
ルを ▲ ▼ボタンで調整し、 ENTER ボタンで決定する。順7へ 
お進みください。 

[Auto] の場合：自動で選択されたスピーカーのチャンネルレ 
ベルを順次 ▲ ▼ ボタンで調整する。すべてのチャンネルレベル 
を調整した5手順8へお進みください。 


阵 

I ま意 


サブウーファーか5のテストトーンは周波数び低 
いため実隙のレベルよりちルさく聞こえる場合びあ 
0ます。 


それぞれのチヤンネルに手順已〜6を繰り返し、ずべて 
のチヤンネルレベルを調整した S [ Exi 1:] を選びまず。 


3 ENTER ボタンを巧して [ Exit ] (または [ Exit 二 Push 
Enter ]) をミ夫定ずる。 

スピーカー出カレベルの設定を終了します。 

次ページの 「Speaker Distance 」 に進みます。この場合、44 
ページ手順3へ進みます。 



Channel Level (スピーカー出カレベルの設定) 


四が 

I 


0 5 5 0 0 0 
231320 

+ - - + + -7 


d k k d 
n c c n 
6 t o B B 3 

が s 曲 w I 曲 

L c R s s s s s 日 
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サラウンドの設定 


Speaker Distance 


Speaker Distance 


Normal 

[Speaker Setting ] 
[Channel Level ] 


3 


4 


5 


リスニングポジション(視聴位置）からスピーカーまでの距離を設定することにより、各チヤンネルの再生にディレイ 
タイムび付加され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることびでさます。マニュアルで設定する場 
合は、それぞれのスピーカーか5視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。本機は、指定された距離か 
5自動的にデイレイタイムを算出します。 


SIGHUSEL MR BA 巧 TREBtf r + -!■ 

VIDEOSEL HI •扣 +10 L— 了 DISC 

CD CD I 

/ i — TT 曲。:ほ 35110化 
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ここか5読む場合は、 U モコンのボタンを！•ソ下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 


① 


AMP 


(2) SYSTEM SETUP 

(^MEN 必 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Normal ] を選んで決定ずる。 

3 [Speaker Distance ] を選んで決定ずる。 

スピーカーまでの 距離の設定に な 0ます。 

4 設定ずるスピーカーを選んで決定ずる。 

5 手順 4 で選んだスピーカーまでの距離を設定し 、決定 
ずる。 

0.1 m か5目 m の範囲内において 0. 1 m 間隔で設定でさます。 

6 それぞれのスピーカーに手順 4 〜 5 を繰り返ず。 

/ [ Exit ] を選んで決定ずる。 

スピーカーまでの 距離の設定を終了します。 


8 SYSTEMSETUP SYSTEM SETUP ボタンを巧してシステム 
CMBm % セットアップを終了ずる。 

本機び通常操作に戻0ます。 


感メモ 

サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、設置およ 
び設定を U スニングポジションから等距離にしますと 、 THX 
モードの効果び最大限に発揮されます。 


Speaker Distance (スヒーカーまでの距離の設定) 


W かか记 

r U a a U 〇1 

誌|11盟 

LCRSSSSS 正 


^ mom E 
« ora 10 

LI 


田田〇〇 r 
d k k d k 
n c c n o 
r u a a u o I 

ぉ：巧巧 m wu 
sw . の 

JCRSSSSS 口 


d k k d k 
n c c n o 
r u a a u o I 
巧巧 

ye 咱 lluuu,^ 
LCRSSSSS^ 
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サラウンドの設定 


Expert (詳細なサラウンドの設定) 


エキスパートサラウンド設定はより深くサラウンドを楽しみたい方のための設定です。必ず行わなければな5なし、設 
定ではありませんび 、 「Auto Settin 呂(サラウンドの自動設定)」や 「 Normal (聴感によるサラウンドの設定)」で設定さ 
れた値に対して、さらに詳細に調整できます。 Expert 設定を巧う前には 、 「Auto Settin 呂(サラウンドの自動設定)」 
でオートセットアップを行うことおすすめします（畔 P .36)。 

■ 操作を巧う前には必ず本機の主 電源 ボタンを 0 N (—) にしてください。 


設定項目の選択 


© © © ©- 


雨雨"を SA 1| 

MULTI CONTROL I 
IVCR2I jVIDECfl I CD II | laSiSaJ 

I nsn pune^ tthTt- 

DiwR L 叫 was ro« eff ( 口 》 化 
acHALsa 帅 aASSnteii p +T 
VIKOSiL 講 川 '•— 了 。 ISC 

0 i«» CfIteES5 SEtSmOK 


2 



4-5 

RETURN 

ボタン 


1 


AMP 



本機の電源を入れ、テレビの電源ち入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるよラにして 
おさます。 


2 II amp りリモコンをアンプ操作モードにずる。 


3 


SYSTEM SETUP 



システムセットアップにずる。 

テレビ画面にセツトアップメニューび表示されま 
す。 


4—5 3 RETURN ポタン 











— r 



^ E 5 

][ 






◎ 


: U — を」 

•て 

] 

0000000 

0 0-6-0 • 国 （t 




r~rT 
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System Setup 



THX CINEMA Setup 
Input Assign 



[5. SACD Setup 

[6. PHONO/LINE Setup 






[1 .Surround Setup ] を選んで ENTER ボタ 
ンで決定ずる。 

サラウンドの設定の;<ニュー画面になります。 

[ Expert ] を選んで ENTER ボタンで決定ず 
る。 

エキスパートサラウンド設定の^ニュー画面にな 


ります。 

/ \ 
[Crossover Network ] (吟 R 46) : 

才ートセットアップでル ( SMALL ) に設定されたスピーカー 
びあるとさ、 何 H Z 政下の低音域を他のスピーカーで再生す 
るのかを設定します。 

[Fine Channel Level ] (畔 R 47) : 

オートセットアップで設定された各チヤンネルの出カレべ 
ルをより細やかに調整します。 

[Fine Channel Delay ] (畔 R 48) : 

オートセットアップで設定された各チヤンネルのディレイ 
値をより細やかに調整します。 

[Acoustic Cal EQ ] (畔 R 49) : 

オートセットアップで設定された視聴環境の周波数特性の 
補正をより細やかに調整したり、調整した値を保存したり 
します。 

[Bass Peak Level ] (畔 R 54) : 

LFE チヤンネルのピークレベルを設定します。 

[ D-Range Control ] (畔 RSS ) : 

ダイナ S ックレンジをどの程度圧縮するかを設定します。 

\_/ 


6 4色一已已ぺージに記載されてし巧さ項目の手順に従って 

設定を巧ラ。 

この場合、を項目の手順3へおをみください。 
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サラウンドの設定 


Crossover Network (ク□スオーパー周液数の設定) 


r スピーカーシステムの設定」でル ( SMALL ) に設定されたスピーカーびあるとき、何 HzL 处下の低音域を他のスピーカー 
(サブウーファーを含む)で再生するのかを設定します。 


31131 ULSEL 曲 R BtSSTREBLf r + -I 

<?> 

VIDEO SEL HI-BIT + 10 し ^ DISC 

CD CD 



<1 一 畑 

IL Q LJLjJ も b tit 互 

BS 7 — け — BS 11 

II 田心 II 一 " 


[iTgrn 



1-5 



3 


Expert 


Fine Channel Level 
Fine Channel Delay 
Acoustic Cal EQ 
Bass Peak Level 
D-Range Control 
Exit 


4 


Crossover Network 
Frequency ► し 50Hz] 

r —i": 口 i 

[100Hz] 
[150Hz] 
[200Hz] 
[Exit ] 
(THX Speaker = 80Hz) 


5 



[ 80Hz] 
[100Hz] 
[150Hz] 
[200Hz] 
► [Exit ] 


(THX Speaker = 80Hz) 


ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを m 下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 




@ SYSTEM SETUP 
(f MENU )) 


1[1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 忙 xpe け]を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の方ニュー画面になります。 

3 に rossover Network ] を選択して決定ずる。 

ク□スオーノ（一周波数の設定になります。 

4 他のスピーカーで再生ずる低音域を何 HzLU 下にずるか 
を選択して決定ずる。 

例えば、[已日 Hz ] を選択すると、日日 Hzl ^ TF の低音域び他のス 
ピーカーで再生されます。 

選択された設定び反転したまま [ Exit ] び自動で選択されます。 


5 [Exi 口を決定ずる。 

ク□スオーノ く一周波数の設定を終了します。 


感メモ 

• 工場出荷時は8日 Hz に設定されています。 

• THX スピーカーをご使用の場合は、8日 Hz に設定してくださし、。 

• それぞれのスピーカーの性能によりますび、すべてルさし、ス 
ピーカーを使用している場合は200 Hz に設定することをおす 
すめします。 
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サラウンドの設定 














1—8 


1-8 


ここか6読む場合は、リモコンのボタンを下の順まで 
巧してか6手順1へお進みください。 

(2) SYSTEM SETUP 
(^WENU^ 


AMP 


① 


1[1 .Surround Set 叩]を選んで巧定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になりまず。 

2 忙 xpe け]を選択してミ夫定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

3 [Fine Channel Level ] を還択してミ夫定する。 

スピーカー出カレベルの巧やかな設定になりまず。 



4 フ□ントをチヤンネルのレベルを調整してミ夫定ずる。 設 

フ□ント左チヤンネルか5テスト!''ーンび出力されまず。 f 


犀 

注意 


テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に Od 日になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


5 調整したいスピーカーのチャンネルを選がして決定する。 

選択したチャンネルとそのチャンネルに対して最ち最適と思 
われるちラ]つのチャンネルか5テストトーンび出力されます。 

6 チャンネルレベルを調整して決定ずる。 

-1 日 d 目から十]日 d 目の 範囲内に おいて日.已 d 目 間隔で調整する 
ことびでさます。 

調整方法については上記の説明をご賣ください。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれ、そのチャンネル 
からテスト I -ーンび出力されます。 

7 それぞれのチャンネルに手順日〜6を繰り返し、ずべての 
チャンネルレベルを調整した S [ Exit ] を選びまず。 

3 忙 xit ] を決定ずる。 

スピーカー出カレベルの細やかな設定を終了します。 


+1 
+1 
+2 
-1 
+3 
+2 
+ 10 


Right 
Center 
Surround Q 
Surround 0 
SurrBack g 
SurrBack 巧 
Subwoofer 

►[画] 


Fine Channel Level (スピーカー出カレベルの細やかな設定) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。選択したチヤンネルとそのチヤンネルに 
巧して最も最適と思われるもう1つのチヤンネルからテストトーンび再生されますので、そのテストトーンどうしび同じ 
大ささに聞こえるよラに調整します。 


Fine Channel Level 
STD:Left +1.5 化 



が WL 化 Wn MS8'TltEBLE r+ -I 

VKOSEL NI'BT +10 ' ■—了田扣 

<5> CD CD 

少 - riSSiWtSS SEAKHUOK 



己己 I ょ丘^ ■ 

□ of 邑 I 





5505000 
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サラウンドの設定 



選択したチヤンネルとそのチヤンネルに対して最ち最適と思われるちラ1つのチヤ 
ンネルか5テスト I -ーンび再生されます。その2つのスピーカーに対してち図のよ 
ラに立ち、2つのテストトーンの聞こえるポイントび真ん中になるように調整しま 
す。なお、サブウーファーは、この方法でディレイ値を合わせるのび困難です。こ 
の場含は、テスト信号を出しなび5距離の値を動かし、視聴ポイントでテスト信号 
の音量び最を大さ<なるよラに調整してください。 




SIGIULSEL 曲 R BA 巧 TREBLE 「+ j 

< g > <7 V <|> 

VIDEO SEL HI •扣 +10 '■■ ■ 了 Dl 扣 

CT > 

- - 巧 SMB。"* 

SYSTEM QIUDE 


防 d 一 / 脚脚 E- 

It^H tjj 

es7 I !9 esii 

fwjl に山 に一 Jl 


1-8 


目 s 


1—8 




>度-ち]若を5てて‘ 
參了 5 "〇^6-6 • 


ここか5読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか6手順1へお進みください。 

® f 2) SYSTEMS 口 UP 


1 [1 .Surround Set 叩]を還んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 

2 [ Expert ] を選択して巧定する。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [Fine Channel Delay ] を選択してミ夫定ずる。 

ス ピーカーまでの 距副の細やかな設を にな ります。 

4 フ□ント左チヤンネルのスピーカーまでの距離を調整し 
て巧定ずる。 

5 調整したいスピーカーのチヤンネルを選巧してミ夫定ずる。 

選択したチヤンネルのスピーカーとち51 つのスピーカーけらテ 
スト I -ーンび出力されます。 


スピーカーまでの 距離を調整してミ夫定ずる。 

0.1 m から日 m の範囲内において日.] m 間隔で設定できます。 

調整方法については上記の説明をご覧ください。 

決定すると自動的に次のチャンネルび選ばれ、そのチャンネル 
とをラ]つのチャンネルか5テスト I -ーンび出力されます。 

それぞれのチヤンネルに手順日〜巨を繰り返し、ずべての 
チヤンネルレベルを調整した5忙 xit ] を選びまず。 


8 [ Exit ] を決定ずる。 


スピーカーまでの距離の細やかな設定を終了します。 



テストトーンは大きな音で再生されまず。 ^ 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


Fine Channel Delay (スピーカーまでの距離の細やかな設定) 












サラウンドの設定 


Acoustic Cal EQ (視聴擇境の周液数特性の補正) 


視聴環境の I タルな周波数特性を補正(均一化）します。補正カーブには [ALL CH ADJUST ] と [FRONT AUGN ] の 
2種類びあ0、マイクを用いたオートセットアップによ0、補正カーブをすべて自動で調整します。それぞれの内容に 
ついては r ア]-スティックキヤ U ブレーシヨン EQ の日 N / OFF 」 （畔 P .72) をご覧ください。 

ここでは [DATA C 日 PY ] 機能を使うことで、オートセットアップにより自動調整された2種類の補正カーブを 
に UST 日 Ml ]、 に UST 日 M 2] として保存することびでき、お好みで調整することげできます。調整し直したいときは 
「自動調整された補正カーブを手動で調整する」（马 P .50) をご覧ください。 


補正カーブを自動調整する _ 

サラウンドの設定を手動で行ったときにこの [EQ AUTO SETTING ] で補正力ーブを自動調整します 。 「Auto Setting 
(サラウンドの自動設定)」（畔 P .8,36) でオートセツトアップしたときは、すでにこの自動調整は行われていますので不 


要です。 


抑化 S 吐 wn eiSaiREBLE r+ 

< T > <7>< T > 

VHOSEL 世 ST 410 ' ■— 了 DISC 

- - - 狙 

"SI" な GUIDE 

武^^^^ 

H&lj I 

一防 . — I 心 — BS11 

fwii に因 (f 一》 4 つ 

EJ r~n tsj ■ * 



ここか5読む場合は、リモコンのボタンを下の順まで 
巧してか6手順1へお進みください。 



1 [1 .Surround Set 叩]を選んで巧定する。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 [ Expe け]を還択してミ夫定ずる。 

エキスバート設定のメニュー画面になります。 

- 定 

3 [Acoustic Cal EQ ] を選択してミ夫定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな0ます。 

4 付属のセットアップ用マイクを SETUP M に端モにつ 
なぐ。 

5 [EQ AUTO SETTING ] を選んで巧定ずる。 
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サラウンドの設定 



6 


[ Sta け]を選んでミ夫定ずる。 

補正力ーブ調整の自動測定びスタートします。 



テストトーンは大きな音で再生されまず。 ^ 

MASTER VOLUME は自動的に OdB になり、数秒 
後にテストトーンが再生されまず。 


!!円 nish !! び表示されたら測定終了です。 


攻下の項目へ進めます。 

[Data C 叩 y ] :この測定結果を保をします。操作は次ページの 
手順51；(降をご覧ください。 

に heck ] :この測定を確認します。 


7 忙 xit ] を選んで決定ずる。 

|"EQ Auto Setting 」 を終了します。 


自動調置をれた補正力ーブを手動で調壁する 

あらかじめ、才ートセットアップ（与 P .8,36) を行い、補正カーブを自動で調整しておいてください。ここではずでに調 
整されている [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] の補正力ーブをに USTOM 1 ] または [ CUST 0 M 2] に保をし 
た後その補正カーブを手動で調整する方法を説日月します。 



ここか S 読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 



[1 .Surround Setup ] を還んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


2 忙 xpe け]を選択してミ央定ずる。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 [Acoustic Cal EQ ] を還択してミ央定ずる。 

ネ見聴環境の周波数特性の補正にな D ます。 

4 [DATA COPY ] を還んで巧定ずる。 

rCUSTOMl 」 または 「 CUSTOMS 」 のどちらに■(呆存するかを逞 
がする画面にな D ます。 










サラウンドの設定 



5 「 CUSTOM 1」または 「 CUSTOM 吕」のどち6かを選ん 
でミ夫定ずる。 

6 [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を還択し 
て巧定ずる。 

手順已で還んだ [C U S T 0 M ] に手順已で還んだ補正力ーブびな 
をされます。保をしない場合は [NOT DATA COPY ] を還択し 
ます。 

7 [ Exit ] を還んで決定ずる。 

[DATA COPY ] モード'びお了します。 

8 [ CUSTOM ! ADJUST ] または [CUSTOMS 
ADJUST ] を選んでミ央定する。 

この場合、手順己で還んだに USTOM ] を選んでください。 


設 

定 


1 Q 調壁したいチヤンネルを還択してミ夫定ずる。 

手順9で [FRONT AUGN ] を選択したときは、ここで [ Left ] 
[阿邑 ht ] を還択することはでをません。 

11 手順10で選んだチヤンネルの調壁したい帯域を選択し 
て巧定ずる。 

「スピーカーシステムの設定」で SMALL (ル）に設定されたチヤ 
ンネルは白 3 HZ を還択することはできません。 

1ク帯域を調壁して決定ずる。 

-巨 dB か6十已 dB の範囲内において□.己 d 日間隔で調整すること 
びでさます。 

調整中に 「 OVER 」 びディスプレイに表示されたときは、その 
帯域または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER 」表示 
びミ肖えるまで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 
ミ夫定すると自動的に;欠の帯域び還ばれます。 


y [ALL CH ADJUST ] または [FRONT AUGN ] を選択し 
て巧定ずる。 

テストトーンび出力されます。 



テストトーンは大きな音で再生されまず。 

MASTER VOLUME は自動的に Od 日になり、数秒 
後にテストトーンび再生されまず。 


[ALL CH ADJUST ] :サブウーファーを除いたずべてのス 
ピーカーの 補正 

[FRONT ALIGN ] :フ□ントスピーカーの特性に合わせた補 
正 
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サラウンドの設定 


13 それぞれの帯域に手順11~12を繰り返し、すべての帯 
域を調整します。 

14 「 TRIM 」 を還択して決定する。 

TRIM ではそれぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
たそのチャンネルレベルの全体的なバランスを調整します。 

15 「 TRIM 」 を調整して決定ずる。 

-6clB か5十日 d 日の範囲内において0.已 dB 間隔で調整すること 
びでさます。 

ミ夫定すると自動的に [Exit が選ばれます。 

16 忙 xit ] をミ夫定ずる。 

ミ夫定すると自動的に次のチャンネルび還ばれます。 

17 それぞれのチャンネルに手順 10-16 を繰り返し、ずべ 
てのチャンネルを調整しまず。 

18忙 xit ] を選んでミ夫定ずる。 

[ALL CH ADJUST] または [FRONT ALIGN] 還択画面に戻0 
ます。 

19忙 xit ] を選んで;夫定ずる。 

[CUSTOM ADJUST] モードを終了しまず。 

続けて [DATA CHECK] を巧うときは、次ぺージの「自動調整 
された補正カーブを確認する」に進みまず。この場合、手順4 
へ進みます。 

視聴環境の周波数特性の補正を終了したいとさは、ちラー度 
[Exit] を選んで決定します。 
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サラウンドの設定 



自動調整をれた補正力ーブを確認する 


才ートセットアップ(与 P.8,36) にて設定されに、 [ALL CH ADJUST] または [FRONT AUGN] の補正力ーブを確認す 
ることがでをます。 


吐 wn M 曲 ." 化 E 「 +-l. 

<T> 

VKOSEL NI'BT +10 ^- DISC 

- - - 狙 RCHKK 

"SI 。 SETUP ノ GUIDE 
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ra Qtj B 

防 il|9 esii 
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IT ■ ii fggni 
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)1 [o o1 石で ■ O ちで ’ 


ここか 6 読む場合は、リモコンのボタンを下の順まで 
巧してか5手順1へお進みください。 


け amp ]1 


(2) SYSTEM SETUP 


[1.Surround Setup] を選んで決定ずる。 

サラウンドの設定の六ニュー画面になります。 

[Expert] を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の^ニュー画面になります。 


[Acoustic Cal EQ] を選巧してミ夫定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正にな0ます。 

[DATA CHECK] を選んで決定ずる。 

[ALL CH AD」UST] または [FRONT ALIGN] のどちらを確認 
するか選択する画面になります。 


[ALL CH ADJUST] または [FRONT ALIGN] を選択し モ 
て決定する。 

0 確認したいチャンネルを選巧してミ夫定ずる。 

そのチャンネルの周波数帯域の設定値び表示されますので、 

確認します。 

手順已で [FRONT ALIGN] を選択したときは、ここで [Left] 

[阿呂 ht] を確認することはできません。 

7 確認が終了した日 [Exit] を選んで巧定ずる。 

ホ定すると自動的に次のチャンネルび選ばれます。 

8 それぞれのチャンネルに手順白〜7を繰り返し、ずべての 
チャンネルを確認しまず。 

9 ずべてのチャンネルの確認び終了した S [Exit] を選んでミモ 
定ずる。 

[ALL CH ADJUST] または [FRONT ALIGN] 還択画面に戻 D 
ます。 


10 [Exit] を選んで巧定ずる。 

[DATA CHECK] モードを終了します。 



[Exit] を還んで巧定ずる。 

視聴環境の周波数特性の補正モードを終了します。 
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サラウンドの設定 


Bass Peak Level (超ほ域音青のピークレベル設定) 


ドルビーデジタルおよび DTS 対応のソフトは超低域信号成分 ( LFE チャンネル)を多く含んでいます。この超低 
域周波数信号がスピーカーの再生能力を超えると、再生音声に歪みが生じることがあります。ここでは 、 L F E 
チヤンネルのピークレベルを設定する方法について説明します。ピークレベルを設定することにより歪みを防止 


します。 



1-7 


ここか S 読む場合は、リモコンのボタンを下の順番で 
巧してか S 手順1へお進みください。 




@ SYSTEM SETUP 
《 MENU 5 ) 


1 [1. Suit 日 und Set 叩]を還んでミ夫定ずる。 

サラウンドの設定のメニュー画面になります。 


1-7 
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2 忙 xpe け]を選択してミ央定ずる。 

エキスパート設定のメニュー画面になります。 

3 旧 ass Peak Level ] を還択して決定する。 

超ほ域音声のピークレベル設定にな0ます。 

4 に etting Start ] か [Setting Cancel ] を選んで巧定ず 
る。 

[Setting Start ] :テスト!ンを再生し、設定を行いま 
す。自動的に MASTER V 日 LUME が最小 （一8 日）になりま 
す。手順己へお進みください。 

[ Settin 旨 Cancel ] : LFE チヤンネルのピークレベルを設定 
しません。手順7へお進みください。 


5 


テスト I -―ンを ▲ ▼ボタンで調壁していき、スピー 
力一か S の音に雷みび生じる手前まで調整ずる。 


阵 


テストトーンは大きな音で再生されます。 


サブウーファーで有りまたは PLUS が選択されている場合 
は、サブウーファーからのみテスト!-ーンが再生されま 
す。 

ヴブウーファーが無しの場合は、サブウーファー政外の大 
( LAR 白 E ) に設定されている スピーカーから テスト I ン 
が再生されます。 


6 手順已で調整した値をミ夫定ずる。 

MASTER VOLUME び元の位置に戻りまず。 


7 忙 xit ] を選んでミ夫定ずる。 

超ほ域音声のピークレベル設定を終了します。 
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サラウンドの設定 


□-Range Control (ダイナミックレンジコント□—ルの設定) 


ダイナミックレンジとは再生能力を表す用語で、どのく 5いルさい音か5大きい音までを正しく（ルさな音はノイズに 
埋ちれずに、大さな音は歪まずに)再生でさるかを数値 ( dB ) で表したをのです。ダイナ S ックレンジコント□ールと 
は、このダイナミックレンジを圧縮する機能です。音量を下げて映画などを楽しむ場含でも、ダイナミックレンジコ 
ント□ールを設定することで微かな音も聞を取りやすくな0ます。ダイナ S ックレンジコント□ールの効果び得5れ 
るのは、ダイナミックレンジコント □- ル対応のドルビーデジタルまたは DTS ソフトだけですび、ほかのソフトでも 
ミツ ドナイト U スニングモードで同様の効果び得5れます。 



リモコンのボタンをむ下の順番で巧してか S 手順1へお進 


み < ださい。 




③ 


SYSTEM SETUP 



1 [1 .Surround Setup ] を選んで決定ずる。 


1-8 







日 岂 

P 曰 


己 



〇 

r 二-二 1 s B —— 

0 1 〇 ol 〇 〇 〇 〇 〇 
善了 5 石〇-〇 • 

■ 


J t - 





サラウンドの設定の六ニュー画面になります。 


2 

[ Expert ] を選択して決定ずる。 

エキスパート設定の^ニュー画面になります。 


3 

[ D-Range Control ] を選巧して決定ずる。 

ダイナ S ックレンジコント□ールの設定になります。 


4 

[ OFF ]、[ MID ]、[ MAX ] のいずれかを選択して決定ずる。 

設 


[ OFF ] :ダイナ S ックレンジを圧縮しません。 

[ MID ] :ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

定 


[ MAX ] :ダイナミックレンジを最大に圧縮します。 
決定すると自動的に [ Exit ] び選ばれます。 


5 [ Exit ] をミ夫定ずる。 

ダイナミックレンジコント □ レの設定を終了します。 


0 [ Exit ] を選巧して決定ずる。 

Expert Setup (エキスパートサラウンド設定)を終了しま 
す。 


7 [ Exit ] を選巧して決定ずる。 

Surround Setup (サラウンドの設定）を終了します。 

g [ Exit ] を選巧してミ夫定ずる。 

System Setup を終了します。 


感メモ 

• 工場出荷時は r 日 FF 」 に設定されています。 

• 大きい音量で楽しむときは 、 Dynamic Range Control を日 FF 
にすることをおすすめします。 

• さまざまなダイナ S ックレンジコント□ール対応のドルビー 
デジタルまたは DTS ソフトをか音量でお試しください。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


THX CINEMA Setup(THX CINEMA モードの設定 ) 


ここでは 3 ch ソースを THXCINEMA モードで再生したときのマト U クス-サラウンド-デコード方法を選択します。 
選択できるデコードで剤ま 「 [XIPR 日 L 日 G に II MOVIE 」、 「 [XIPROL 日 G に」、 「 Ne 日:目 CINEMA 」 の3つです。それぞ 
れのモードの詳しい説明は r リスニングモードの種類と効果」の M 日 VIE モード（畔 P.66) をご覧ください。 2 ch ソースを 
THX CINEMA モードで再生すると、ここで選んだマトリクス-サラウンド-デコードげされた後 、 THX CINEMA 処 
理を行います。 



1—3 







リモコンのボタンを攻下の順番で巧してか S 手順1へお進 
み < ださい。 




③ 


SYSTEM SETUP 



1 [2 .THX CINEMA Setup ] を選んで決定ずる。 

THX CINEMA Setup の設定画面にな0ます。 

2 2 ch ソース再生時に THX CINEMA モードにしたときの 
デコード方法を選んで決定ずる。 

選択できるモードについては上記をご覧くださし、。 

設定されたシステムび反転したまま [ Ex け]が自動で選択されま 
す。 


3 [ Exit ] を決定ずる。 

THX CINEMA Setup を終了します。 

System Setup を終了するときは、嗓を押します。 


^ メモ 

工場出荷時は [皿 PRO LOGIC II MOVIE ] に設定されています。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


I叩山 Assign (入力に関する設定) 

Digital-In Select (デジタル入力の設定） 


デジタル入力端テ(□に ITAL の〜のと □□ RF IN ) に接続したデジタル機器び、工場出荷時の設定と異なるとさに設定し 
ます。 □□ RF IN 入力は L □プレーヤーや DVD / L □プレーヤーの □□ RF 端テに対応します。 

. □间 tal -1 〜4には [ TUNE 印、 [ PH 日 NO / LINE ]、[ VIDEO ]、[ USB ]、[ i . LINK ] を選ぶことびできません。 

.□□ RF IN には [ TUNER ]、[ PH 日 N 日/ LINE ] 、 [ VIDE 日]、に D ]、 に D - 刊、 [ MD ]、[ USB ]、[ LLINK ] を選ぶことび 
でさません。 



|；3 .lnput Assi 邑 n ] を選んで決定ずる。 



入力に関する設定の^ニュー画面になります。 

2 [1. Digital-In Select ] を還んで決定する。 

デジタル入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選んで巧定する。 

例えば Di 留 tal -2 をに□-刊か 5 PVD / LD ] に変更したいときは 
□ i 邑 ital -2 を還びます。 


設 

定 



4 手順3で選んだ入力を変更してミ夫定ずる。 

に D - R ] から [ DVD / LD ] に変更して巧定しまず。 


"5 


他にも工場出荷時の設定ではない接続を巧い、入力の変更 
が必要な場合は、手順3と4を繰り返ず。 


0 忙 xit ] を選んでミ夫定する。 

デジタル入力の設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、を巧します。 


嫁^ メモ 

D 间 tal -1 〜4で、同じ入力を選おすることはできません。同じ入 
力を選択した場合は、元に設定されていた入力び日 FF に切り換わ 
ります。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


Component-In Select (コンポーネントビデオ入力の設定) 


COMPONENT VIDEO 入力端テ(コンポーネントまには□端テ)に接続した映像機器び工場出荷時の設定と異なるとさ 
にこの設定を行います。 

• 選択できる入力は [ DVD / LD ]、[ TV / SAT ]、[ VCRl ]、[ VCR 2]、[ OFF ] (映像信号を出力しません)です。 

^ メモ 

工場出荷時の各入力端子の設定はちの図の通0です。 



泌 W け扎 曲 9 BASSTRESie r + 

VIDEO SEl か BIT 410 ' ■—^ D | 扣 

€ TT ^ 

- - 巧正 Mane 化 

SYSTEM 正 ™ シ /■GUIDE 

鸣接斬 

<1 ノイ6け00【 

lOI 

es7 I !9 esii 

CIUIKL- 、 -- I ム _ 

" ■ I" irggni 


1-7 


U モコンのボタンを Lit 下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 



1 [ S.Input Assi 邑 n ] を選んで決定ずる。 

入力に関する設定の方ニュー画面になります。 


1-7 



2 に omponent-ln Select ] を選んでミ夫定ずる。 

コンポーネントビデオ入力の設定になります。 

3 変更したい入力を選んで決定ずる。 

例えば C 日 mponent - l を [ DVD / LD ] か 5[ VCRl ] に変更したい 
ときは Component - l を選びます。 

4 手順3で選んだ入力を変更して決定する。 

[□ VD / L □阳、 5[ VCR 1] に変更して決定します。 

5 他にも入力の変更を巧う場合は、手順3と4を繰り返しま 
ず。 

6 [ Exit ] を選んで巧定ずる。 

コンポーネントビデオ入力の設定を終了します。 

7 もう一度 [ Exi 口を還んでミ夫定する。 

入力に関する設定を終了します。 

System Setup を終了ずるときは、を押します。 


% 乂モ 

• Component - l 〜2で、同じ入力を選択することはできませ 
ん。同じ入力を選んだとさは、先に設定されていた入力び 
日 FF に切り換わります。 

. コンポーネントや□端子か5入力された信号は S ビデオ出力端 
テ、コンポジット出力端子には出力されません。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


.LINK lnput ( i 丄 INK 入力の設定) 


LLINK 端テに接続した機器を 「 DVD / LD 」 などの入カファンクションに割り当てます。この設定を行うと、その機器の 
音声と映像を本体の MULTI 」 C ) G または U モコンの INPUT ボタンで同時に切り換えることびできます。 LUNK 端子に 
接続された機器びない場合は、この設定を選択することびでさません。 



1-7 





i.LINK Input 


1 DV-S858Ai 

[ し LINK] 

► 2 DV-47Ai 

[Exit] 

rfWIT7T!?1 



リモコンのボタンをむ下の順番で巧してか S 手順1へお進みく 
ださい。 




③ 


SYSTEM SETUP 



1 [ S.Input Assi 邑 n ] を選んでミ夫定ずる。 

入力に関する設定の^ニュー画面になります。 

2 [ i.LINK Input ] を選んで決定ずる。 

i . LINK 入力の設定にな0ます。 

3 設定したい i . LINK 巧応機器を選んで決定する。 

LLINK 対応機器び9台！; LL 接続されている場合は、▼または ▲ 
ボタンで、日 SD 画面を切0誓えて、設定したい機器を表示さ 
せます。 


4 

▲▼ボタンで割り当てる入カファンクシヨンを選択ずる。 

•機器か6の映像出力を接続した入カファンクションに割り当 

設 


てると、音声と映像び同時に切0替え6れます。 

.[ TUNER ]、[ PHONO ]、[ USB ] は、割り当てること占';でさま 

定 


せん。 


5 

他の機器についてち設定する場合は、手順3と4を繰り 
返す。 


6 

「 Exit 」 を選んでミ夫定ずる。 

し LINK 入力の設定を終了します。 



7 もう-度 「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

入力に関する設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、を押します。 


滅メモ 

• 割り当て5れていない i 丄 INK 対応機器については、。丄 INK 」 と 
表示されます。 

. i.LINK AUDI 日政外の i . LINK 対応機器に接続した場合は、「——」 
と表示され、入カファンクションを割0当てることはでをません。 

• 割り当てた i . LINK 対応機器の i . LINK ケーブルを外したり、電源 
をオフした場含は、その機器の製品型番の前に「*」び表示されま 
す。 

• 複数の機器で同じ入カファンクションを選択することはでをま 
せん。同じ入カフアンクシヨンを選んだとさは、元に設定され 
ていた機器び n . LINK 」 に切り換わります。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


Function Rename ( スカフアンクシヨン表巧の設定 ) 


フ□ントパネルディスプレイに表示される入カファンクシヨン名を変更することびできます。例えば VCR 1/ DVR の入 
力端テに DVR を接続したとを、ディスプレイ表示を接続した機種の型番などに変更できる便利な機能です。各入カファ 
ンクシヨンごとに接続された機器の名称や六一力一名などを入力すれば、どこの入カファンクシヨンにどんな機器び接 
続されているのかを簡単に確認することびできます。設定はリモコン、本体のどち5でちできますび、この操作は本体 
のマルチジョグを使巧した方び容易なため、下記の手順は本体での操作を中むに説明します。 


1-6 


マルチジョグで項目の選択、 
夕字の変更を巧い ENTER ポ 
タンで決定しまず。 


P QJ □ 



己 


SETUP ボタン 


X 


ii ] 

委了 


〇 了 5 


■ 〇 〇 0-6—0 


3 入力ずる文字を選んで決定ずる。 



入力でさる文字はしソ下の通0です。 


ABCDEFG 川 JKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

!"#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?劉\]。_{|} ( スペース） 



手順3を繰り返して入カフアンクシヨン名を入 
力ずる。 



本体の SET UP ボタンを巧してか5手順1へお 

進みくださし 、 SETUP 

◎ 

1 ITunction Rename 」 を選んで決定ずる。 



入カフアンクシヨン表示の設定画面になります。 

名前を変更したいフアンクシヨンを選んで決 
2 定ずる。 



艾字入力画面になります。アンダーバーび点滅し 
ます。（艾字入力位置びスペースのとさはアン 
ダーバーび、艾字のとさは艾字び点滅します。） 


5 ENTER ボタンを最後まで巧して入カフアン 
クシヨン名を決定ずる。 


6 他にも名前を変更したい入カフアンクシヨン 
びある場合は、手順2〜5を繰り返ず。 

SETUP 本体の SET UP ボタンを巧して終了 
します。 

入カファンクシヨン表示の設定を終了 
します。 


感メモ 

. RETURN ボタンを巧すと、文字入力位置を1つ前 
に戻すことびでさます。 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


SACD Setup (SACD ダイレクトモード設定 ) 


LUNK 接続で SACD を再生するときにこのダイレクトモードを設定すると、本機の DSP 回路を経由せず、1ビット DSD 
(Direct Stream Digital ) 方式の高音質をより忠実に再現できます。 



リモコンのボタンをむ下の順番で巧してか5手順1へお進 
み < ださい。 

①③ SYSTEM SETUP 

[[ AMP]J 国^ 嗓 lEN 资 

1 [5 .SACD Setup ] を選んで決定ずる。 


1-4 



System Setup 


[1.Surround Setup 

] 

[ 2.THX CINEMA Setup 

] 

[ 3.Input Assign 

] 


] 

[ 6.PHONO/LINE Setup 
[Exit 

] 

] 



2 


5.SACD Setup 

► SACD DIRECT 



3 


5.SACD Setup 

► SACD DIRECT [ 四 ] 


4 


5.SACD Setup 

SACD DIRECT [ON] 

>[ 圆] 


2 に ACD D 旧 ECT ] を決定ずる。 

3 [ ON ] または [ OFF ] のどち 5 かを選んで;夫定ずる。 

4 [ Exit ] を還んでミ央定ずる。 

SAC □ダイレクトモードの設定を終了します。 

System Setup を終了するときは、が^^を巧します。 


設 

定 


藏メモ 

• 工場出荷時は [ OFF ] に設定されています。 

. この SACD ダイレクトモードを [ ON ] に設定して、し LINK 経由 
で SACD を再生しにときは、 JiTF の設定び無効になりまず。 
Speaker Setting (畔 P.41) 

Speaker Distance (马 P.44) 
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入力信号/フアンクシヨンの設定 


PHONO/LINE Setup (PHONO/LINE 端子の切り換え設定) 


本磯 U アパネルの PH 日 N 日 / LINE IN 端テを PH 日 N 日端テとして使うか、 LINE 端テとして使うかを選択することびでき 
ます。政下の設定で PH 日 N 日に設定したときは PH 日 NO/LINE IN 端テにはフオノイコライヴーを巧蔵していないレコー 
ドプレーヤーを接続し、 LINE に設定したときはフオノイコライヴー内蔵のレコードプレーヤーまたはその他のオーディ 
才機器を接続してくださし、。 



1-3 




2 


6.PHONO/LINE Setup 


3 


6.PHONO/LINE Setup 

r id ル 1 " ル 
[LINE ] 



U モコンのボタンを!•ソ下の順番で巧してか6手順1へお進 
み < ださい。 




② 


SYSTEM SETUP 



1 [6. PH 0 N 0/ LII\IE Setup ] を還んで;央定ずる。 

THX CINEMA Setup の設定画面になります。 

2 [ PHONO ] または [ LINE ] のどち6かを還んでミ夫定ず 

る。 

それぞれの説明は上記をご賣ください。 

選択された設定び反転したまま [ Exit ] び自動で選択されます。 


3 [ Exit ] を決定ずる。 

PH 日 N 日/ LINE 端テの切り換え設定を終了します。 
System Setup を終了するときは、を押します。 

^ メモ 

工場出荷時は PH 日 N 日に設定されています。 
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基本操作 


操作を巧う前には必ず本機のま電源ボタンを 0 N (—) にしてくださし、。 


接続した機器を再生するときの手順です。本機では、 「 ANALOG / □に ITAL 信号の切り換え」（与 P.64) で入力信号を還 
んで、「 IJ スニングモードの還お」（与 P.65) で U スニングモードを還ぶことびをな操作です。 



2 


再生ずる機器の電源を入れる。 

本機の電源を入れる。 


AMP 


再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを巧ずたびに(本体の場合は 、 MULTI JOG を 
もに回すと)入力び順な切り換わります。リモコンの 
他機器操作ボタンで直接選択することもできます。 
必要に応じて入力信号の種類を選びまず。 
「 ANALOG / □に ITAL 信号の切り換え」（与 R64) 


'(movie 11 

'| MUSIC 1 

MODE 

t'n 

1 い 

隅盟 11 

|>を 




MODE 

11 … 

い ）II 

麵 1 

1 、 

「( enterII 


巧みのリスニングモードのタイ 
プを還ぶ。 

SURROUND 「 MOVIE」、「MUS に」、 

「 STEREO / □旧 ECT 」 の中か6選 
びます。 

ディスプレイに各タイプの名称び 
表示されます。 

手順4で選んだサラウンドモード 
の種類を和-►ボタンで選んで 
3 URR ENTER ボタンで巧定ずる。 

再生しているソースや還がされたチヤ 
ンネル数などに応じて選択でさます。 


3 


4-5 


© © © ©- 


MULTI CONTROL f _ 

fv^ lyipEo^ fPUD 

I だよ I I It 1 曲 ( (ITUHER^ I AMP I I 


—-v … 口 rtuui か 

s 加 us 比 DKR e"un 【 s 止 r + つこ _ 

< T > 

VIDEO SEL ♦扣 •"L — 了 DISC 

CD CD 

• HIECIICCESS SEARCH UWE 
SYSTEM SETUP GUK 

M & Q 3 

ess 

呼 

n "<^*11 g 一 

cmniL- 

な 

TV CONI 側 I 
TV … L m 


TVVOL IJ +3 

□ m 


iL±£J 

田 A«EL+ 

回 

の LUME 

0 


SSi 


IFCT frail 


皿 OFF^ON ボタン 


3 4-5 


2 




3 

7 


3 


4 


5 



6 


' 和ーボタンを押すたびに(本体の場合 

は 、 MULTI J 日 G を回すと）リスニング 
モードの種類び順な切0換わります。 
ディスプレイの下段にモードの名称び 
表示されます。 

詳しくは「リスニングモードの種類と効 
果」（畔 P.66) をご覧ください。 

手順1の再生機器の再生を開始ずる。 

音量を調節ずる。 

L " LJ [ - 8 0服撮ル値)か5 +12 d B (最大値)の範囲で調 

VOLUME 節でさます。 




^ メモ 

. 前面の入力端テに接続した機器を選 
おする口ま入力を 「 VIDE 日」にします。 


基本再生 


設定 操作/機能 
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基本操作 


96 kHz /24 ビツトフオーマツトディスクの再生について 

本機では、 DTS 目目/24や PCM 目目 kHz (24 ビツト/20ビツト/16ビツト）フオーマツトのソフトを高音質(す 
ベて9目 kHz で処理）で再生することびできます。 

DTS 96/24 己. Ich ソフト： U スニングモードは STEREO / D 旧 ECT モード於外のとさは DTS 9目 kHz と表示 
され、切0換えることはでをません(マルチチャンネル出力）。 STERE 日/□旧 ECT モードのときは目目 kHz 
STEREO と白色 kHz DIRECT わ’;切〇換ね0、 2 ch 再生をし、ます。 

96kHz 2ch ソフト （DTS または PCM) : STERE 日モードび自動的に選択されます。 

.DTS 9目/24フオーマツトはお手持ちの DVD プレーヤーび9日 kHz デジタル出力に対応していなくても、 
DTS 対応であれば本機を通して再生することびでをます。詳しくは、 DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧 
<ださい。 


ANALOG/DIGITAL 信号の切り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることびできます。 


2 
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1irAM のリモコンをアンプ操作モードにずる。 


再生したい入力信号を選択ずる。 

S に NAL SELECT ボタンを押すたびに、政下のよ 
ラに切0換わ0ます。 

I -» AUTO -» ANALOG -1 

- aORF «- DIGITAL ^ —— 

AUT 日にしたときは、 lLINK 一口 □ RF 一 DIGITAL 一 
ANALOG の優先順位で自動的に入力信号を選択します。 
(□□ RF は [XIRF 端テび割り当てられている入カファンク 
シヨンを選んでいるとさのみ選択することびでさます。） 



.SIGNAL SEI _ ECT ボタンで ANAL 日 G を選択した状態で 
DTS 対応の L □を再生すると、 DTS の原信号びそのまま再生 
されるため、ノイズび発生します。入力信号は必ず□に ITAL 
を選択してください。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジタル信号 
に制限びあ0ます ( DTS 信号を出力しないなど)。詳しくは、 
お使いの DVD プレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


感メモ 

• デジタル入力端テが割り当てられていない機器については、 S に NAL SELECT は、 ANALOG に固定されてい 
ます。 

• i . LINK 入力設定(马 P.59) をしていない LLINK 機器を再生する場含は、 S に NALSELECT は AUT 日に固定されま 
す。 

. 本機は、ドルビーデジタル、 DTS 、 PCM (サンプリング周波数 fs : 32 l < Hz 、44.1 kHz 、48 kHz 、88.2 kHz 
および 9 目 kHz )、 MPEG -2 AAC のデジタル信号に対応しています。また i . LINK 経由のデジタル信号では DVD 
オーディオ （1 目 2 kHz を含む)、 SACD にわ対応していまず。これ5しが!のデジタル信号は再生できないこと 
びあ0ますので、その場をはアナ□グ接続して ANAL 日 G を選択してください。 

• カラオケ機器のマイク音声、およびアナ n グオーディオのみ収録されている LD の音青はデジタル出力か5は出 
力されません。このよラな音声を再生するには必ず ANALOG を選択してください。 
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基本操作 


このリスニングモードを選ぶと、本機の DSP(Digital Signal Processor ) 回路で入力したデジタル音青信号を処理し 
て、お好みの効果を加えて再生することびでさます。 

好みのリスニングモードのタイ 
プを選ぶ。 

IRR0UND 「 MOVIE 」、「 MUS に」、 

「 STERE 日 / D 旧 ECT 」 の中か5選 
びます。 

ディスプレイに各タイプの名称び 
表示されます。 

手順1で選んだサラウンドモー 
ドの種類を如ーボタンで選ん 
で ENTER ボタンでミ夫定ずる。 

SURROUND 再生しているソースや選択された 
チヤンネル数などに応じて選択で 
さます。 

一今ボタンを巧すたびに(本体の場 
合は 、 MULTI J 日 G を回すと） U スニ 
ングモードの種類び順次切り換わ0 
ます。 

ディスプレイの下段にモードの名 
称び表示されます 


各モードごとに選べる種類は]^: TF のとお0です。 

MOVIE MUSIC 

THX CINEMA EXlPL II MUS に* 

□□PL II M 日 VIE * Neo : 目 MUSIC * 

□□PRO LOG に* CLASSICAL 

Neo : 目 CINEMA * CHAMBER 

ACTION JAZZ 

SCI-FI ROCK 

DRAMA DANCE 

MUSICAL 已 /7 -CH STEREO 

MONOFILM 
已 /7 -D THEATER 


STEREO/DIRECT 

STEREO 

DIRECT 




^ メモ 

.* 印のモードは、再生機器か5の入力信号びドルビーデジタルや DTS などのデジタルマルチチャンネル信号のと 
きは選がでさません。その場合は、入力しているマルチチャンネル信号のデコード名称び表示され、ちっとち音 
源に忠実な音声で再生します。 

• 各モードの特徴として、 「 M 日 VIE 」 はまに DVD などで映画ソフトを再生するとさ、 「 MUS に」は CD やテレビ放送 
でコンヴートホールなどの臨場感を楽しむときに適しています。 「 STEREO / D 旧 ECT 」 はステレオにか)再生 
モードです。詳しくは「 I 」スニングモードの種類と効尉（畔 P.66) をご覧ください。 


リスニングでードの選択 


操作/機能 


妨 




基本操作 


66 


リスニングモードの種類と効果 


ru スニングモードの選択」（畔 P .65) で選べる各リスニングモードについて、それぞれの効果を説明します。本機には政 
下の U スニングモードげあります。 


STEREO / DIRECT モード(ステレオ) 


左ちのフ□ントスピーカーからステレオ音声 (2ch) で再生するモードです。 

ドルビーデジタルや DTS などのマルチチヤンネルソースは 2ch にダウンミックスして再生します。 


種類 

効果 

ミち意点 

STEREO 

音場補正 (Surround Setup) の各設定を反映し、音声再生用機能 
(畔 P.73) の効果を加えてステレオ再生します。 


DIRECT 

2ch ソースを原音に忠実な高音質ステレオ再生します。 

アナ□グソースのとをは、 
「スピーカーシステムの設 
定」(- >P.41) で PLUS に設 
定してち、サブウーファー 
から音は出力されません。 


^ メモ 

「□旧 ECT 」 を選択しているときに、「アコースティックキャリブレーション EQ 」 （畔 P.72) や「便利な音青再生用機 
能」 （畔 P.73) を 日 N にすると、自動的に に TERE 日」 に切り換わります。 


MOV 旧モード（サラウンド) 


映画ソフトを楽しむときに適したモードです。 


種類 

効果 

ミち意点 

THX CINEMA 

あらゆる映画ソフトの再生に適します。 THX 独自技術により映画館 
の音響に近似した音場が得られます。 

2ch ソースのときは、 

「THX CINEMA Setup 」 

(马 P.56) で選ばれたデコー 
ド方法でマルチチヤンネル 
化します。 

□□PL II MOVIE 
(□□PRO LOGIC II 
MOVIE) 

2ch ソースを巳. 1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーサラウンド‘エンコード作品に効果的です。 

デジタル 7 ルチチヤンネル 
ソースを入力しているとさ 
は選択でさません。 

□□PRO LOGIC 

2ch ソースを 4. 1 ch 化します。ビデオテープや TV 放送などソースのク 
才 U テイを問わずご使用いただけます。 

Neo: 己 CINEMA 

2ch ソースを巨. Ich 化します。映画再生に適したモードで、 2ch ソー 
スを巨.] ch ソースと同じよラな雰囲気で楽しめます。 
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ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよラに再現 
され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

2ch 、 マルチチヤンネルの 
ソースを問わず、それぞれ 
に特徴的なサラウンド効果 
を得られます。 

SCI-FI 

(Science Fiction) 

セ U フと効果音の分離が良いため、 SF 映画などの SE (特殊効果音)の 
多いソースに効果的です。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーか b の音が一体となって、 1 つの大さなスピーカー 
のよラに響く イ;>(ージで、 落ち着いた雰囲気でストー U —性重視の映 
画の再生に効果的です。 

MUSICAL 

ミュージカルなどの音楽系ソースを再生しているときのサラウンド感 
や、コンサートホールのホール感を再現します。広い空間で音に包み 
込まれるよラな響きが特徴です。 

MONOFILM 

ちい映画やモノラル信号のテレビ放送も含め、すべてのソースに適し 
たマルチチャンネルサラウンドモードです。 

5/7-D THEATER 

2ch で収録された音声を、日 ch または 7ch のサラウンド効果で再生で 
きます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に効果的です。「サラ 
ウンドバックチャンネルモード」 （马 P.70) の設定内容により「已 - D 」 r 7- 
D 」 の表示び変わります。 







基本操作 


^ メモ 

r ヴウンドフ オーマツ トについて」（畔 P .97) に各 モー ドの技術詳細があります。 


CLASSICAL 


大型のコンヴートホールをイメージしています。反射音の遅延時間帯 
び長く、さ b に残響音を加えることでコンヴートホール特有の美しい 
響きと、オーケストラの迫力が楽しめます。 


CHAMBER 

石(コンク U —卜製)のコンサートホールをイメージしています。残響 
音豊かな本格的コンサートホールの響きを楽しめます。 

JAZZ 

ジャズクラブなどのル規模なホールをイメージしています。音の響き 
び強いのが特徴で、目の前で演奏しているよラな迫力と定位感を楽し 
めます。 

ROCK 

中規模コンサートホールをイ^ージしています。楽器の分離感と臨場 
感があり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

DANCE 

フ□アの床面が正方形をしているクラブをイ;>(ージしています。音の 
響をが強いのび特徴で、迫力のあるダンス S ユージックび楽しめま 
す。 

5/7CH STEREO 

標準のステレオに Ch ) 音声を加工することなく、ステレオ音声のまま 
已本または7本のスピーカーにて再生します。部屋のどの場所でも同 
じよラなステレオ感が得られます。 r サラウンドバックチャンネルモー 
问（与 P.70) の設定内容により r 已 CH 」 r 7 CH 」 の表示び変わります。 


2 ch 、 マルチチヤンネルの 
ソースを問わず、それぞれ 
に特徴的なサラウンド効果 
を得られます。 


MUS にモード（サラウンド） 


音楽ソフトを楽しむとさに適したモードです。 


種類 


効果 


ミま意点 


□□PLII MUSIC 
(□□PRO LOGIC II 
MUS に） 


2 ch ソースを己.] ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生するときに効果的です。 


デジタル7ルチチヤンネル 
ソースを 入力しているとを 
は選択でさません。 


Neo:6 MUSIC 


2 ch ソースを巨.1 ch 化します。フ□ントからは原音をそのまま再生す 
るため音質の変化びなく、音楽再生に適したモードです。 


操作\機能 


A イオニアオリジナルサラウンドモ—ド 
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基本操作 


サラウンドモードの効まを調整する 


MOVIE まには MUS にモードのエフェクト効果を調整します。調整できるサラウンドモードは MOVIE び 「 ACTION 」、 
rSCI-FI 」、 「 DRAMA」、「MUS に AL 」、「 MONOFILM 」、 「巳/ 7- DTHEATER 」 の 6 つです。 MUS にでは 「CLASS に AL 」、 
「 CHAMBER 」' 「 JAZZ 」' 「 ROCK 」、「 DANCE 」' 「己/ 7 CH STEREO 」 の曰つを調整ずることびできまず。 



3 4 


1効果を調整したいサラウンドモードを選択ずる。 (与 P .65) 

2 IJ モコンをアンプ操作モードにずる。 

3 EFFECJPSEL エフェクトレベルの設定にずる。 

<4^43ディスプレイに 「 EFFECT 」 び表示されるまで 

EFFECT/CH SEL ボタンを数回巧してください。 


4 



エフ;!:クトレべルの効果を調壁ずる。 

エフェクトレべルは1〇〜90の範囲で調整すること 
びでさます。10び最ち効果び弱 <、9 0び最ち効ま 
を強くします。10ステップで調整します。 


藏メモ 

工場出荷時の設定は已〇に設定されています。（ただし、巳/ 
7 CH STERE □のみ90に設定されています。） 
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スピーカーの 出カレベルを調整する 


再生している音を聞きなび5、チャンネルごとに出カレベルを調整できます。 



3 4 


1再生ずる。 （与 P .63) 


2 リモコンをアンプ操作モードにずる。 


3 


EFFECT/CHSEL 



出カレベルの設定にずる。 

EFFECT/CH SEL ボタンを押して調整したい 
チヤンネルを選びます。 


4 



出カレベルを調藝ずる。 

一1日.〇〜+10.日 d 目の範囲で調整できます。 


^ メモ 

スピーカーの 出カレベルの調整は、下記の4つの グループで 別々に 
設定巧能です。 

.STERE 日 モ_ ド(畔 P .66) . M 日 VIE モー ド (畔 P .66) 

.MUS にモード(畔 P .67) . MULTI CH IN モード(畔 P .76) 

/ SACD ダイレクトモード (畔 P .61) 


































基本操作 


□□PRO LOGIC II MUSIC モードに音響効まを加えて調整する 


□□ PR 日 L 日 G に II MUS にモードには3つの音響効果を加え、その効果を調整することびでさます。それぞれの説明は 
UTF の通0です。 

CENTER WIDTH :センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分けて出力することで、音色の不 
一致を禮和させることが可能になり、音楽再生により適した音場を創り出すことびできます。効果は〇〜7の範囲で調 
整することびでをます。0びセンタースピーカーか5のみの出力で、7はセンターチヤンネルの音青すべてを左ちのフ 
□ントスピーカーに振り分けます。工場出荷時は3に設定されています。 

DIMENSION : U スニングポジションか5前方の音場を強くするか、後方の音場を強くするかを調整することで、拡 
び0のある音場を創り出すことげでさます。一3か5 + 3の範囲で調整することびでさます。一3は U スニングポジ 
ションか5前方の音場び強くなり、+3はリスニングポジションから後ちの音場び強くなります。工場出荷時は〇に設 
定されています。 

PANORAMA :前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、サラウンド ch に囊げるようなサラウンド効果を加えます。 
正確な定位よりも雰囲気を楽しむための機能です。オンまたはオフの設定で、工場出荷時はオフに設定されていま 
す。 



□□PRO LOGIC II MUS にモードを選択ずる。 

(畔 P .65, 67) 


2 


AMP 


ス EFFECT / 州 SEL 

J 可 


4 


3 4 



リモコンをアンプ操作モードにずる。 

に ENTER WIDTH 」、「 DIMENSION 」、 
「 PANORAMA 」 の中か S 加えたい音響効 
果を選ぶ。 

ディスプレイに設定したい音響効果が表示さ 
れるまで EFFECT/CH SEL ボタンを数回押し 
て < ださい。 

それぞれの音響効果の詳しい説明は上記を参 
照。 

音響効果を調藝ずる。 

それぞれの音響効果の詳しい調整値は上記を参 
照。 


^ メモ 

本体で [XIPR 日 LOGIC II MUS にモードに音響効果を加える場を 
は、フ n ントパネルの EFFECT/CH LEVEL の SEI _ ECT ボタンを 
何度か押してディスプレイにに ENTER WIDTH 」、 
「 DIMENSION 」、「 PAN 日 RAMA 」 のいずれかを表示させ、 +/— 
ボタンを押して調整します。 


操作/機能 
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基本操作 


サラウンドパックチヤンネルモード 


本機ではサラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバックスピーカーか5音を出す(目. Ich また 
は 7.1 ch 再生)か出さない(己. Ich 再生)かを設定することびできます。また、サラウンドバックスピーカーを接続して 
いないとさでち、サラウンドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出すか出さないかを設定す 
ることちできますり（ーチャルサラウンドバックモード)。 


サラウンドバックチヤンネルの ON/AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを日 N 、 AUTO 、 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は政下の通りです。 

• ON :リスニングモードでサラウンドモードび選択されているときは最大7.] ch での再生を行います。 

.AUTO :日 N と同様ですび、日. Ich 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによってサラウンドバック 
チャンネルび日 N / 日 FF します。 

• OFF ；最大己] ch での再生を巧います。（サラウンドバックスピーカーから音は出ません） 



1 〇 010 0ち 

0000 0-6-0 〇 

參〇 〇 0-0- 

-6 •国 (© # # #)) 


1 


サラウンドバックチヤンネルを ON 、 
AUTO 、 OFF のいずれかにずる。 


SBCH M 日 DE ボタンを巧すたびに、日 N と AUTO 
と日 FF が切り換わります。 


冷メモ 

. サラウンドバックチヤンネル数を設定した後で r スピーカーシス 
テムの設定」（畔 P.41) を変更すると、サラウンド’バックチヤンネ 
ル数び自動で切り換わることがありますのでご確認くださし、。 

. サラウンドバックチヤンネル数は入カフアンクシヨンごとに設 
定されます。 

• マルチチヤンネル入カモードまたはステレオモードを選んでし、 
るとさは切0換えびでさません。 


パーチヤルサラウンドバックモードの ON/AUTO/OFF 


サラウンドバックスピーカーを接続していないときに、サラウンドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル 
音声を創り出すモードです。日 N 、 AUTO . 日 FF のいずれかに設定します。設定内容は L 处下の通りです。 

• ON ；リスニングモードで THXCINEMA 1； (がのサラウンドモードび選択されているときは日 N にな0、サラウン 
ドスピーカーか5仮想のサラウンドバックチャンネル音声を創り出します。ただし、ステレオ信号を入力 
しているときは Ne 日:目 CINEMA / MUS にまたはパイオニアオ U ジナルサラウンドモードのときのみ日 N と 
な0ます。 

.AUTO :日 N と同様ですび、目. Ich 再生検出信号を含んだソースや U スニングモードによってバーチャルサラウン 
ドノいックモードび日 N / 日 FF します。 

. OFF :サラウンドスピーカーから仮想のサラウンドバックチヤンネル音青は出ません。 
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パーチヤルサラウンドバックモードを ON 、 
些些 i AUTO 、 OFF のいずれかにずる。 

SBCH M 日 DE ボタンを巧すたびに、日 N と AUTO 
と日 FF び切り換わります。 


嫁メモ 

• バーチャルサラウンドバックモードは入カフアンクシヨンごと 
に設定されます。 

. マルチチャンネル入カモードまたはステレオモードを選んでい 
るとさは切0換えびでをません。 

• バーチャルサラウンドバックモードの動作時は、ディスプレイ 
に「十 VS 目」と表示されます。 








基本操作 


スピーカー システム A/B の 切り換え 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生される スピーカーび 変わります。必要に応じて使用する スピーカーシス 
テムを選択してくださし、。 


口 


[〇〇1 0000000 0 - 6-6 0 


參マ© 0-0-0 


国 


^ # # #)) 


口 


1 


% 乂モ 

へッドホンをへッドホンジャックに差 
し込んでいる間は自動的に日 FF に切り 
換わります。 


◎ 


スピーカー システムを切り換える。 

サラウンドバックシステムの設定（马 P.35) によって 
選択でをるモードび換わ0ます。 

ボタンを押すたびに、しソ下のよラに切り換わりま 
す。 

[Normal System 」 を選択している場合 

I—— ► A — ► OFF — , 


[Second Zone 」 を選択している場合 

I- ► A — ► B — ► A + B — ► OFF 


[Front Bi - Amp 」 を選択している場合 

I- ► A + B — ► OFF —I 


スピーカーシステム A 、 B 、 A + B について _ 

スピーカー端テか5の出力音声はスピーカーシステムの切0換えに応じて次のよラに変わります。 


A ( SP ^ A ) 


巨 （ SP ►巨） 


A + 巨 （ SP^A 目） 


0 FF ( SP > 


スピーカー端テ回のスピーカー(とサブウーファー)から音び出ます。 

[Normal System 」 のときは接続しているすべてのスピーカーか5音が出ます。 

[Second Zone 」 のときはサラウンドバックスピーカーじ(外、接続しているすべてのスピーカー 
か5音び出ます。 

[Front Bi - Amp 」 のときは SP ^ A を選択することはできません。 

サラウンドバックシステムを 「Second Zone 」 に設定したときのみ選択することびできます。ス 
ピーカー端テ固 ( SURROUND 目 ACK ) のスピーカーからのみ音が出ます。すべての音声成分は 
2 ch にダウンミックスされます 。 （MULTI CH IN モードのときは音は出ません） 

出力される音声は設定により異なります。 

[Normal System 」 のときは SP ^ A 目を選択することはできません。 

[Second Zone 」 のときは スピーカー 端子回と スピーカー 端テ回の スピー カーから音が出ます。 ス 
ピーカー端子固から出るすべての音声成分は 2 ch にダウンミックスされます 。 （MULTI CH IN 
モードのとさは音は出ません） 

[ Front 目 i - Amp 」 のとをはスピーカー端テ囚とスピーカー端テ回のスピーカーから音が出ます。ス 
ピーカー端子固か5出る音はスピーカー端テ因のフ□ントと同じ音び出力されます。 

スピーカーか5は音び出ません。ただし、プ U アウトか5は出力されていますので、入力信号の 
種類やスピーカーシステムの設定によってはサブウーファーか5音び出ることびあります。 


操作/機能 
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基本操作 


アコーステイツクキヤリブ レーシヨ ン EQ の ON/OFF 


r 視聴環境の周波数特性の補正」（畔 P.33) の設定を日 N / OFF します。自動設定を行っても、政下の設定び日 FF になってし、 
ると、ア]—スティックキヤ U ブレーシヨン EQ の効果は発揮されません（自動設定後は自動的に 「ALL CH AD 」 UST 」 で 
日 N になります）。言安定の日 N には 「ALL CH AD 」 UST 」 と 「 FR 日 NT ALIGN 」、「 CUSTOM ]」、「 GUST 日 M 2」の4つの 
モードびあります。詳細は政下の通0です。 

ALL CH ADJUST :部屋の特性を含めて、サブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性をフラットに 
補正します。すべてのチヤンネル間の再生音のつなげりが良くな0、サラウンドなどの音場のバランスび改善される 
ため、ワンランク上の臨場感、迫力をお楽しみいただけます。 

FRONT ALIGN :フ□ント左/ち ( L / R ) とサブウーファーを除いたすべてのチヤンネルの周波数特性を、フ□ントかの 
特性に合わせます。フ n ント ch についてはスピーカー本来の性能をそのまま引き出し、他のチヤンネルはフ□ント ch の 
特性に合わせることで、チヤンネル間のつながりと音場のバランスを改善します。 

CUSTOM 1:「視聴環境の周波数特性の補正」の設定値をコピー(保存)することびでさます。さ5に CUST 日 M にコ 
ピーされた設定値は手動で微調整することちでをます。 


CUST0M2 : CUSTOM ] と同様です。 




f _、 アコースティックキヤリブレーシヨン EQ を ON 

0^にする。 

ボタンを押すたびにアコースティックキヤ U ブ 
レーシヨン EQ な似下のように切り換わります。 

I— * ALL CH ADJUST — ► FRONT ALIGN — i 
I — OFF ♦ — CUSTOM 2 ♦ — CUSTOM 1 ^ 

ALL CH AD 」 UST または FRONT ALIGN . 
CUSTOM K CUST 日 M 2 のときは日 N とな 0 
MCACC インジケーターび点灯します。 


感メモ 

. アコーステイ ツクキヤ I 」ブ レーシヨ ン EQ の ON / OFF はすべて 
のファンクシヨンに共通で切り換わりまず。 

.MULTI CH IN モードでは、使用できません。 

. SAC □ダイレクトモードを [ ON ] に設定して、 LLINK 経由で 
SAC □を再をしたとをは、使用でをません。 

. U スニングモードで□旧 ECT を選択しているときにアコース 
テイツクキヤ U ブレーシヨン EQ を ON にすると、リスニング 
モードび自動的に□旧 ECT から STEREO に切り換わります。 

. 工場出荷時は OFF に設定されていますび 、 [Auto Setting 」 

(与 P.36) で才ートセツトアップを行ったときは ALL CH 
ADJUST で自動的に ON になります。 
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基本操作 


便利な音声再を用機能 


U スニングモードで□旧 ECT を選択しているときに、これ5の機能を日 N に 
か 5 STERE 日に切り換わります。 


すると、リスニングモードは自動的に D 旧 ECT 


デジタルノイズリダクション機能（ノイズのほ減） 


DIGITAL NR を日 N にすると、 
とびでさます。 


カセツトテープやビデオテープなど、雑音びをく含まれるソフトのノイズを低減するこ 


2 


-囲圍囲囲囲囲囲囲 I 
1圍圍關關 


SOURCE TV SYSTEM AMP 
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sum 化 CNR MBTimEr+ て 
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• WECIKtESS SLUOIUODE 
s'sra sEiup gude 
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f 〇 〇1 0 0 0 〇 〇 C 

戸 0-0-6 〇 

戀0 0 0-0-0 • 1 

1 (© # # #)) 


口 


2 


AMP 
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リモコンをアンプ操作モードにずる。 

DIGITAL NR を ON にずる。 

ボタンを押すたび 、 DIGITAL NR び日 N または 
日 FF に切り換わります。 

日 N にすると DNR インジケーターび点なします。 


^ メモ 

• UTRD 場含は、□に ITAL NR を日 N にしてちノイズび十分に低減 
されないことびあります。 

-突然のノイズ 
-極端に大さいノイズ 
-高い周波数成分を非常にをく含む信号 
-ちともとノイズのかない録音状態の良い信号 
• 各音源に巧し、□に ITAL NR は政下のよラな改善効果びあります。 
ステレオ再生時 

-アナ□グ入力時 10〜18服 

-デジタル入力 ] 〇〜1日 d 巨 

- AM / FM チューナー1日〜1已 d 目 
M 日 VIE または MUS にモードで再生時 目〜1 Od 巨 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用でさません。 

.( i . LINK を含む)デジタル接続で DVD 才ーディオ、 SACD と 8 S .2 kHz 
ULL の入力信号を再生しているときは、使用できません。 


ッドナイトリスニング機能（ル音量での快適なサラウンド再を） 


音量を小さ<すると、サラウンド効果げ弱くなった0、微かな音やセリフなどび聴をとりに<くなることびありま 
す。ミツドナイト U スニング機能は、ボ U ユームレべルやソースに応じて様々な補正を行いますのでル音量でも全体 
のバランスび良い状態で映画などをお楽しみいただけます。 


の® 

I T Jj TV 側 m 
TVVOL い I) 

固挡 


が^ 


圏 




□ 



口 


\〇 〇1 0 0 〇ち 

〇 〇 0 0-0-00 

雜 〇 〇 0-0-0 

•圓（位雜獲翁)) 

Wih mm t ■一 ■ 


ミツドナイトリスニング機能を ON にずる。 

ボタンを押すたびに、ミッドナイト U スニング機 
能び日 N または日 FF に切り換わります。 

日 N にすると MIDN に HT インジケーターび点灯しま 
す。 


游ゾモ 

• この機能は音量び一2日 d B よ0ル音量のときに効果びあ0、 
音量に合せてサラウンド効果ち自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用できません。 

. SACD ダイレクトモードを [ ON ] に設定して、 LLINK 経由で 
SACD を再生したときは、使用できません。 

. ラウドネス機能との併巧はでをません。 

• lLINK 経由で DVD オーディオ （1 92、17目 kHz ) を再生してい 
るとをは、使巧でをません。 


操作/機能 
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基本操作 


ラウドネス機能（ル音量時の高ほ音域の補正) 


ラウドネス機能はボリユームレベルに応じて、低音域、高音域のレベルを適正値に補正します。 



1 リモコンをアンプ操作モードにずる。 


2 


LOUDNESS 



ラウドネス機能を ON にずる。 

ボタンを押すたびに、ラウドネス機能げ日 N または 
日 FF に切り換わります。 

日 N にすると L 日 UDNESS インジケーターび点なし 
ます。 


^ メモ 

• この機能は音量び一2 0 d 巨よりル音量のとをに効果びあり、 
音量にをせて効果ち自動調整されます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用でさません。 

. SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 LLINK 経由で 
SACD を再生したときは、使用できません。 

• ミツドナイト U スニング機能との併用はできません。 

. LLINK 経由で DVD 才ーディオ（ I 目2、 ] 7目 kHz ) を再生してい 
るとさは、使用でさません。 


トーンコント□—ル機能（巧みに応じた高低音の調整) 


I ''ーンコント□ール機能を ON にすると、低音、高音びお好みによって調整でさまず。 


2 

3 
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I 圍圍圍圍圍 
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1 リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 THE I ンコント□- ルモー ドを ON にずる。 

Cj 3 ^ ボタンを巧すたびに I -ーンコント□ールモードび 
ON または BYPASS に切り換わります。 

ON にすると TONE インジケーターび点打します。 

3 bass/treble 低音か高音を選ぶ。 

もり )ディスプレイに rTONE : BYPASS 」 び表示された 
5手順2に戻 D 卜ーンコント□ールモードを ON に 
して < ださい。 

ボタンを巧すたびに低音 ( BASS ) と高音 
( TREBLE ) び切りおわります。 
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游メモ 

. I -ーンは、 一6 〜 +6 cl 日の範囲で調整できます。 

.THX CINEMA、MULTI CH IN モードでは使用でをません。 

. SACD ダイレクトモードを [ ON ] に設定して、し LINK 経由で 
SAC □を再生したときは、使用できません。 

. LLINK 経由で DVD 才ーディオ （1 92、1 76 kHz ) を再生してい 
るとさは、使用できません。 











応用操作 


CD や DVD などの音声信号に対し、ダイナ S ックレンジの拡大、および周波数ち向の広帯域化を巧い高音質化します。 

/-^ 


•を K け 11111 Q 

-圍圍圍圍圍 
補围围■围圍围围 


1 リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 HtBIT 才ーデイオスケーラー機能を ON にずる。 
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ボタンを巧すたび、オーディオスケーラー機能び 
日 N または日 FF に切り換わります。 

日 N にすると Hi - BIT / SAMPLING インジケーターび 
点口します。 


2 


感メモ 

.MULTI CH IN モードでは使巧でさません。 

. U スニングモードで□旧 ECT を選択しているときにオーディ 
オスケーラー機能を日 N にすると、 U スニングモードび自動的 
(こ DIRECT む、 5 STERE 0 I こ切0換ね〇ます。 

. (し LINK を含む)デジタル接続で DVD オーディオ、 SACD と 
S 8.2 kHz し^上の入力信号を再生しているとをは、使巧でさま 
せん。 


DVD ソフトなど、本機を通して映像と音声を楽しんでいるとき、映像の動きとセ U フなどの音声とび合っていない場 
合は、音声を遅5せることで、映像の動さと音声とを合わせることびでさます。 


• ミ , A や tH，"U 口 

•圍圍圍圍圍 
•圍圍圍圍圓 
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リモコンをアンプ操作モードにする。 

ヴウンドディレイの設定にずる。 

ディスプレイにの ELAY 」 が表示されるま 
で巧して < ださい。 

音声のディレイ時間を調藝ずる。 

0.0 〜日 .0 フレームの 範囲で、0.1 フレーム 単 
位で調整することができます。最大日.2秒まで 
調整可能です。 
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.MULTI CHIN 、 DIRECT モードでは使用できません。 

. SACD ダイレクトモードを[日 N ] に設定して、 LLINK 経由で 
SACD を再生したときは、使用できません。 


サウンドデイレイ機能 


才ーデイオスケーラー機能 


操作/機能 
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応用操作 


DVD 才ーデイオ / SACD (マルチチヤンネル入力)の再を 


MULTI CH IN 端子に接続した機器の各チャンネルの音声を、すべてアナ□グ処理のまま忠実に高 SN 比にて再生しま 
す。映像は入カファンクション選おで選ばれている機器の映像び映ります。接続については 「 DVD オーディオ / SACD 
プレーヤーの接続」（畔 P.20) をご覧ください。 

• スピーカーシステムの設定（畔 P.41) で無し （ N 日）に設定されているチヤンネルからは音び出ません。 


画圆 



• 









)-0 0 〇 

U ピ ly 


[ MULTI 叫マルチチヤンネル入力にずる。 

^-^ ボタンを巧すたび、日 N と日 FF び切0換わ0ま 

す。 


感メモ 

• マルチチャンネル入力信号にはリスニングモードの効果を加 
えることはでさません。 U スニングモードを切り換えると 
MULTI CH IN モードは rOFF 」 になります。 

• 「アコースティックキャ U ブレーシヨン EQ 」 （畔 P.72) や「便利 
な音声再生巧機能」（畔 P.73) を日 N にすることはでさません。 

• 入カ フアン クシ ヨン ごとに MULTI CH IN モー ドを設定す る 
ことびでさます。 

.MULTI CH IN モードは入カフアンクシヨンごとにラスト;< 
モ IJ 一されます。 


DUAL MONO (デュアルモノ)の再をと設定 


モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号のことを]+ ] デュアルモノラル信号といいます。ここではデュア 
ルモノラル信号び入力されたとさにどち5の音青をどのスピーカーか5出力するかを設定します。この設定は、例え 
ば政下のような MPEG-2 AAC やドルビーデジタルの1 +1 デュアルモノラルフオーマツトのソースにのみ有効です。 

•巨 S デジタル放送のモノラルの二か国語放送や音声多重放送など 

ステレオの二か国語放送などはデュアルモノラルとは異なるフオーマツトになります。 

- 2 か国語放送などを DVD レコーダーのデュアルモノラルモードで録画したもの 
録画モードの名称は機器によって異な 0 ます。詳しくは DVD レコーダーの取扱説明書をご賣くださし、。 

chi :チヤンネル1の音声のみを再生する場合。 

ch 2 :チヤンみレ2の音声のみを再生する場合。 

chi / ch 2 :チヤンネル1/チヤンネル3の音声をそれぞれ左/ちのフ n ントスピーカーから分けて再生する場合。 
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RETURN 
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3 秒む上押し続けてデュアルモノの設定を変更 
ずる。 

ボタンを押し続けることで政下のように切り換わ 
0ます。 



DUAL chi -» DUAL ch2 

- DUAL ch1/ch2 < - 



聞さたいチヤンネルび表示されているとさに指を 
離して < ださい。 


デュアルモノ信号を検出すると因と回び数秒点滅し ^ 

ます。その後 ch ] 選択時は口、 ch 2 選お時は回、 ^ク t 

chl / ch 2 選択時は因回び点灯します。 工場出荷時の設定は DUAL か ] に設定されてしほす。 








応用操作 


イオ再を（パソコンと組み合わせて使う） 


USB AUDI 日端テとパソコンを接続することで、パソコンに記録されている音楽データを本機を通して再生することび 
できます。 US 巨接続できるパソ]ンの日 S は rWinclows@XP」、「Windows^ 2000J、[Windows® Millennium 
EditionJ、「Windows® 98 Secound EcHtionJ、「Windows® 日引のいずれかです。これしが!の動作は保証しませ 

ん。 US 巨オーディオ再生するにはまず「ドライバーのインス!-ール」を行います。ドライバーのインストールび完了し 
たことを確認した撥、 「USB オーディオ再生する」をご賣ください。 


^ メモ 

パソコンによっては上記の日 S びインスI''ールされてい 
てち、動作び保証でをない場含びあ0ます。 


Microsoft および Windows は米国 Microsoft 
corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 


ドライパーのインス I ル 


本機の USB AUDI 日端テを使ってパソコンの音楽を再生するためには、ドライバーをインスI-ールする必要びありま 
す。ドライバーは日 S に標準添付されているものを使い、インス!ルの手順はパソコンの指示に従って巧います。一 
度ドライバーをインストールすれば次回からインストールするぶ、要はあ0ません。日 S によっては日 S の CD-R 日 M が必 
要になる場合びあ0ますので、お手元にご巧意ください。 
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PC 


USB ケーブル 


^ メモ 

.USB 八ブおよび US 目延長ケーブル経由 
で接続した場合の動作は保証しませ 

• USB ドライバーのインストールをして 
いるとさは、 US 巨ケーブルを巧かない 
で < ださい。 


T 本機の rUSB AUDIO 」 端子とパソコン USB 端テを接続 
ずる。 

市販の US 巨ケーブルをご使用ください。 

2 パソコンの電源を入れる。 

パソコンの日 S び起動した後、本機の US 巨ポートを自動検出 
します。このとき本機の電源は主電源び日 FF でも STANDBY 
状態でち構いません。 

3 0 S の指示に従ってドライバーをインス I ルしていき 
まず。 

例えば、 「Windows® XP」 をお使いの場含は、特に指示はな 
くすベて自動でインスI-ールび行われまずび、その他の日 S を 
お使いの場合は、インスI-ールの達中でダイア□グボックス 
び表示されますので、その指示に従って操作していきます。 
ドライバーのインスI-ールには数分かかります。 

お使いの日 S によっては、日 S の CD-R 日 M びぶ、要な場含びあり 
ます。その場合は指示に従って CD-R 日 M を入れてください。 


操作/機能 
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応用操作 


ドライパーのインストールの確認 


ドライバーのインストールび完了した後、ドライバーび認識されているかどうかを確認します。 


4-6 画面は Windows XP のをのです。 



因!^ の E ATA / ATAPI :]ント□ーラ 
•* A SCSI 卜 RAin s 


回巧 US 日 (Universal Serial Bus ) SU 卜 □ ーフ 

h 切 ( r ) 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller 
USB ル-卜 / ヴ 
US 巨巧含デバイス 

\ ♦ ’ 一 午ーボード - 

♦ j -1、/ド1-々 _ 

f 曰0サウンド、ピテ木も'よ U ヴ-ム〕ントロ-ラ 

[ 々 USB 才-ディオデバイス 
ィオ uoutu 

巧 巧’才 CODEC 
巧 がィアエ4口-ルデバイス 
0レガシオ-ディオドライ" 

々 レガシピデオキャブチサデバイス 


田 J システムデバイス 
あーディスウド争け 
、ち ディスブレイアタブタ 

I m レ . — つ、 . J 、 


f 曰曲ヒュ-マンインターフェイスデバイス 


曲 HID 宰抛〕>ンバ利柳デバイス 


( USB ヒューマンインターフ j イスデバイス 

J 


V. uei U …I 

+ im フ日でウヴ 


rp ‘St -in、,. 口 — 二.,つ h っ、 ， Ln— 二 



1 「スタート」メニューか sr 設赴一 r コント□-ル 
バネル」を選びク U ックずる。 

コント□ールバネルの画面び表示されます。 

2 「システム」のアイコンをダブルクリックずる。 

3 「デバイスマネージャ」のタブをクリックずる。 

「種類別に表示」び選択されていることを確認します。 

4 「サウンド、ビデオ、および ゲームの コント □一 
ラ」の項目の中に rusB 才ーディオデバイス」び認 
識されていることを確認しまず。 

5 「ヒューマンインターフェイスデバイス」の項目 
の中に 「 H I D 準拠コンシューマ制御デバイス」お 
よび ru S B ヒューマンインターフェイスデバイ 
ス」が認識されていることを確認しまず。 

3 ruSB (Universal Serial Bus) コント□—ラ」の 
項目の中に ru S B 複合デバイス」び認識されてい 
ることを確認しまず。 


^ メモ 

. 上記のデバイスび認識されていない場合は、 USB ケー 
ブルを抜き差しして再度、デバイスドライバーびイン 
スI-ールされるか試してみてください。それでち認識 
されない場合は、バソコンを再起動してみて<ださ 
い。 

. 0S によって言葉び異なる場合びありまず。 
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応用操作 


USB 才ーデイオ再生する 



2 


1バソコンの電源を入れる。 

正常に起動するまでお待ちください。 

2 ^ 本機の電源を入れる。 


3 


3 

5 


皿 OFF_ON ボタン 



3 


5 


入力を USB にする。 

ボタンを押ずにびに(本体の場合は 、 MULTI JOG を 
ちに回すと)入力び順;欠切り換わります。 

入力信号設定は□に ITAL に固定されます。 


4 バソコン側で再生操作をずる。 

本機に接続しているスピーカーからバソコンで再生している 
音楽の音び出ます。 

5 本機で音量を調節ずる。 

本機に接続しているスピーカーからパソコンで再生している 
音楽の音が出ます。 

パソコンでの音量調節を必要です。 


^ メモ 

• パソコンか5本機をコント□-ルしたり、本機か5パソコン 
をコント□—ルすることはでさません。 

. US 目オーディオ再生しているときは、本機の電源を切った 
り、入力を切り換えたりしないでください。パソコンの誤動 
作の原因になることびあります。 

. US 巨オーディオ再生中は、 US 巨ケーブルを抜かないで<ださ 
し、。 US 日ケーブルを抜くときはパソコンで再生中の音楽ソフ 
卜を閉じてか5抜いてください。 

. パソコンのビープ音は US 巨オーディオ再生していると本機の 
スピーカーか5ち出力されます。ビープ音を出したくないと 
さはパソコン側で設定を行ってください。 

. パソコンの使用環境によっては、音び途切れたり、ノイズび 
発生することびあります。 

.USB オーディオ再生は 2ch ステレオ再生のみのサポートです。 
マルチチヤンネルサラウンド再生を巧うことはできません。 

. 本機リアパネルの USB AUDI 日端テに入力された音声信号は 
DIGITAL OUTK 2か5は出力されません。 

• 再生中は他のアプ U ケーシヨンを使用しないでください。ノ 
イズび入ることびあ0ます。 

• 本機の US 目部分は、 US 目バスパスワード動作しています。 
よって、本機の電源び日 FF 状態でも、パソコンの電源が日 N の 
場合、パソコンは、本機を認識しています。 

本機！;^外の音源を使用したい場合は、必要に応じてパソコン 
の音源の設定を変更してください。 

• 本機か 5US 巨経由でパソコンへ音を転送することはできませ 
ん。 


操作/機能 
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応用操作 


へツドホンをほラ 



PHONES 


1 へッドホンのプラグを PHONES 端テに差し込む。 


^ メモ 

• へッドホンを差し込むとスピーカーか5音は出なくなりま 
す。ただし、 MULTI CH IN モードのとをはサブウーファーか 
5のみ音び出ます。 

• 各 U スニングモードの効果は 2 ch にダウンミックスされます 
び、 2 ch ソースに対してマト U クスデコードによるサラウン 
ド処理は行いません。 

.MULTI CH IN モードのとをは、 MULTI CH IN 端子の 
FR 日 NT 囚、回の音青をヘッドホンか5出力します。 

. へッドホンを差し込んでいるときは SYSTEM SETUP を巧ラ 
ことはでさません。 


ビデオ七レクト機能(別のフアンクシヨンの映像を見る) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聞きながら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることができ 
る機能です。 


3 
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1 音楽 ソース を再生する。 

(「基本再生」与 R 63) 

2 rr — リモコンをアンプ操作モードにずる。 

L (AMP 

U モコンげアンプ操作モードに切り換わります。 

3 VIDEO SEL 映像のみを再生したいビデオ入力を選巧ず 

る。 

' 一一 " ボタンを巧ずたびに(下のように切りおわりま 

す。 

I~~» DVD/LD —— * TV/SAT -» VIDEO —■ 

- OFF -- VCR 2 «- VCR1/DVR 户 





o 

n 

「00100000 
參 0 0 0 - 6-0 • 

「。 6 5-0-0 0 

国 (03 # # #) 

0 

i 

1 

に 

r —I 



3 


4 手順3で選択したビデオ入力機器を再生ずる。 

(「基本再生」 ■=^ Pi 63) 


^ メモ 

ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンク 
シヨンを切り換える（または他機器操作ボタンを巧す）とキャン 
セルされます。 
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ディスプレイの明るさを調舊する 


応用操作 


U モコンの DIMMER ポタンを使って、本体のディスプレイの日月るさを調整できます。 


2 
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AMP 
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リモコンをアンプ操作モードにずる。 

リモコンびアンプ操作モードに切り換わります。 

好みの明るさに調藝ずる。 

ボタンを巧すたびにディスプレイの明るさを 4 段 
階に調整でをます。 


^ メモ 

• 調整値にかかわ5ず、操作時は一時的に明るく表示します。 

• 明るさを一番暗い設定にしたとをは、 lLINK インジケーター 
と MCACC インジケー ターも消灯します。 


本機をほった録音/録画 


オーディオ機器か5の音声やビデオ機器か5の映像、音声を本機を使って録音/録画する方法について説明します。 
ソース機器と録音-録画機器の接続は「接続」（- >P.22,23,24) をご賣ください。 


.围圍围围围围圍围圃 
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録音または録画したいソースを選ぶ。 

ボタンを押すたびに(本体の場合は 、 MULTI JOG 
をちに回すと)入力が順次に切0換わ0ます。 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 

入力信号を選択ずる。 

デジタル録音するときは、 DIGITAL を選択しま 
す。詳しくは 「 ANAL 日 G / D に ITAL 信号の切り換 
え」（畔 Pi 64) をご賣ください。 


囚因 

TVVOL に +'J 政刪 J VOLUME 

□ So 曰 


4 

5 


録音機器の録音またはビデオデッキ ( DVD レコーダー） 
の録画を開始ずる。 

録音または録画ずるソースを再生ずる。 


^ メモ 

. 音声はアナ□グーデジタル変換していませんので、接続ずる信号の種類を合わせてください。 

. 映像はコンポジットまたは S ビデオで接続し、ソース機器と録画機器のコードの種類を合わせてください。 

• オートセットアップ(畔 P .8, 36) を行っているときには録音-録画を行わないでください。 

• 各録音信号に、本機の音量、チャンネルレベル、「便利な音声再生用機能」（畔 P .73)、 U スニングモードの設定 
は、反映されません。ただし、 PH 日 N 日入力を録音するとをは「便利な音声再生用機能」、 U スニングモードの 
設定は反映されます。しかし、この場含操作するたび音びとぎれることびありますので D 旧 ECT モー问こして 
録音することをおすすめします。 

. デジタル出力については、再生はできてち信号の種類やコピーガード、録音機器の仕様などによ0録音できな 
いものびあります。この場合はアナ□グ接続で録音してください（畔 P .23)。 

.MULTI CH INPUT に入力された音声は、録音することびできません。 

. DVD などのビデオソフトの中にはコピーガードび設定されていて録画できないものびあ0ます。 
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u モコンにぶる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定 


付属のリモコンを使って、本機政外のパイオニア製品 （ DVD プレーヤーなど)や他社の機器（ビデオデッキ、テレビな 
ど)を操作することびできます。お手持ちの機器のプ U セットコードび U モコンに登録されている場合は、該当する 
コードを呼び出して簡単に本機のリモコンで操作できるようになります （Preset Recall )。 プリセットコードび登録 
されていない場合、または本機のリモコンで操作できる機能を追加したい場含は、その操作のリモコンコードを直接 
登録(学習)ずることびできます ( Learning )。 

^ メモ 

. ケーブル TV チューナーとモニター TV などを登録したいときは、モニター 
TV を TV C 日 NT 、 ケーブル TV チューナ ー( ソース機器)を TV/SAT に登録す 
ると便利です。 

. リモコンび他機器の操作モードになっていても 、 TV C 日 NT に登録された機 
器は TV CONTR 日 L ボタンでいつでも操作することびでをます。 

•] 分間放置すると U モコンのディスプレイは自動的に消えますび、いずれか 
のボタンを押すとその続きか5設定び再開されます。 


各種リモコン設定中（畔 P .82 〜96)、 U モコンディスプレイの左上部に 
左記のマークび表示されたときはそのボタンを使用して設定作業を行 
ラことを意陈しています。 


リモコン設定操作ガイド 




TV CONTROL ボタン 


Preset Recall セットアップモード(プリセットコードの巧び出し) 


ここでは、本機の U モコンの他機器操作ボタンに、操作したい他機器のプリセットコードを登録します。 

藏メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

• リモートセットアップモードを解除しないと、リモコンで本機や他機器を操作することびできません。 



REMOTE リ モートセットアップモー ドにずる。 

SETUP 

リモコンのディスプレイにに ETUP 」インジケー 
夕-と Remote Setup 方 ニ ユ-び表示されま 
3秒間 す。 

押し続ける 



「Preset」 を選んで決定ずる。 

U モコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点減します。 


3 プリセツトコードの登録をしたい他 

機器操作ボタンを選択ずる。 

く ITEM >び表示されます。操作する機器 
と他機器操作ボタンとの名称を一致させて 
おくことをおすすめしますび、異なる名称 
の機器を登録することも可能です (T V ボタ 
ンに L D プレーヤーのプリセツトコードを 
登録するなど）。異なる名称の端テ（入力 
フアンクシヨン）に機器を接続していると 
さは、その端テに対応する他機器操作ボタ 
ンを選択してください。 
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II モコンにぶる他機器の操作 
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登録したい機器の種類を選んで決定する。 

リモコンのディスプレイにメーカー名び表示され 
ます。 


R 登録したい機器のメーカーを選ぶ （ r プリセツトコード 
メーカ——覧」 畔 P.100 )。 

同じ方ーカー内にプ U セットコードび複数ある場合は一1、 一 
2と続いて表示されます。 


6 選択した機器にリモコンを向けて E NTER ボタンを巧 
ず。 

リモ]ンか5その機器の電源日 N / OFF 信号び送られた媛に、 
リモコンのディスプレイに <日 K ? >び表示されます。 

機器の電源が ON / OFF した場合 

その機器のプ U セットコードび呼び出されました。「丫 ES 」 を 
選んで、手順7へお進みください。 

機器の電源び ON / OFF されなかった場合 

呼び出されたプリセットコードびその機器の U モコンコード 
と一致していない可能性びあ0ます。同一;<ーカーで機器の 
プリセットコードび複数ある場含は 「 N 日」を選んで決定した後 
に、別の番号を使って手順己からやり直してください。 

^ メモ 

. ENTER ボタンは選おした機器に向けて巧さないと、機 
器の電源は日 N / 日 FF しません。 

• 選択した機器に STAND 目 Y / 日 N モードがない場含は、正 
しく設定できていても電源は日 N / 日 FF しません。この場 
合はそのまま手順7へ進み、その後に実際に操作でさるか 
どラか試してみてください。 

• 表示されているすべての番号を押しても電源び日 N/OFF 
または操作でさない場含は「 Learning セットアップモー 
ド」（畔 P .84) で登録してくださし、。 


プリセツトコードの登録を決定ずる。 

に日 MPLETE 」 と表示され 、 Remote Setup メ 
ニューの表示画面に戻0ます。 

手順2〜目を繰り返し、その他の機器を設定しま 
す。 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態になります。 


リモ n ンの操作 


83 





u モコンにぶる他機器の操作 


Learning セットアップモード(他機器のリモコンコードを登録する) 


本機の U モコンで操作したい他機器のプ U セットコードび登録でさない場合は、し: TF の手順で他機器のリモコンコー 
ドを本機の U モコンに登録(学習）することびできます。プ U セットコードを設定しただけでは使用でをない操作につ 
いても、 L 处下の手順で本機の U モコンに追加登録(学習）することびでをます。 

^ メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

• リモートセットアップモードを解除しないと、リモコンで本機や他機器を操作することびできません。 



™ TE リモートセットアップモードにずる。 

U モ]ンのディスプレイにに ETUP 」 インジケー 

^^^^ 夕-と Remote Setup 式 ニ ュ-び表示されます。 

3秒間 
押し続ける 



「 Learning 」 を選んで決定ずる。 

リモコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点減します。 


3 リモコンコードの登録をしたい他機 

器操作ボタンを選択ずる。 

操作する機器と他機器操作ボタンとの名称 
を一致させておくことをおすすめします 
び、異なる名称の機器を登録することち巧 
能です ( TV ボタンに L D プレーヤーのボタ 
ンを登録するなど)。異なる名称の端子(入 
カフアンクシヨン）に機器を接続している 
とさは、その端子に対応する他機器操作ボ 
タンを選択してくださし、。 



M SOURCE TV 

4 © © 


DIMMER lOUONESS TONE EFFECT 扣犯 

SIGNAL SEL DNR BASSTfl£BL£ r +-T 



登録したい操作ボタンを選択ず 
る。 

選択された他機器操作ボタンと選択さ 
れた操作ボタンを表示後、 「 LEARN 」 
び点滅表示されます。 

手順3で TV C 日 NT を選択した場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにも登録する 
ことびでをます。 


TV CONTROL — 
ボタン 
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II モコンにぶる他機器の操作 


由 GMLSL DNR ，が . TDE 化 E 「+ 

<?> 

VIDEO$EL H"n ♦’IjL—J D 旧 C 

<!? r > 

, — [MECTIRESS SUKHHCOE 



^BSS^ ^ T DISFIMDE 

し J 恆喃 I 

0S7 _ B ) _ 脚 ' 


6—8 


5 「LEARN」 が点滅している間に他機器のリモコンを下図 
のよラに本機のリモコンに向け、他機器リモコンの登 
録したい操作ボタンを巧ず。 


①本機と他機器の U モコンを互いに下のように向けます。 

- 5〜 20cm - 


觸 lEgii 


~ n On 日 0 日 □□□ 

髓。日端目9 

ddu 〇1川0日□口 □ 


③登録したい他機器 U モコンの操作ボタンを押します。「日 K 」 び 
表示された後、 < Contmue ?> び表示されます。 

- 「 SelectKey 」 び点 a している場をは手順4からやり直してくださ 
い。 

0 登録を続ける場合は、 LU 下の手順を行いまず。 

同じ他機器操作ボタンに別のリモコンコードを追加登録 
ずるには 

「 Yes 」 を選んでま定した後に、手順4〜己を繰り返します。 

別の化機器操作ボタンにリモコンコードを登録ずるには 

「 N 0」選んでま定した後に、手順2〜日を繰り返します。 


「Exit」 を選んで決定ずる。 

Remote Setup メニユーの表示画面に戻ります。 

「Exit」 を選んで決定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態になります。 



嫁メモ 

• 手順己で 「 NG 」 と表示されたり、登録後に実隙に操作できない 
場含は下記の方法を試してみてください。0」モコンコードに 
よっては正しく登録できないものもあります） 

手1憤日でリモコン同±の距離を変えてみる 
U モコンコードび正しく認識される場含があります。 

• 手順己で 「 FULL 」 と表示されたときは、^モ U に十分な空き容量 
び無いことを示しているので l ^ TF の方法を試してみてくださ 
い。 

別のポタンの設定をクリアしてか目登録し直してくだをい。 
「リモコンの設定クリア」（畔 P .95) 


リモ n ンの操作 
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u モコンにぶる他機器の操作 


他機器のリモコン操作 


• l ^ TF のリモコン操作を巧ラには、あらかじめ操作したい機器の U モコンコードを登録しておくぶ、要びあります。詳 
しくは「他機器を操作するための U モコン設定」（畔 P .82) をご覧ください。 

• 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、リモコンをその機器の操作モードにしてく 
ださい。各機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作でをないボタンちあります。 


ボタン 

DVD 

テレビ 

己 S デジタルチュー 
ナー内蔵テレビ 

CATV 

V 下 R 
(ビデオ 
デッキなど） 

CD/CD-R/ 

MD/TAPE 

TUNER 

DVD レコーダー 

日 S デジタル 
チューナー 

LD 

6 

電源の ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

電源の 

ON/OFF 

► 

再を 

巨 S 吕 

攝 


再生 

再を 

BAND 

■ 

停止 


d (データ連動） 


停止 

停止 

CLASS 

II 

一時停止 




一時停止 

一時停止 

RF ATT 

►► 

早送り 

BS1 1 

黄 

ページを]つ 
上げる 

早送り 

早送り 

TUNING + 


早戻し 

巨 S7 

ホ 

ページを]つ 
下げる 

早戻し 

早戻し 

TUNING- 

►►1 

次のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

チヤンネルを 1 つ 
上げる 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

チヤンネルを 

1 つ上げる 

トラックの 
頭出し 

STATI0N + 


前のチャプター 
(トラック)の 
頭出し 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

チヤンネルを 1 つ 
下げる 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

チヤンネルを 

1 つ下げる 

トラックの 
頭出し 

STATION- 

♦に度巧し） 

[DVD レコー 
夕’一 ] 録画 

BS 已 

青 


録画 

[巳 D-R/MD/ 
TAPE] 録音 

MPX 

RETURN/ 

EXIT 

[DVD/DVD レ 
コーダー ] 設定画 
面などで 1 つ前に 
戻る 

戻る 

設定画面などで 1 つ前に 
ぉる 

Exit 




TOP MENU/ 
GUIDE 

[DVD/DVD レ 
コ — ダ—]トップ 
メニュー画面を 

表ぉ 


番組表を表71^ 

番組表を表示 




MENU 

[DVD/DVD 
レコーター]各種 
メニュー画面を 

表示 

各種メニュ ー 
画面を表示 

巨 S メニュ ー/ 番組ナビを 
表示 

鲁種メニユー 
画面を表お 




AUDIO 

音声の選択 

音声の選択 

音声の選択 


TV チューナー 
とビデオチュー 
ナーの切 0 換え 

[TAP 口 
リバース面への 
切 0 換え 


SUB TITLE/ 
DISP MODE 

字幕の選択 

表示コール 

表のつ ー ル 



ディスプレイ 
表示の変更 

DISP MODE 

ィ 

鲁種メニュー 
画面を操作 

各種メニュー 
画面を操作 

各種メニュー画面を 
操作 

鲁種メニユー 
画面を操作 


ダプルテープ 
デッキの操作 

at(TUNE+/-) 

か 

(STATI0N+/-) 

ENTER 

操作を決定 

操作を決定 

操作を決定 

操作を決定 




数字ボタン 
(1 〜 9) 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

旧 S チューナー内蔵 TV] 
BS デジタルチヤンネルの 
ダイレクト選択 
旧 S デジタルチューナー] 
チヤンネルのダイレクト 
置が 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 

トラックの 
ダイレクト選択 

放送局の 
ダイレク h 選択 

数字ボタン 

10 

チャプター 
(トラック)の 
ダイレクト選が 

0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択… 

旧 S チューナー内蔵 TV] 
BS デジタルチヤンネル 
のダイレクト 
選択 0 

旧 S デジタルチュー 
ナー]チヤンネルの 
ダイレクト選お 0 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選お 0 

チヤンネルの 
ダイレクト選択 
10 

トラックの 
ダイレクト選が 
10 

放送局の 
ダイレクト選択 
0 

数字ボタン 
(11) 

* チャプター（卜 
ラック)のダイレ 
クト還お +10 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選が 11 
または +]0 

* チヤンネルの 
ダイレクト選択. 


チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 11 
または +10 

[CD/CD-R/ 
MD] トラックの 
ダイレクト選が 
>10 

DIRECT 

ACCESS 

数字ボタン 
(12) 

[DVDJSearch 
Mode[DVD レコー 
夕■一] ディスクナビ 
ゲーター画面を表示 
[LD]A 面と B 面の切 
り曾え 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選おに 

# 

選択したチヤ 
ンネルの決定 

チヤンネルの 
ダイレクト 
選択 ]2 

[CD/CD-R] 

D に C 



DVD プレーヤーによっては1日し: LL を選ぶとき十]日方式ではなく、 ENTER 方式で番号を決める機種びあります 
び、その機種も本機リモコンでは+1日ボタンで操作することびできます。 




I ! モコンの便利な機能 


ダイレクトフアンクシヨンは他機器操作ボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを同時に切り換えるかどうか 
を設定する機能です。日 FF にすると本機の入カフアンクシヨンは切り換わらず、リモコンの操作ボタンの機能だけび切り換 
わります。 

本機に接続されている機器と、本機の入力切換動作び必要ない機器(直接テレビに接続されているなど）と区別できる 
よラにするためのモードです。工場出荷時はすべて日 N になっています。 


3 


2,4 

6-7 


© © © © 


(Svbld) rej 

MULTI COrrTROL 


■ 慨 ,1 II r 船 II IrrUNERlI 
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CD CD CD 
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囚圆 
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2 


3 


7 祐 [ u トトセットアップモ-ドにずる。 

U モコンのディスプレイに KETUP 」 インジケー 


^^^^ 夕一と Remote Setups ニユーび表示されま 
3秒間 す。 

巧し続ける 


rDirctFncJ を選んで決定ずる。 

リモコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点滅します。 


設定したい他機器を選択ずる。 

く Direct Funo び表示されます。 



1 匯 Dll |tV/5AT|] い細 , |] 

MULTI CONTROL 
『 VCRsj) ILVIDEOll [f CD 11 


4 





ron 」 か roff 」 か r * Exii ：*」 を選んで決定ず 
る。 

ronj :ダイレクトフアンクシヨンを日 N に設定し 
ます。 

roffj :ダイレクトフアンクシヨンを日 FF に設定し 
ます。 

「 Ex け」：ダイレクトフアンクシヨンの設定を終了 
します。 

Remote Setup 方ニユーの表示画面に戻ります。 


5 続けてその他の機器の設定を巧ラ場合は、手順2 ~4を 
繰り返ず。 


「* Exit *」 を選んでミ夫定する。 

^ ) Remote Setup メニューの表示画面に戻 D ます。 



「 Exit 」 を選んで巧定ずる。 

^ ) U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 

ンび通常の状態になりまず。 



を ,也マ CT^nii! 口 

•圍圍目圍圍 
•圍围圍圍■圍围圍圍 


^ メモ 

• U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


Direct Function モードを設定ずる 


リモ n ンの操作 
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u モコンの便利な機能 


マルチオペレーション 


マルチオペレーシヨンとは、2つのボタン （ MULTI 日 PERATI 日 N と他機器操作ボタン）を巧すだけで、あ5かじめミ夫 
め5れている（プ U セツト)動作と、複数の操作(コマンド)を一度に実行する便利な機能です。香他機器操作ポタンに登 
録することができます。 U モコンからは次のようにコマンドび送信されます。 



• 登録ずる他機器操作ボタンで TV CONTROL を選んだときの「ミ夫まっている 
(プリセット）動作」は「テレビの電源を ON にずる J のみとなりまず。 

• 「巧まっている（プリセット）動作」ではパイオニアむ外の機器の電源は ON しません。 


マルチオペレーシヨンをプ□グラムする 


マルチオペレーション機能で実行したい一連の操作をプ□グラムするちまについて説明します。 

政下の手順を始める前に、操作したい機器のプリセットコードまたはリモコンコードを本機の U モコンに登録してお 
く必要びあります。詳し<は、「他機器を操作するための U モコン設定」をご賣ください。（吟 P. 82 ) 

^ メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. リモートセットアップモードを解除しないと、リモコンで本機や他機器を操作することびできません。 
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ここでは DVD / LD ボタンに mVD を再生する」という操作をプ n グラ 
ムする手順を例にとって説明します。 


REMOTE 

SETUP 



3秒間 
巧し続ける 


IJ モートセットアップモー ドにずる。 

U モ]ンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕一と Remote Setups 二:！一び表示されます。 



fMultiOpeJ を選んで決定ずる。 

リモコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点減します。 


3 

( 眶〇 11 |tV/SAtH ft V 細 1 flTVCOH^I 

MULTI CONTROL | 

|vCR2l] を IDEoj] I CD |] 

l[ TAPE2 jJ ([tuner]) 


マルチオペレーションをプ□グラムし 
たい他機器操作ボタンを選択ずる。 

く Multi 日 pe > び表示されます。 

例) DVD / L □ボタンを選択します。 



n stCmmndJ を選んで決定ずる。 

現在の設定内容(工場出荷時は 「 Blank 」） び表示さ 
れた後、「<1 st > 加 ange 」 び表示されます。 












u モコンの便利な機能 




6 


|" Chan 呂 e 」 か！" Clear 」 か 「 *Exit *」を選んで 
決定ずる。 

に hange 」 ； 「 Function 」 び点滅して1つめのコマ 
ンドの登録傻動になります。手順日へお進みくだ 
さい。 

「 Clear 」 ：現在登録されているコマンドを消去しま 
す。手順8へお進みくださし、。 

に xit 」 ：手順4へ戻ります。 


操作したい機器を選択ずる。 

「 Key 」 び点滅します。 

例） D V D / L D ボタンを選択しま 
す。 


蚊 D.iDj) IjV/SAtJ [[ V が R'J 心〇川 1] 

MULTI CONTROL 
fvCR2j] IIVIDEojl f CD j] 

OO ([ tUN ^ 


ITa ^ 


立 UUK レ B IV 

© © 

DIMMER LOU 叫 ESS TONE EFFECT.'CHSEL 

OO 巧巧 

SIQNALSEL DNF BASS.TB 比比 「 + t 

VIDEOSEL HI-BIT +10 し -* 〇旧 C 

0 DIRECT ACCESS SEAft な MO 出 
SYSTEM SEW 加曲 

趣^^^^^ 


の品巧 



C ±3 

脚_ 




CHANNa+ 

( EE 3 


TV CONTROL ^ 
ボタン 


II • j\ TVCOMIROL 
TVVOL い I] 

Qsl 


化叫。" i | 

( S ) 


実行したい操作ボタンを選択す 
る。 

例)►再生ボタンを選おします。 

に omplete 」 と表示された後、コマン 
ド番号選択画面に戻ります。（手順8 
へお進みください） 

手順目で TV C 日 NT を選択した場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにわ登録する 
ことびでさます。 

EXTRA MENU 内のコマンドを選択し 
たいとをは EXTRA MENU ボタンを押 
した媛、▲▼ボタンでコマンドを選択 
し、 ENTER ボタンで決定します。 


手順日で 「 AMP ボタン」を 

選択したとさのみ 一 追 


rr momT ] 



2つめのコマンドを登録したいとをは 
に ndCmmnd 」 を選んで決定した樹こ、手順 
已〜7を繰り返ず。 

1つの他機器操作ボタンにおいて最大已つまで登録 
することびでをます。 

3つめのコマンドは rsrdCmmnd 」 を選び、4つめ 
のコマンドは r 4 thCmmncl 」 を選び、已つめのコマ 
ンドは r 已 thCmmnd 」 を選びます。 



「 * Exit * 」を選んで決定ずる。 

Remote Setup 方ニユーの表示画面に戻ります。 
別の他機器操作ボタンにわ登録するとさは、手順2 
〜9を繰0返してください。 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態になります。 


リモ n ンの操作 


89 







u モコンの便利な機能 
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7ルチオペレーシヨンを実巧する 


r マルチオペレーションをプ□グラムする」（马 P .88) で登録した一連の操作(プリセツト動作を含む)を実行する方法につ 
いて説明します。 


2 


を , Biwia 口 

•圍圍目圍圍 
.■围圍围围■围圍围 


© © 0 © 




■眺。1 1ぃ。"11 [["品.’ II 

MULT 1 CONTROL 
ijvcny UVIDEOJI い D ■ 

IL 说 ij InjNERj 


应 d | 


niwEn LOU 曲巴 s tone effect ；* sei 


マルチオペ レー シヨン モー ドにずる。 


( 

[ operation )! 1」モコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 

点滅します。 

2 

fPVD/LDl] II TV/SAT 1 |[ " 細つ | 

irv cont|| 

操作したい他機器を選択ずる。 


MULTI CONTROL 


プ U セット動作と、このボタンに 


fvCRzl [(VIDEO]] II CdH 


登録されているコマンドび実行さ 


fl 祐置 1 1]fl T 雕 2 1][[tuner]] 


れます。 

を^ メモ 



登録した機器のが態によっては、 

登録した動作と異なる場合び 

あ0ます。 




システムオフ 


システムオフ ( SYSTEM 日 FF ) とは、已つまで自由に登録できる操作（コマンド）と、本機を含めたすべてのパイオニア 
の機器の電源日ドドを、ワンタッチで実行する便利な機能です。 U モコンか5は次のよラなコマンドび送信されます。 


( —自由に登録できるコマンド撮大己つ）一^ 決まっている(プリセット)動作 



システムオフ機能で実行したい一連の操作をプ n グラムする方法について説明します。 

政下の手順を始める前に、操作したい機器のプ U セツトコードまたはリモコンコードを本機の U モコンに登録してお 
く必要びあります。詳しくは r 他機器を操作ずるためのリモコン設定」をご覧ください。（与 p .82) 


^ メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. リモートセットアップモードを解除しないと、リモコンで本機や他機器を操作することびできません。 



ここでは 「D V D の再生を停止する」という操作をプ□グラムする手順 
を例にとって説明します。 


REMOTE 

SETUP 



3秒間 
押し続ける 


IJ モートセットアップモー ドにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕一と Remote Setup 方ニューび表示されます。 


2 「 Syso け」を選んで決定ずる。 

( ^ 1 U モコンのディスプレイにく System Of わび表示 

されます。 


3 「 IstCrnmnd 」 を選んで決定ずる。 

I ^ j 現在の設定内容(工場出荷時は「巨 lank 」） び表示さ 
れた後、「<151：>加311呂白」び表示されます。 














u モコンの便利な機能 



4 



5 


|"Chan 宫 e」 か 「Clear」 か「 *Exit *」を選んで 
決定ずる。 

に han 畳 e 」 ： 「 Function 」 び点滅して1つめのコマ 
ンドの登録懐要)になります。手順己へお進みくだ 
さい。 

「 Clear 」 ：現在登録されているコマンドを消去しま 
す。手順7へお進みください。 

[ExitJ :手順3へ戻ります。 


操作したい化機器を選択ずる。 

「 Key 」 び点滅します。 

例 ） D V D / L D ボタンを選択しま 
す。 


1|DV 叫 D| 1|TV/SAT|| い品皆 1) ITVCONIII 
MULTI CONTROL I 
『 VC の il |[WDE 却 『CD 11 

rsTi (no 
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立 UUK レ B IV 

© © 

DIMMER LOU 叫 ESS TONE EFFECT'CHSEL 

OO 巧巧 

SISNALSEL DNR BASSIBEBIE p +]! 

< T > < f > 

VIDEOSEL HI-BIT +10 *■— 了〇旧 C 

0 邮 ECUC な坦结 Aft 曲 MO 出 



実行したい操作ボタンを還択す 
る。 

例)■停止ボタンを選択します。 

に omplete 」 と表示された後、コマン 
ド番号選択画面に戻ります。（手順7 
へお進みください） 

手順己で TV C 日 NT を選おした場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにも登録する 
ことびでさます。 


TV CONTROL 
ボタン 

手順已で 「 AMP ボタン」を 
選巧したとさのみ 


TVVOL [^TD 

□ S 

IpSTi] 


[1 DIRECT 1) d MODE J| 



2つめのコマンドを登録したいときは 
に ndCmmnd」 を選んで決定した樹こ、手順 
4〜6を繰り返しまず。 

最大已つまで登録することびできます。 

3つめのコマンドは rsrdCmmnd 」 を選び、4つめ 
のコマンドは 「4 thCmmncl 」 を選び、日つめのコマ 
ンドは「已 thCmmncU を選びます。 
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「 * Exit*」 を選んで決定ずる。 

Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 


「Exit」 を選んでミ夫定ずる。 

IJ モートセットアップモードび終了して、リモコ 
ンび通常の状態になります。 


リモ n ンの操作 
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u モコンの便利な機能 


システムオフを実巧する 



0 © ©■屬~ 

lllim 山 I ITOSATI I 概 ,1 Jtvcoiiiil 


SYSTEM 



システムオフを実巧ずる。 

r システムオフをプ□グラムする」（与 P .90) で登 
録されたコマンドび実行された後、バイオニア 
機器の電源び OFF になります。 


フアンクシヨンネーム 


リモコンディスプレイに表示される入カファンクション名を変更することびできます。例えば DVD / LD の入力端テに 
DVR を接続したとき、 U モコンディスプレイ表示は DVD / LD ですび再生しているのは DVR ということになります。 
このようなと对こ、ディスプレイ表示を DVD / LD か 5 DVR に変更できる便利な機能です。各入カファンクション(他 
機器操作ボタン）ごとに接続された機器や方一力一名などを入力すれば、どこの入カファンクション(他機器操作ボタ 
ン）にどんな機器が接続されているのかを簡単に確認することびでさます。 

^ メモ 

. リモートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを押してください。 

. リモートセットアップモードを解除しないと、 I 」モコンで本機や他機器を操作することびでをません。 
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感メモ 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghijklmnopq に tuvwxyz 
0123456789(スぺース） 

! "#$〇/〇&'()本く=>?劑 \ r _ 、り}〜 

► •(スぺース） 


REMOTE 

SETUP 



3秒間 
押し続ける 


IJ モー トセットアップ モー ドにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕一と Remote Setup 方二:!一び表示されま 
す。 



fFuncNameJ を選んでミ夫定ずる。 

U モコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点減します。 


3 _ 

も vd'lTD f-rv/SATl [|^" 細 1 柄 CO ぶ ] I 

MULTI CONTROL I 
rvCR2|1 IIVIDE 司 1『CD |1 

[ Twe ^ ^^^2) 


名前を変更したい入カファンク 
シヨン(他機器操作ボタン）を選 
択ずる。 

I 」モコンディスプレイび入カファン 
クシヨンちの変更画面にな D ます。 



▲▼ボタンで入力ずる文字を選んで、 ◄ ►ボ 
タンで力ーソルを左ちに動かず。 

入力でさる文字は左記のメモの通0です。 

最大8又字まで入力ずることびでさまず。 


[T ___ 入力を終了ずる。 

〇 「 end 」 び点滅します。 

K もう一度 ENTER ボタンを巧し、入力した名 

D 前を確認ずる。 

に omplete 」 と表示され Remote Setup メニュー 
の表示画面に戻ります。別の入カフアンクシヨン 
名を変更するとをは手順2〜目を繰り返してくださ 
し、。 











u モコンの便利な機能 



「Exit」 を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通南の状態になります。 


ラベル 


キーラべルとは各ボタンを押したとさに、リモコンディスプレイに表示されるで字やマークを1艾字〜8文:字の範囲内 
でお好みのラベル（ボタンマーク）に付け換え5れる機能です。例えばあるボタンにプ U セットと異なるコマンドを学 
響させた場含（畔 P ぶ4)、そのボタンのラベル（ボタンマーク）を付け換えたり変更することにより、そのコマンドびど 
このボタンに学習されたのかを簡単に確認することびでをます。 

感メモ 

• U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


I 围圍■画■■圍■画 I 

SOURCE TV SYSTEM AMP 

® © © © 
|DVD_^ lTV«rJ I S 巧' I |rVCSNjl 
""LTI CONTROL C ~；~ ン 

■ |VCR2| I CP I II ぷ M 

I f • 巧 , 1 1, 配 1 PUNEHl I AMP I 

DIMMER LWDNE 田 IME の KKNSEL 
由 W 化 SSL DNR BgVn!ULEr+ 了 

VIDEO$EL Hrtn +10 DISC 

< T > CD CD 


REMOTE リモートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイに 「 SETUP 」 インジケー 
夕夕-と Remote 呂有化ロメこユ-び表示されま 
3秒間 す。 

押し続ける 


|: ^3) 


[KeyLabelJ を選んで決定ずる。 

U モコンのディスプレイに 「Select Function 」 び 
点滅します。 



cwn 吐一 cw«Ei+ 

画禱 I 風國 

TV VOL || + j jjim 叫〕 VOLUME 

口 J 目 J 
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MULTI CONTROL 「 
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fEI E 3] 

1 MODE 1 I 
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TV CONTROL 




ラベルを変更したいボタンの 
ある他機器操作ボタンを還択 
ずる。 

「Select Key 」 び点滅します。 


ラベルを変更したい操作ボタンを 
巧ず。 

U モコンディスプレイび名前変更の画 
面になります。 

手順3で TV C 日 NT を選択した場合の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンにも登録する 
ことびでをます。 


リモ n ンの操作 
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u モコンの便利な機能 




入力ずるで字や記号を ▲ ▼ボタンで選び、 ◄ 
►ボタンでカーソルををちに動かず。 

入力でさる文字は左記のメモの通0です。 

最大8又字まで入力することびでさます。 



入力を終了ずる。 

「 END 」 び点滅します。 


游メモ 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 
0123456789(スぺース） 

! "#$〇/〇&’()*+,-./:;<=>?剧 \ 

►◄■•(i)ii|t4.( スぺース） 


^ ち5-度 ENTER ボタンを巧し、入力した名 

^ 前を確定ずる。 

に omplete 」 と表示され Remote Setup メニュー 
の表示画面に戻ります。別のボタンのラベルも変 
要するときは手順2〜7を繰り返してください。 



「ExitJ を選んで決定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態になります。 


リモコンの明るさ調舊（リモコンライト) 


リモコンライトの明るさを3段階で調整することびでをます。 


2-4 


.围围■围圍围围围圃 


0 © © 0 
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REMOTE リモートセットアップモードにずる。 

U モコンのディスプレイに rSETUP 」 インジ 
ケ-夕-と Remote 5日1:叩メ ニ ユ-び表示され 
3秒間 ます。 

押し続ける 



ru 卽 t 」 を選んで決定ずる。 

リモコンのディスプレイに < UGHT > hi 呂 h び表示 
されます。 



「High」、「Low」、rOFF」 または r*Exit*」 を 選 
んで決定ずる。 

「 High 」 ： U モコンライトをよ0明るくします。 
「 Low 」 ： U モコンライトを通常の明るさにします。 
roffj :ボタンを巧したときのバックライトも鲁めリモ 
コンライトは一切光りません。 

「 Exit 」 ： U モコンの明るさ調整を終了します。 


Remote Setup メニューの表示画面に戻ります。 


4 



「Exit」 を選んで巧定ずる。 

U モートセットアップモードび終了して、 I 」モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 


%>モ 

• 工場出荷時の設赶が Low 」 でず。 

• 調整は部屋を暗<した状態で行って<ださい。 

• 設定状況によ0、 IJ モコンの電池寿命び異なります。 







u モコンの便利な機能 



• るみや…口 

•圍圍圍圍围 



•囲围围围围圍围■围 
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remote リモートセツトアツプモードにずる。 

U モコンのディスプレイに rSETUP 」 インジケー 
夕-と Remote Setup メニユ-び表示されま 

3秒間 す。 

巧し続ける 

「Clear」 を選んでミ央定ずる。 

^ ' 1」モコンのディスプレイに < CLEAR > び表示され 

‘ まず。 


リモコンの設定を解除したい項目を還ぶ 

「 Learnin 呂 Clear 」 ： 「 Learnin 浸セツトアツプモー 
ド」（畔 P . 84 ) で登録した U モ コンコー ドの設定をク 
U ァします（ボタン1つ）。 

「KeyLabel Clear 」 ： 「 キー ラベル」（畔 R 93 ) によっ 
て変更されたラベル（ボタンマーク）をク U ァしま 
す（ボタン]つ)。 

「All Clear 」 ： P .82 〜 94 で行ったリモコンに関する 
全ての設定をクリアし、工場出荷時のメモリ内容 
に戻します。 



「Learning Clear」 を選んで決定ずる。 

[Select Function 」 び点滅します。 

次ページの手順4へお進みください。 


「KeyLabel Clear」 を選んで決定ずる。 

[Select Function 」 び点滅します。 

手順4へお進み < ださい。 

「All Clear」 を選んでミ夫定ずる。 

「< clear ?> yes 」 び表示されます。 

手順目へお進みください。 


「 * Exit*」 を選んで決定ずる。 

リモコンの設定ク U アを終了します。 

Remote Setups ニューの表示画面に戻ります。 


本機の U モコンのプリセット、マルチオペレーション設定などをク U アするち法について説明します。 


^ メモ 

• U モートセットアップモードを解除したいとさは、 REM 日 TE SETUP ボタンを巧してください。 

. U モートセットアップモードを解除しないと、 U モコンで本機や他機器を操作することびできません。 


IJ モコンの設定クリア 


リモ n ンの操作 
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[ 視を l]f[ TAPE2 ]] f じ UNE が 


設定をクリアしたいボタンの 
ある他機器操作ボタンを選択 
ずる。 

[Select Key 」 び点滅します。 
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設定をクリアしたい操作ボタンを 
巧ず。 

に LEAR ?」 が表示されます。 

手順4で TV C 日 NT を選択した場含の 
み TV C 日 NTR 日 L ボタンの設定をク U 
アすることげでさます。 


TV CONTROL — 
ボタン 




「 Yes 」 か 「 No 」 か r * Exit *」 を選んで決定ずる。 

「 Yes 」 ：設定をクリアし、 U モコンの設定クリア 
を終了します。 

「1\1〇」：設定のク U アを中止し、 U モコンの設定ク 
U アを終了します。 

「*Exit *」：設定のクリアを中止し、リモコンの 
設定ク U アを終了します 。 Remote Setup >< 
ニューの表示画面に戻ります。 



「 Exit 」 を選んで決定ずる。 

リモートセットアップモードび終了して、 U モコ 
ンび通常の状態にな0ます。 




技術資料 


映画フイルムでのドルビーデジタル 


しかし、 CD 等で用い5れる U ニア PCM 音声ち式のマ 
ルチチャンネル化では記録信号のデータ量び膨大に 
なってしまラため、人間の聴覚特性に基づいたマスキ 
ング技術と適用型トランスフオームコーディングによ 
り聴覚上の音質低下を招かないドルビーデジタル技術 
び開発されました。 

ドルビーデジタルは D V D ビデオの標準音声で式として 
も採巧され、米国では HDTV でち採用されるなど、 
デジタル時代の標準フオー マッ トとなっています。 
その他の特長としては政下のよラな機能びあ0、ドル 
ビーデジタルは柔軟性の高いコーディングシステムで 
す。 

1) モノ、ステレオ、プ nn ジック対応の構成および 
曰.1 ch 音青の再生に最適なダウンミキシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナ S ックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的 
音量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定 
の音量で再生されるよラに自動調整する機能で 
す。 「 Dial . Norm 」 と表現されることをあ0ます。 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権に基づさ製 
造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 、 
Surround EX 、 ダブル□記号及び AAC □ゴは、ド 
ルビーラボラトリーズの商標です。 


本機にはプ n □ジック II の機能として Mo vie モード 
(映画再生向を)/ Music モード(音楽再生向き)/ Pro 
Logic モードを用意しており、お好みに含わせて切0誓 
えることび巧能です。 


プ□□ジック II 製品は、プ □□ ジック II の持つ様々 
な機能を、選択して搭載することが可能です。プ 
nn ジック II 搭載、とキャッチフレーズされた商品 
でも、必ずしも全く同じ機能を持っているとは限 
5ないことにごを意ください。 


ドルビーデジタルサラウン HEX 


ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウォー 
ズ- エピソード 1 」 の製作に向けて、ドルビーラボラト 
U —ズとルーカスフィルム社で共同開発された、日 . Ich 
再生巧能な新しい音響フォーマットです。 

新たに加えられたサラウンドバックかにより空間表現 
力、定位感び高め5れ、中央から離れた客席か5でち 
3日日度の回転や頭上を通過するよラな移動音効果-音儘 
をより生々しく体感することげ巧能となりました。フィ 
ルム上ではサウンドトラックのサラウンド L / Rch にエン 
コードされるため、既存のドルビーデジタル(日.] ch ) 環 
境での再生互換性びあ0ます。この技術により製作され 
た映画の U ストはドルビーラボラト U —ズのウェブサイ 
卜にてご覧になれます。 
http :// www . dolbv . com / 


5.1 チヤンネル 4チヤンネルアナ□グ 

デジタルサウンド サウンドトラック 

トラック （マト U クス） 


ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音 
声システムのディスク U —卜-デジタルサラウンド方 
式の名称です。アナ□グ音声を記録した従来の映画 
フィルム上にデジタル音青も記録でをる、映画業界に 
とって互換性の高い方式です。 


ドルビーデジタル 
エンコード 



ドルビープ□□ジック II は、ドルビープ□□ジックを更に 
改良し、ステレオ音青を已 . Ich に拡張して再生するため 
のマトリックスデコード技術です。ステア U ング□ジッ 
ク回路によ0、全可聴帯域の^イン已 C h を作0出しま 
す 。 C D のような通常のステレオ音楽素材に対してもよ 
0優れた立体音場効果、包囲感、より明確な定位をわた 
5し、ドルビーサラウンドエンコードされた素ネオはデイ 
スク U —卜已 . 1 ch に匹敵する移動感をも実現できるちの 
です。 



プ□□ジック 

プ□ロジック II 

効果的なソース 

ドルビーサラウンドエン 
コード処理されたステレ 

才 H ド. 

ずべてのステレオ音声 

デコード 
チトンネル数 

4.1ch f サラウンド) 

、 モノラル ノ 

己 Ich (サラウンド) 

、 ステレオ ノ 

周波数特性 

サラウンド 

7kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 


サウンドフォー7ットについて 

ドルビー 


ド ルビー デジタル ド ルビー プロ □ ジック II 


口 □□□□□0 


リモ n ンの操作 技術資料 
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MPEG -2 AAC(Advanced Audio Coding ) 


MPEG -3 才ーディオの標準方式の一つとして、 IS 日で規格化 （ ISO/IEC ] 38 18-7) された音青符号化 フォー マットで 
す。 MPEG - 1オーディオに対する下位互換性はあ0ませんび、高圧縮率(低ビットレート）にちかかわ5ず高音質を確 
保できる点び特長で、2日00年の年末か5始まった巨 S デジタル放送で採巧されました。番組内容によ0マルチチャン 
ネル設定び巧能で、今後曰本のデジタル地上波放送でち採用び予定されています。 

政下び米国ノ くテントナンノ く一です。 


08/937,9曰0 

已，已83,9色2 

98/03037 

08/03目,478 

已,2巨4,84色 

已848391 

已，274,740 

曰7/0287已 

08/211.已47 

己,268,色8已 

已，291，已已7 

已，巨33,981 

目7/02874 

已，703,999 

已,37已，189 

已，4已1，白已4 

已297 23色 

白8/0303白 

08/已已7.046 

已，已81，目已4 

已400 433 

4,目]4,7日1 

己,227,78 S 

08/894,844 

〇已 -183, 988 

已，222，189 

已，23曰，巨71 

已 |28已 ,49 S 

已，299,238 

已，已48,己74 

已，3已7,已94 

07/日40,已曰〇 

己.481,目14 

已，299,239 

08/已〇色，729 

已752 22曰 

已，已79,430 

已1已92,已84 

已，299,240 

08/已7色，49曰 

已，394,473 

08/巨78,巨色6 

己,781 ,88 S 

已，197,087 
已，490，170 

已 ,7] 7,821 
08/392,7已色 


DTS 


DTS 

DTS は、新しい劇場用の音声記録方式として]目目3年公開映画"ジュラシックパーク"より採用され、その高音質、か 
つ大迫力のサウンド効果は高い評価を得ています。このシステムは、6チャンネルのデジタル音声 CD — R 日 M に収録す 
るため、音声信号の圧縮率びほく、転送レートち高いフオーマットです。この映画界で完成したテクノ□ジーをホーム 
シアター用に発展させたのが 、 "DTS D に ITAL SURR 日 UND " です。音楽は独自録音による DTS - CD で、映画は 
DTS 丄□、 DVD で提供されます。 

DTS-ES 

200日年] 1 月に発表された新たなるサラウンド フオー マットで、 DTS - ES は 「DTS Extended Suit 日 und 」 の略称で 
す。 " DTS - ES ディスク U - 卜目 .1" と " DTS - ES マト U ックス日. 1" の2種類びあり、どちらも従来の DTS 已 . 1 ch デコー 
ダーとの下位互換性を有しています。 DTS - ES は従来の己. Ich システムにサラウンドバック （ S 目) ch を加えたもので、 
かつてない音像-定位感をちた5す事び可能にな0ました。 

DTS Neo:6 

全ての 2 ch ソースを目.日 ch サラウンドにするマト U ックスデコード技術です。 Cmema モード/ Music モードびあ0ま 
す。 


DTS 96/24 

DTS 社び開発した最新サラウンドフォー マツ トで、スタジオのマスター音源のクオ U ティ（目目 k Hz /24 目け)を踏襲す 
る高音質な圧縮技術です。 DVD - VIDE 日フォー マツ トにおいて高画質な映像と高音質サウンドを同時に楽しめること 
を目的として開発されました。既をの DTS 対応 DVD プレーヤーと、 DTS 目目/24に対応するデコーダー ( AV アンプ 
等)をデジタル接続することで、 DTS 目目/24の八イクオ U ティー音声び再生巧能です。（専用プレーヤーは必要あり 
ません） 

従来の DTS デコーダーでち、従来通0の音質での再生び可能で、完全互換性を持っています。（本機は、 DTS 目目/24 
対応 デコーダーを 搭載しております） 


「 DTS 」、「 DTS-ES Extended Surround 」 及び 「 Neo : 巨」は Digital 
Theater Systems 社の商標です。 
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THX 


THX はルーカスフィルム社が定めた規定で、映画鑑實を最高の品質で実現するためのわのです。映画の音声トラックは 
映画館に設置されているものと同じ装置を使用した大きなスタジオで録音されます。このよラなトラックを映画館で再生 
すると臨場感のあるすば5しい音場を再現することびでをます。しかし、映画館と比較すると家庭の部屋は非常に小さ 
く、残響がをく、使用しているスピーカーちまったく違ラちのでそのスピーカーの本数ち目本程度、それにリスニングが 
ジシヨンも映画館で鑑賞する場合と比べるとずっとスピーカーにおい、といラのび実情です。 

こラいった違いびあるために、よい映画を見たときに私たちを興奮させてくれる力強さや感動を家庭で再現することは不 
可能であるとされてきました。しかし、パイオニアの技術と THX の技術げ重なることにより、この難問を解決し、つい 
に現実のをのとなりました。 


Re-Equalization™ : 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作されているため、それを家庭用の機器で再生すると、過度に明るく 
耳障りに聞こえます。 Re - Equalization はル型のホームシアターでも正確な音色バランスを再現します。 


Adaptive Decorrelation™ : 

映画館ではサラウンドスピーカーび多数なのに対し、ホームシアターは通常2本です。そのため、にがり感やサラウンド 
感に欠けてしまったり、近接したスピーカーに音場び偏ってしまうことびあります 。 Adaptive Decorrelation はサラウ 
ンド信号間の時間と位相の関係を微妙に変化させることによ0、2本のスピーカーでわ U スニングエリアを拡大して、映 
画館と同様の効果をわた5します。 

Timbre Matching™ : 

人間の耳は、音の到達方向によって音色の感じ方び変わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカーが聴衆を囲む 
よラに配置されていますび、ホームシアターでは U スナーの両側の2本のみです 。 Timbre Matchin 呂フィルターはこの 
スピーカーは位置の違いから起こる音色の性質の差を補正することによって、フ n ントーサラウンド間の音の囊がりをス 
ムーズにします。 


Bass Peak Level Manager™ : 

Dolby □唁 i ね I のソフトにはホームシアターの環境のもとでは非常に大きなレベルの低音び記録されている場合げあります。 
Bass Peak Level Mana 資 e 「 を使用するとご家庭のシステムに適したピークレベルを設定することびできます。にの機能に 
ついては已4ページを参照、して <ださい。） 

Loudspeaker Position Time Synchronization ™ : 

それぞれのスピーカーか 5 リスニングポジシヨンまでの距離の差を調整する機能です。この調整を行ラとすべてのスピー 
力一び正確に同期するため、切れ目のない自然な音場を再現することびできます。（この機能については44、48ページ 
を参照して < ださい。） 


ルーカスフイルム社からの実施権に基づさ製造されて 
います。 Lucas 川 m および THX はルーカスフイルム 
社の商標です。認可のもと、使巧されています。 
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プリ七ットコードメーカ-覧 


本機の U モコンは下記の表にある方一力一の製品に対応しています。プ U セツトコード六一力一一覧にあるメーカー 
のプ U セツ トコードをすべて呼び出しても ^ 一力一や製品によっては、操作できなかった 0 、違うはた 5 ををするこ 
とびあります。 


DVD 

ONKYO 

VCR (VTR) 

PHONOLA 

FUNAI 


PANASONIC 


QUASAR 

GE 

：<— 力一 

PHILIPS 

メーカー 

RCA/PROSCAN 

GOLDSTAR 

PIONEER 

RCA 

PIONEER 

REALIST に 

GOODMANS 

DEMON 

SANYO 

ADMIRAL 

SABA 

GRANDIENTE 

JVC 

SHARP 

AIWA 

SAMSUNG 

GRUNDIG 

PHILIPS 

SONY 

AKAI 

SANSUI 

HITACHI 

PANASONIC 

TEAC 

ALBA 

SANYO 

に E 

RCA 

TECHNICS 

AUDIO DYNAMIC 

SCHNEIDER 

旧 RADIO 

SAMSUNG 

YAMAHA 

巨 ELL&HOWELL 

SCOTT 

ITT/NOKIA 

SONY 


BLAUPUNKT 

SEG 

」C PENNY 

TOSHIBA 

STB 

BROCSON に 

SELECO 

」VC 

YAMAHA 

(CATV、BS デジタル 

BUSH 

SHARP 

KENDO 


チユーナ ー 、 BS デジタル 

CANON 

SIEMENS 

KTV 

LD 

チユーナー内蔵テレビ） 

CGM 

SIGNATURE 

LOEWE 



CITIZEN 

SONY 

LXI 

力一 

^一力一 

CLATRON に 

SYLVAN IA 

MAGNAVOX 

PIONEER 

PIONEER 

CRAIG 

SYMPHONIC 

MARK 

DEMON 

目 LAUPUNKT 

CURTIS MATHIS 

TANDBERG 

MATSUI 

KENWOOD 

GENERAL INSTRU¬ 

DAEWOO 

TASHIRO 

MATSUSHITA 

PANASONIC 

MENT 

DBX 

TATUNG 

MEDION 

PHILIPS 

GOLDSTAR 

DIMENSIA 

TEAC 

MITSUBISHI 

SONY 

GRUNDIG 

EMERSON 

TECHNICS 

MIVAR 

YAMAHA 

HAMLIN 

FERGUSON 

TELEFUNKEN 

NEC 


HNS/HUGHES 

FISHER 

THORN 

NOKIA OCEANIC 

CD-R 

HITACHI 

FUNAI 

TOSHIBA 

NORDMENDE 


ITT/NOKIA 

GE 

UNIVERSUM 

OKANO 

一力一 

」 ERR0LD 

GOLDSTAR 

W.WHOUSE 

ONWA 

PIONEER 

NEC 

GOODMANS 

WARDS 

PANASONIC 

DEMON 

OAK 

GRUNDIG 

YAMAHA 

PHILCO 

JVC 

PANASONIC 

HITACHI 

ZENITH 

PHILIPS 

KENWOOD 

PHILIPS 

INSTANT REPLAY 


PHONOLA 

PHILIPS 

RADIO SHACK 

ITT/NOKIA 

TV 

PORTLAND 

SONY 

RCA 

JC PENNY 


PROSCAN 


SAMSUNG 

JVC 

乂一九一 

QUASAR 

DVR 

SCIENTIFIC ATLANTA 

KENDO 

PIONEER 

RADIO 


SIEMENS 

KENWOOD 

ADMIRAL 

RADIO SHACK 

火一力一 

SONY 

LOEWE 

AIWA 

RAD I OLA 

PIONEER 

TOSHIBA 

LUXOR 

AKAI 

RCA/PROSCAN 


TOCOM 

LXI 

ALBA 

SABA 

MD 

ZENITH 

MAGNAVOX 

AOC 

SAMSUNG 



MARANTZ 

BESTAR 

SANYO 

力一 

TAPE 

MARTA 

BLAUPUNKT 

SCHNEIDER 

PIONEER 


MATSUI 

BLUE SKY 

SCOTT 

DEMON 

^ 一力一 

MEMOREX 

BRANDT 

SHARP 

JVC 

PIONEER 

MINOLTA 

BROCSON に 

SIEMENS 

KENWOOD 

DEMON 

MITSUBISHI 

BUSH 

SIGNATURE 

SONY 

FISHER 

MULTITECH 

CLATRON に 

SONY 

YAMAHA 

」VC 

NEC 

CRAIG 

SYLVAN IA 


KENWOOD 

NOKIA OCEANIC 

CROSLEX 

SYMPHONIC 

CD 

NAKAMICHI 

NOKIA 

CURTIS MATHIS 

TATUNG 


ONKYO 

NORDMENDE 

DAEWOO 

TELEFUNKEN 

力一 

PHILIPS 

OKANO 

DAYTRON 

THOMSON 

PIONEER 

SONY 

OLYMPIC 

DUAL 

THORN 

DEMON 

TEAC 

ORION 

EMERSON 

TOSHIBA 

FISHER 

TECHNICS 

PANASONIC 

FERGUSON 

UNIVERSUM 

JVC 

YAMAHA 

PENTAX 

FIRST 

VIDECH 

KENWOOD 


PHILCO 

FISHER 

W.WHOUSE 

MAGNAVOX 

TUNER 

PHILIPS 

FUJITSU 

WARDS 

MARANTZ 




WATSON 


^ 一力一 



ZENITH 


PIONEER 
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工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカー- f ンピーダンス 

8 〇〜160 

P.28 

サラウンドバックシステムの i 受定 

Normal System (—般的サラウンド） 

P.35 

スピーカーの有り無し/低域再生能力 

ずべて SMALL (か） 

P.41 

サブウーファー 

YES (有が 

P.41 

スピーカー出カレベル 

Od 巨（補正無し） 

R 43,47 

スピーカーまでの距離 

ずべて 2m 

R 44,48 

ク□スオーバー周波数 

80Hz 

P.46 

視聴環境の周波数特性の補正 

全帯域 OdB (補正無し） 

P.8,49 

超低域音青のピークレベル i 受を 

OFF 

P.54 

ダイナ S ックレンジコント□ールの設定 

OFF 

P.55 

THX CINEMA 設定 

□□ PRO LOGIC II MOVIE 

P.56 

デジタル入力の設定 

1」アパネル表記通り 

P.57 

コンポーネントビデオ入力の設定 

1」アパネル表記通り 

P.58 

し LINK 入力の設定 

i.LINK 

P.59 

SACD ダイレクトの設定 

OFF 

P.61 

PHON 0/LINE 端子の切り換え設定 

PHONO 

P.62 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

P.63 

入力信号の種類 

AUTO (入カフアンクシヨンによっては 
DIGITAL/ANALOG 固定） 

P.64 

S 巨 CH MODE 

AUTO 

P.70 

U スニングモード 

□□ PRO LOGIC II MOVIE 
(VIDEO 系入カフアンクシヨン） 

□□ PRO LOGIC II MUSIC 
(AUDIO 系入カフアンクシヨン） 

P.66 

音量〔ボ U ュームレべル） 

-(最小） 

P.63 

アコースティックキヤ U ブレーシヨン EQ 

OFF 

(自動設定を行ラと自動的に 

ALL CH ADJUST モードで ON されまず） 

P.72 

デジタルノイズ U ダクシヨン機能 

OFF 

P.73 

ミッ ドナイト U スニング機能 

OFF 

P.73 

ラウドネス機能 

OFF 

P.74 

トーンコント□ール機能 

BYPASS 

P.74 

オーディオスケーラー機能 

OFF 

P.75 

サウンドディレイ機能 

0.0 frame 

P.75 

スピーカーシステム A/B 

A (Normal System のとき） 

P.71 

マルチチヤンネル入カモード 

OFF 

P.76 

デュアルモノの設定 

chi 

P.76 

ビデオセレクト 

VIDEO 系入カフアンクシヨン：入カフアンクシヨンと同じ 
AUDIO 系入カフアンクシヨン： OFF 

P.80 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

P.81 


設定オールリセツ 


設定オールリセツトは！; TF の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで行います。 

設定オールリセツトを巧ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので 十分ごミち意ください。 


①本機び STAND 巨丫モードのときに TONE 
ボタンを巧しなび5 STANDBY / ON ボタ 
ンを3秒]^: LL 押し続ける 


@ FL に 「 RESET ?」 と表示された5 T 日 NE - ボタンを押 
し、「日 K ?」 表示後に T 日 NE + ボタンを押します 

□NE CONTROL NE CONTROL 
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TONE 

み+ 


(I) STANDBY/ON 



'REBLE - + 化日 LE - + 

} —◎一 皆一 ◎ — 


^ メモ 

1ヶ月程度電源コンセントか5電源コードを抜いた状態または主電源を日 FF にしておくと本機で設定した香種設 

定び U セットされますのでごを意ください。 1 Q 1 
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仕様 


オーディオ部 

実用最大出力 (J 曰 TA、IkHz、 1日％、8が 

フ n ント . 13日 W 十13日 W 

センター . 130 W 

サラウンド . 130 W+130W 

サラウンドバック . 130 W+130 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜2日 kHz、 日.日9%、80100 W+100W 
定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz-20 kHz、 日.日9%、80 

フ□ント . 100 W+100W 

センター .100W 

サラウンド . 100 W+100W 

サラウンドバック . 100 W+100W 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

PHONO MM.4.7 mV/47 kQ 

LINE 系 .33 己 mV/47 kQ 

周波数特性 
PH0N0(RIAA 偏差） 

.20 Hz 〜 20 kHz (+ 0.3 服） 

LINE 系 . 已 Hz- 100 kHz' 马 d 巨 

出力端子 （ レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV/2.2 kQ 

I ンコント□-ル 

BASS. + 目服(100 Hz) 

TREBLE. ± 色 d 巨 (10 kHz) 

L 日 UDNESS (ボ U ユームポジシヨン ー40d 目時） 

.+4d 巨/ +2d 巨(100 Hz /10 kHz) 

SN 比 (IHF、 シヨートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比 ( EIA 、1 W ( IkHz )) 

LINE 系 . 83服 


コンポーネントビデオ部 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp-p/75£2 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp-p /75£2 

周波数特性 . 已 Hz-40 MHz じが目） 

SNlt. 巨已 d 巨 

電源部-その他 

電源 .AC 100V、曰0/目 OHz 

消費電力(電気用品安全法） . 440 W 

待機時消費電力 .0.8 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (10 日 W 最大) 

外お寸法 

..... 42日川畐）X188(高さ）X 4目4(奧巧） mm 
質量 .20.0 kg 

付属品 

U モつン . 1 

電源一!—ド ] 

単3おアルカリ乾電池 （LR 日） . 4 

オートセットアップ巧マイク . 1 

オートセットアップ用マイクスタンド . 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のごま意 . 1 

保証書 . 1 

修理窓□-ご相談窓口のご案内 . 1 

スピーカーコーションシート . 1 


♦仕様およびが観は改良のため予告なく変更すること 
びお0ます。 


ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端テ(感度/インピーダンス） . 1 Vp-p/75 Q 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp-p/75 Q 

周波数特性 . 5 Hz- 10 MHz、 ご弓 d 巨 

SNJ: ヒ . 巨已 dB 


102 













































困ったとを 


録音ができない アナ□グ信号をデジタルで、デジタル信号 

をアナ□グで録音しようとしている。 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信 
号である。 


REC 端子の接続び正しくない。 


正しく接続し直す。 


R 23,24 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせてち、 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


音が出ない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

設定を修正する。 

P .57 


S に NAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
信号を選択する。 

R 64 


S ュート状態になっている。 

1」モコンで S ュートを辆除する。 

P .15 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPEAKERS ボタンを巧して 、 ON 
( SP ^ A ) にずる。 

P .71 


MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を OFF にして、通背の U 
スニングモードにずる。 

P .76 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整ずる。 

R 63 

フ□ントスピーカ ー L ソ 
がの音が出ない 

スピーカーシステムの設定がフ□ント ch 攻 
外すベて N 0になっている。 

スピーカーシステムの設定を修正ずる。 

P .41 


1」スニングモードび STEREO / DIRECT に 
なっている。 

サラウンド再生用の U スニングモードを 
選択する。 

P .67 

サラウンドバックス 
ピーカーから音が出な 

サラウンドバックチヤンネ J レの設定び OFF 
になっている。 

ON を選択する。 

R 70 

い 

サラウンドバックチヤンみレの設定び 

AUTO で「巨. Ich 再生検出信号」の収録さ 
れていないソースを使用している。 

ON を選択する。 

P .70 


サラウンドバックシステムの設定び [Front 
Bi - Amp ] またはに econcl Zone ] になっ 
ている 

[Normal System ] を選択する。 

P .35 


スピーカーシステムの i 受定でヴラウンド 
バック ch の設定が N 0になっている。 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

P .41 


接続び正しくない（サラウンドバック ch を 

1本のスピーカーで接続していて Rch 側に 
接続している）。 

接続を再確認ずる（サラウンドバック ch 
を1本のスピーカーで接続しているとさ 
は Lch 側に接続ずる）。 

P .27 

デジタル機器の音が出 

デジタル接続び正し < ない。 

デジタル接続を再確認する。 

P .24 

ない 

デジタル入力の設定び正し < ない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

P .57 


S に NAL SELECT の入力信号選択び正しく 

接続されているデジタル機器に応じて、 

P .64 


ない。 SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL を 

選択する。 

デジタル出カレベル調整機能が付いている プレーヤーのデジタル出力設定を適切に 

CD プレーヤーなどの場合、デジタル出カレ修正ずる。 

ベルの設定が低すざる。 

DTS 信号び正しく読み取れない。 DTS CD の場合は OdB に設定してくだ 

さい。 


再生ソフトのデジタル フォーマッ トに対応 対応フ ォーマッ トの音声トラックを選択 
していないプレーヤーである（または対応 する（または対応させる設定にする）。 
しない設定になっている）。 


DTS CD のヴーチ中に 
ノイズび出る 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を 
読み取ってしまラ。 

故障ではありません。サーチ中はアンプ 
の音量を下げ、スピーカーから出る音を 
抑えて < ださい。 


DTS の LD を再生する 
とノイズが出る 

SIGNAL SELECT で ANALOG び選択され 
ている。 

機器を正しくデジタル接続し、 S に NAL 
SELECT ボタンで□に ITAL を選択する。 

R 64 

SIGNAL SELECT は 
□□RF だが、 LD を再生 
しても音び出ない 

再生ディスクがドルビーデジタル対応でな 
し)。（すべての LD がドルビーデジタル対応 
とはかざりません） 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO を選 
おする。 

P .64 


故障かな？と思った5し: TF を調べてみてください。意外なミスび故障と思われています。また、本機];(外の原因も考 
え5れます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器わあわせてお調べください。 
m 下の項目を調べても直5ない場合は、修理を依頼してください（畔 P.109)。 


音について 

「音び出ない」 r 音びおかしい」 r ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


K 障かな？と思った6 


ル ルの音 
タ タこ録 
ジ。ジ。グ 
デずデん □ 
、でたせナ 
音能つまア 
録可入をい 
グみので行 
□の号はを 
ナホ日信と続 
ア録卜こ接 
はルクるグ。 
号タテす□い 
信ジロ音ナさ 
グデプ録アだ 
□は I ははく 
ナ号ピ号合て 
ア信□信場し 


技術資料 


困ったとを 




困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

無入力でちノイズが聞 
こえる 

電源そのおのにノイズが残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とたこ足配 
線になっていないか確認する。 


マルチチヤンネルの 
DVD 才ーディオを再生 
したがフ□ントからし 
か音び出ない 

MULTI CH IN 端子で接続したものではない 
信号を再生している（デジタル PCM 出力な 

ど)。 

MULTI CH IN 端子の接続を再確認し、 
MULTI CH IN ボタンにて再生モードを 
選択する。 

R 20,76 

特定のスピーカーから 
音が出ない 

スピーカーシステムの設定び N 0になって 
いる。 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

R 41 


スピーカーの接続び外れている。 

スピーカーの接続を確認する。 

R 27 


ソフトのサウンドトラックび意図的にその 
よつに録音されている。 

U スニングモードによっては効果音のみ 
出力される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びかさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

R 43 


サラウンドバックシステムの設定で 

Eecond Zone ] び選択されているときの 
スピーカーシステムの選択が合っていない。 

スピーカーシステムで rA + 日」または 
旧」にする。 

R 71 


サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーか5音 
び出ない 

サブウーファーあり/なしの設定び[ N 0] 
(なし）に設定されている。 

Speaker Setth 呂]設定を確認して、サ 
ブウーファーの設定を [ Yes ] または 
[ PLUS ] にする。 

R 41 


再生しているソースのシーンや言楽に超低 
域成分 （ LFE チャンネル）び含まれていな 
い。 

ずべての場面に超低域成分 （ LFE チャンネ 
ル）びおるねけではないので、サブウー 
ファーから音び出ていないと感じられるこ 
とびおじます。 



接続び外れている。 

サブウーファーの接続を確認して、外れて 
いるとをは接続し直す。 

R 27 


サブウーファー側の電源び OFF になってい 

ヴブウーファーの電源を確認する。 



サブウーファー側の自動スタンバイ機能が 
働いている。 

サブウーファーの機能を確認する（詳しく 
はサブウーファーの取扱説明書をご覧くだ 
さぃ。） 


サブウーファーか百の 
音びかさい 

低域成分の少ない/ないソースやディスク 
( CD など）を再生している。 

再生しているソースによっては低域成分び 
かな<、サブウーファーからの音び十分で 
ないと感じられることびあります。その場 
合に peaker Setting ] の設定状況によっ 
ては、サブウーファーからの音をより強調 
した設定を選ぶことをでをます。 

R 41 


サブウーファー出カレベルの設定値がルさ 
い。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適 
切なレベルに調整する。 

R 43 


バスピークレベルの設定値びルさい。 

[Bass Peak Level ] の言受定を確言忍'して、 
適切なレベルに調整する。 

R 54 


ク□スオーノ f 一周波数の設定びおい。 

に rossover Network ] の設定を確認し 
て、適切なレベルに調整ずる。 

R 46 


サブウーファー側のボ1」ューム設定が小さ 
い。 

サブウーファーのボ1」ユームレべルを上 
げる。 



映像について 


「映像び出ない」「メニュー画面の S □画励び表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


症状 

原因 

対応 

参照 

入力切換を合わせても、 
映像が出ない 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しく 
ない。 

ソース機器と TV モニターを接続するコード 
の種類（整合性）び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みにな 
り、正しい入力に切り換えてください。 
正しい接続法に変更ずる。 

P .18 

コンポーネント端子 
(または D 端子）に接 
続したソース機器の映 

モニター TV との接続がコンポジット（また 
は S 2) でおる。 

モニター TV との接続にコンポーネント 
ケーブル（または D 端テケーブル）を使 
ラ。 

R 16,17 

像が出ない 

コンポーネント入力設定び正しくない。 

コンポーネント入力設定を正しく行ラ。 

P .58 








困つたとを 


症が 

原因 

対応 

参照 

録画ができない 

コンポーネント（または D) 端子に接続し 
たソース機器の映像を録画しよラとしてい 
る。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号で 
ある。 

ソース機器をコンポジット、または S2 
端子でわ接続ずる。 

コピープ□テクト信号の入った映像信号 
は録画することびでをません。 

P .22 

セットアップ画面が表 

本機の MOMTOR 0UT2 端子に接続して 

本機の MONITOR OUT2 端子は 0SD を 

P .19 

示されない 

いる。 

テレビによっては、コンポーネント端子を 
使って接続しているとをにセットアップ画 
面 (OSD 画面)び表示されないちのがある。 

表示しないので MONITOR 0UT1 端子 
またはコンポーネントの MOMTOR 

OUT 端子 (D 端子を含む)と接続ずる。 
カラーバースト設定を OFF にする。(工場 
出荷時は ON に設定されていまず)。手順 
は、電源スタンバイ時に、フ□ントパネ 
ルドア内部の RETURN ボタンを巧しな 
びら STANBY/ON ボタンを巧します。 
押すたびに ON/OFF び切り換わります。 



操作について 

「操作でさない」「電源び切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


おが 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したとを 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子 

スピーカーコードの芯線をもラー度しつ 

R 27 

に電源が切れる 

からはみ出して、1」アパネルに接触してい 

かりねじり直し、アンプまたはスピー 



るか、+— び接触し、保護回路び働いてい 

カー側のスピーカー端子からはみ出ない 



る。 

よラに接続する。 



スピーカーの実動作上の最低インピーダン 

ボリュームを下げて再生する。 



スが非背に低いため、保護回路び働いた。 

視聴環境の周波数特性の補正で低域(巨 3 

Hz または] 2 已 kHz) のレベルを下げる。 

P .49 



DIGITAL SAFETY 機能を ON にすると、 
さらに数 d 日音量び上げられる場合びあ 
りまず。（スタンバイモード時に、 SET 

UP ボタンを巧しなびら STANDBY/ON 
ボタンを巧すと、 D に ITAL SAFETY の 
ON と OFF び切り換わります。 


操作ボタンを押してち 

空気び乾燥しているとさ、静電気などの影 

電源プラグを一度コンセントからがして、 


動作しない 

響を受けている。 

再び差し込む。 


リモコン操作がでさな 

主電源ボタンび OFF ■になっている。 

主電源ボタンを日 N_ にする。 

P .9 

い 

U モコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

P .3 


距離び離れすざている。角度び悪い。 

7m し:^内、ちち 3Cr 政内で操作する。 

P .11 


途中に信号を遮る障害物びある。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移 
動する。 

P .11 


壁光燈などの強い光び1」モコン信号受光部 

1」でコン信号受光部に光び直接当たらな 

R 11 


に当たっている。 

いよラにする。 


他機器をリモコンで操 

プリセットコードの設定び間違っている。 

正しいプ1」セットコードを設定ずる。 

P .82 

作でをない 

電池切れの期間に;><モ|」一が消去された。 

もう一度設定を行う。 


SR 接続をしているの 

接続でコント□-ル端子の IN/OUT を間違 

正しく接続し直す。 

P .31 

に相手機器がリモコン 

充ている。 



で動作しない 

コント□—ルコード政外の接続をしていな 

アナ□グのオーディオコードなどを接続 

R 31 


い。 

する。 



他社製品の同巧途端テと接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 


SIGNAL SELECT ボ 

接続またはデジタル入力の設定び正し < な 

機器の接続を再確認し、「デジタル入力の 

R 24,57 

タンを巧しても入力が 

い。 

設定」を正しく修正ずる。 


DIGITAL にならない 

MULTI CH IN モードになっている。 

MULTI CH IN を OFF にする。 

P .76 

己. Ich ソースを再生し 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を 


ているのに、己. Ich 再 

OFF になっている。 

ON にずる。 


生されない 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまた 



DTS 出力設定び OFF になっている。 

は DTS 出力設定を ON にする。 


DVD 才ーディオを再生 

MULTI CH IN 端テはアナ□グ入力端子なの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱 


ずるとプレーヤーには 

で、デジタル情報を表示ずることはでさま 

説明書わご覧ください。 


目巨 kHz と表示される 
び、本機では表示され 
ない 

せん。 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

曰巨 kHz のソフト 
(DTS 96/24 を含む） 

を再生してち表示び 
曰巨 kHz にな 5 ない 

プレーヤー側で目巨 kHz 出力が OFF になっ 
ている。 

プレーヤーの 96 kHz 出力を ON にずる。 


AMP ERR または 
STANDBY インジケー 
夕一び点滅して自動的 
に電源が切れる 

低周波の過大な入力び持続した。 

本機のアンプ回路び故障です。 

すみやかに使用を停止し、修理を依頼し 
てください。この症状の後に電ミ原の ON / 
OFF を繰り返すのはお止めください。 

P.109 

FAN STOP と点滅し 
自動的!に電源が切れる 

後面の放熱孔から異物びひっかかり、ファ 
ンを止めてしまった。 

異物を取り除く。 



放熱用ファンが故障した。 

修理を依頼してください。 

R109 

OVERHEAT と点減表 
示したまま音が出なく 
なる 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を変える。 

一度電源を切り、冷えてから使用ずる。 


THDCTNG と点滅し 
自動的に電源が切れる 

温度検出用部品（ヴー S スタ）の故障です。 

修理を依頼してください。 

R109 


lLINK 接続/再生について 

i.LINK ケーブルでつないだ機器の音を再生するとさの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

LLINK インジケーター 
が点打しているが音が 
出な し、 

接続した機器び著作権保護 ( DTCP ) に対 
応していない。 

本機が対応していない音声フオーマット信 
号を入力している。 

接続した機器の LLINK 出力端テから出力さ 
れていない。 

本機は善作権ま （ DTCP ) に対応してい 
ます。接続した機器の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

接続した機器の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

接続した機器の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

R25 

LLINK インジケーター 
が消打していて、音が 
出な し、 

入力信号の切り換えで、 [. LINK 対応機器を 
選んでいない。 

し LINK ケーブルが外れている。 

し LINK ケーブルび長ずぎる。 

し LINK AUDIO フオーマットに対応してい 
ない機器を接続している。 

再生している機器と本機との間の機器の電 
源び切れている。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO を選 
おずる。 

正し < 接続し直ず。 

3.5 m UTF のケーブルを使用する。 

接続した機器の取扱説明書を参照する。 

電源び切れていたり、機種によっては、 
電源びスタンバイが態の場合、信号を伝 
送することびでさません。 

詳し<は、接続した機器の取扱説明書を 
参照してください。 

P.64 

R25 

P.17 

PQLS OFF または 
PQLS ON が一瞬表示 
されて、音び途切れる 

し LINK 接続で再生中に、他のし LINK 接続機 
器の状態を変更したりすると PQLS の ON / 
OFF び切り換わり、音び一瞬途切れること 
があります。 



SIGNAL SELECT で 
し LINK が選べない 

し LINK 対応機器の電源び入っていない。 

し LINK 入力の設定が正しくない。 

電源を入れる。 

正しく設定する。 


DVD 才ーデイオ/ 
SACD の再生を停止し 
てちプ□グラムフォー 
マッ ト インジケーターが 
表示されたままになる 

DVD オーディオ / SACD の再生を停止して 
ち)、他のフオーマットび入力されるまで、 

プ□グラムフオーマットインジケーターは 
表示されたままです。 



他製品のアップグレー 
ドを行った後に LLINK 
で接続したその機器の 
名前が表示されなかっ 
たりその機器をフアン 
クシヨンで選択でをな 
い 

製品のアップグレードなどによって機器の 
認識びでさなくなっている。 

本機内部の機器情報を初期化します。本 
体のボタンを使って • UTF の手順で行って 
ください。 

1電源スタンバイ時に STEREO / 

□旧 ECT ボタンを押しなびら 
STANBY / ON ボタンを3私)じ(上ホ甲し 
続ける。 

2 [ D 巨 CLEAR ?] 表示中に MULTI CH 

IN ボタンを巧す。 

3 [ D 巨 CLEAR 0 K ?] 表示中(こ ACOUS - 
TIC EQ ボタンを押す。 

[ D 巨 CLEAR SET ] び表示されたら初 
期化終了です。もし [ D 巨 ERROR ] が 
表示されたら、再度行ってください。 







困ったとを 


し LINK 関係の表示部のメッセージの意味 


「BUS FULL 」 ： 

i.LINK の伝送容量び最大まで達したために，もラデータを送信することびでをなし、。 

「CANNOT LINK 1 」： 

本機と LLINK 接続されている機器との接続関係び不ま定である。 LUNK ケーブルび正しく接続されているか確認し、 
本機と LUNK 接続されている機器との間に LLINK 対応機器びある場合は、それ5の機器も含めて正しく接続されてい 
るか確認してください。 

「CANNOT LINK 2 」： 

LUNK 接続したい機器を識別できないので、その機器からの信号を受信できない。 

「LINK CHECK 」 ： 

LLINK 接続関係を確認している。例えば本機と i.LINK 接続されているネットワーク上で、新しく機器び加えられたり、外 
されたりしたときに表示します。再生中にこの;<ッセージび表示されたとをは、音び途切れる場合げあります。 

「LOOP CONNECT 」 ： 

LUNK 対応機器間の接続において、接続びループになっている。 

「NO NAME 」 ： 

LUNK 接続されている機器に、製品名または一力一名などの情報げないとさに表示します。 

「 N0 SIGNAL 」 ： 

LUNK 対応機器でをレシーバーのよラに再生信号を出力しない機器や本機で受信できない信号を出力する機器を選択 
した時に表示します。 

「PQLS OFF 」 ： 

再生中に PQLS の機能が日 FF になったときに表示されます。このとき、音び瞬間的に途切れます。 

「PQLS ON 」 ： 

再生中に PQLS び機能び日 N になったときに表示されます。このとき、音び瞬間的に違切れます。 

「 UNKNOWN 」 ： 

LUNK 接続されている機器の情報げ認識でさない時に表示します。 


インジケーター/表示について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフ 

デジタル接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 

P .24 

卜を再生してち、対応 
ずるインジケーターび 
点灯しない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

R 57 

S に NAL SELECT の入力信号選択び正しく 
ない。 

SIGNAL SELECT ボタンで正しい入力 
を選択する。 

P .64 


プレーヤーが停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定が間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォー 
マットに対応するよラ修正する。 



再生しているトラックび PCM などになって 
いる。 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デ 
ジタル*の音声を選択ずる。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生してちずべて 
のプ□グラムフォー 
マツ ト インジケーター 
が点打しない 

収録 フォー マットび已 .1 巳 h (または「6.1 ch 
再生検出信号」対応）ではない。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフ 
卜を再生しても、 

デジタル信号が入力されていない。 

SIGNAL SELECT ボタンで AUTO また 
は DIGITAL を選ぶ。 

P .64 

□□ D に ITAL または 

DTS などの表示になら 
ない 

ソフトの音声が 2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフ 
卜のパッケージをご確認ください。 


ドルビーサラウンドエンコードされたソフ 
卜である。 
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症状 

原因 

対応 

参照 

Surround EX (または 
DTSES ) ソフト再生 
時に、サラウンドバッ 
クチャンネルの設定を 
AUTO にしても EX 
(または ES ) デコード 
しない 

「巨.] ch 再生検出信号」び記録されていない 
(劇場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場 
合びあります）。 

サラウンドノ くツクチャンネルの i 受定を 

ON にする。 

R 70 

Surround EX (または 
DTSES ) ソフトを再 
生中、 S し S 、 SR ® 
インジケーターは点灯 
するが 、 EX (または 
ES ) デコードしない 

U スニングモードび正しくない。 

サラウンドノ くツクチャンネルの i 受定を 

ON に変更し、リスニングモードをサラ 
ウンドにして再生する。 

P .66,70 


圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AA 巳などの総称として使用します。 


才ートセツトアップ(音場補正）について 


サラウンドの自動設定 (Auto Settin 呂) のときにある疑問や症がをまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

音場補正の才ート設定 
を何度巧ってもエラー 
になる 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障害物を移動させる。 


測定結果のサブウー 
ファ ーの距離が実際の 
距離より長い 

サブウーファー巧部□ーパスフィルターの 
遅延特性の影響で再生音にディレイびか 
かつている。 

IV 1 CACC では、こラいった遅延特性を考 
慮したラえで距離を特定して正確なディ 
レイ時間を i 受定するよラにしていまず。 


スピーカーの大、ル設 
定が誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

エアコンなどモーターを使用した機器の 
電源を切ってみる。 


音場補正したが、音が 
おかしし、 

スピーカー端テの位相が反転している (+/ 
一び逆)。 

正しく接続ずる。 

R 27 


自動設定時における OSD 画面のメッセージの意味 

「Connect Microphone 」 ： 

SETUP M に巧ジャックに付属のマイク内蔵 U モコンを接続してくださし、。 

「Too much amoient noise 」 ： 

周辺の騒音び大さすぎ、測定に誤差び生じる可能性びあ0ます。 

-エアコンなどモーターを使巧した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に日 FF にするか遠ざけるな 
どの処置を行ってみてください。 

-周囲び比較的静かな時間帯にわラー度や0直して<ださい。 

「Check Microphone 」 ： 

マイクからテスト信号び検出でさなくなりました。 

. オートセットアップ巧マイクの接続や接続コードの断線をチェックしてください。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はできるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 Don’t change volume 」 ： 

測定精度び落ちる可能性びあるため、でさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 ERR 」 ： 

Speaker Level 測定後の丫 es / No 加 eck 判定で、し^(下のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された；スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 N 日」、サラウンドバックに RR 」 の場含：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び 
検出されました。 

-サラウンドバック （1 本接続時)の場合 ： R ch 側か5検出しました （1 体のみ接続するときは、 Lch 側を使用してく 
ださい)。 

rAttention Subwoofer output level is too low Turn volume up on subwoorer 」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出できません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適 
正値に上げてください。 

•上記を確認したうえ、 [ Retry ] または [Go Next ] を選び、決定してください。 





保証と アフターサービス 


困ったとを 


保証書(別添） 


連絡していただをたい内容 


保罰書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店か5受け取っていたださ、内容をよ<お読 
みのうえ、大切に保管してください。 


[ 保証期間はご購入曰か S 1年間でず。 


巧修用性能部品の最ほ巧有期聞 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち切り後 
最低8年間保有しています。性能部品とはその製品の機 
能を維持するために必要な部品です。 

修埋に関するご質問、ご相談 I 

お買い求めの販売巧へご相談-ご依頼<ださし、。 

修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？と思つ 
た5」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
をは、必ず電源プラグを抜いてから、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
まめの販売店に修理のご依頼びでさない場をは、別添 
の「修理窓口 -ご相談窓□のご案内」をご覧にな0、修 
理受付センターにご相談 < ださし、。 


参ご住所 
参お名前 
参電話番号 

参製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 
参型番： VSA-AX 巳 i 
参お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保話期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望により 
有料で修理いたします。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずず 
めいたしまず。こんな症状はありませんか？ 

-電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気が入ったり切れたりずる。 

-本体か6異常な音、熱、臭いびずる。 




故障や事故防止のためずぐに使 
用を中止し、電源プラグをコン 
セントか S 巧き、「保証とアフ 
ターサービス」（上記）をお読み 
の上、修理受付センター（裏表 
紙）に点検をご依頼ください。 


T T T Tl 


お手入れについて 

通常は柔6かいなで空おきしてください。ミちれがひどい場合は水で已〜日倍に薄めた中性洗剤 
に柔らかい巧を浸してよく絞った後、ミちれを拭き取り、その後乾いた布で拭いてください。 
アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげること 
がありますのでご注意<ださい。また、化学ぞラさん等をお使いの場をは、化学ぞラさん等 
に添付のを意事項をよくお読みください。 


I _ 


音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるをのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しよラ。 

ステレオの音量は、責ちのむがけ次第で大きくをルさくをなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でち通りやすいちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましよラ。近所へ音が漏れないよラに窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましよつ。 


困ったとを 
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困ったとを 


さ < いん 


本機を操作するとさのをな用語や表示をまとめました。参照ぺージに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 

アナ□グ . 23,64 

オートセッ S アップ . 8,3巨 

胃場補正 . 33 

ク□スオーバー周波数 . 42,46 

工場出荷時の設定（初期設定） . 101 

サラウンドモード （ U スニングモード） . 66 

周波数（特性） . 33,4日 

初期化（リセット、クリア） 

本体 . 101 

U モつン . 9已 

初期設定（工場出荷時の設定） . 101 

スピーカーシステム A/B . 71 

接続コード/ケーブル . 16 

ディスプレイ . 13 

デジタル . 24,64,97 

デュア J レモノ . 76 

バイアンプ接続 . 30 

バイワイヤ接続 . 30 

フロントパネル . 11 

へッドホン . 80 

U ァパネル . 16 

IJ スニングモード . 6日，66 

U モつン . 3，14 

アルファベット順 

Acoustic Cal EQ . 33,49,72 

ACTION . 巨巨 

Auto Setting . 8,3巨 

Bass Peak Level . 已 4 

CENTER WIDTH .69 

CHAMBER .67 

Channel Level .43 

CLASSICAL .67 

Clear .9 已 

Component-In Select . 已 8 

Crossover Network .46 

DANCE .67 

DELAY .7 已 

Dial . Norm .97 

Digital-In Select . 已 7 

DIMENSION .69 

DirctFnc .87 

DIRECT .66 

DOLBY .97 

DRAMA .66 

D-Range Control . 己已 

DTS .98 

DUAL MONO .76 

DVD 才ーディォ . 20,7巨 

EFFECT . 68 

Expert .4 已 

Fine Channel Delay .48 

Fine Channel Level .47 

Fun 巳 Name .92 

Function Rename .60 


Hi-BIT/SAMPLING.75 

i.LINK.25 

i.LINK Input.59 

Input Assi 客 n.57 

JAZZ.67 

KeyLabel.93 

Learning.84 

Li 宮 ht.94 

MC 冉 CC.6 

MONOFILM.66 

MOVIE.66 

MPEG-2 冉冉 C.98 

MULTI CH IN (INPUT). 20, 吕 3,76 

MultiOpe.88 

MUSIC.67 

MUSICAL.66 

Neo : 已 CINEMA.66 

Neo : 已 MUSIC.67 

Normal.40 

OSD ( メニュー画面） . 日 ， 34 

PANORAMA.69 

PHONO/LINE Setup.62 

Preset.82 

REMOTE SETUP.82-96 

ROCK.67 

SACD Setup.61 

SCI-FI.66 

SPEAKER A/B (SP SYSTEM A/B) .71 

Speaker Distance.44 

Speaker Set "。 客 .41 

STEREO.66 

Suit 巨 ack System.35 

Surround Setup.33 〜己已 

SysOff.90 

System Setup.33 〜 62 

THX CINEMA.66 

THX CINEMA Setup.56 

THX Speaker. 41 ， 4 巨 

US 巨 .77 

VIRTL SB.70 

V 二（ビデオセレクト） .80 


記号-数字順 


已 -D THEATER . 66 

已 CH STEREO . 67 

7 -D THEATER . 66 

7 CH STEREO . 67 

96 kHz . 巨4,97 

□□PL II MOVIE .66 

□□PL II MUSIC . 67,69 

□□PRO LOGIC .66 

+ VS 巨 .70 


110 












































































































困ったとを 



製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓口 


参パイオニア•カスタマーヴポートセンター （全国共通フ U —フォン） 

受付月曜〜金曜 9: 30 〜 17: 00、 ±曜日： 30 〜 

12:00. 13: 00 〜 17: 00 (日曜■祝日•弊社休日は除く） 

家庭巧才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓口 y 0070-800-8181-22 

カタ□グのご請巧窓口 

y 0070-800-81 81 -33 

ファックス 

03-3490-5718 

ノ（イオニアホームページでのご案内 

<ご;主意> 

フ U - フォンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公 
衆電話、船舶電話、ピンク電話および海外からの国際電話 
ではご利用になれません。あらかじめご了承くださレ。 

お問い合わせ先のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / 

カタ □ グ請巧とメールサービス登録のご案内 

http :// www . pioneer . co . jp / support / ctlg / index.html 


部品のご購入についてのご相談窓口 

付属品 （ U モコン•取扱説明書など）のご購入や、補修用性能部品（修 S 使用部品）に関するご相談についてはバイオニ 
ア部品受をセンターにご相談ください。部品の交換ち法などの技術相談につをましては下記の J (イオニア修理受付セン 
ターにご相談ください。 

• パイオニア部品受をセンター 

受付月曜〜金曜9:30-18:00、±曜9: 30-12: 00、 13:00-17:00 (日曜■祝日•弊社休日は除く） 

電話（フ U- ダイアル） 函0120 -5-81 095 

一般電話 0538-43-1161 

ファックス（フリーダイアル）： 画0120 -5-81096 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓口 

修理を巧頼される前に取扱説明書の「思った通りに動かないときは」の項目をご確認ください。それでち異南のある時は、 
必ず電源プラグを抜いてか6、ご晴乂店へご連絡ください。 

ご購入店びわか5ないときやおおくにないとさは、バイオニア修理受付センターへご相談ください。（巧縄県を除く） 

参 パイオニア f 度理受付センター （ミ中縄県を除く全国） 

受付月曜〜金曜9:30~吕0:00、±曜白：己0-12:00、13 : 00~18 : 00 (弊社休日は除く） 

日曜•祝日 9:30- 12:00、13 : 00~18 : 00 (プラズマディスプレイのみ受付） 

ゴーけ■イオニア 

電話口 U - ダイアル） ：函0120 -5-81 028 
一般電話 03-5496-2023 

ファックス（フ U- ダイアル）： 函0120 -5-81029 

参沖縄ヴービスステーシヨン 钟縄県の扔 

受付月曜一金曜9 : 30~18 : 00 (±曜-日曜•祝日-弊社休日は除く） 

一般電話： 098-879-1910 

ファックス： 098-879-1352 


局調;皮カイドフイン適合品 


© 200 己"ィォニァ株式会社禁無断転載 パイオニア株式会社頑 153-8654 まを都目黒区目黒 1 T 目 4 番 1 号 


<ご注意> 

フリーグイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用にな 
れません。あらかじめご了承<ださい。 


<ごま意> 

フリーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利 
用になれません。あ6かじめご了承ください。 


<03F00001> 


Printed in 


<ARA7178-A> 









